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第 1章 背景と目的

t I_社会的背景
㌔
■t二pt

【氾 つ 1)有船手指投のニーズの7tまLJ

万人

711JErLZ5ウ

･露台社会への突入

tl本Lこおりも71*斤咽 は.Ll独ま十王1QI加し~ユJ

く｡そLlは rは会のA胎化Jというひとつの対処 rべき狩Blの

ジャン心を形作っているL.斉CTtlのJtk,すrJわら65正以上

の r有給者｣と呼ばれる人1=f,Q)LF71がますます人 fゝ.ものと

rJることは.そこt_-44する人I=らの多はtiがよTまT-宜かり､【TF)民の71aLの 加 角J J:lJtiLI) r応鈴音Jと一娼りにLi-じてしまうことがnしく/Jつていくこと

tE司112)日本の人口に占のる 井 k者の初会のけ抄

茎 真 宗 至

(@ ト3)65JL以上JE書書の年b一別市会のhtl

ltM

Ti71

Jq
Zdli

L･Zl

｢lJ IT IT ! .,,
tIA.岬 ▲I)Iの■

至蔓皇軍毒害≡
伯 卜4)全世書中165jLU上■+壬のkJ,世書と

大月のみせ■の占めるtTBのtLLl

を色味する.r満齢化Jあるいは r耗Y,石 の開祖の捉え方とし

て､それに伴うIW..rJ過l二格分化してRlかいレベルで捉えていく

か､あるいは応齢名たけの糾明を也え1=It会や柊の開祖とLて

メタレベルでl珪えるか.どちらかのアプローチがIE繋とされる

ようになる｡

⊥く言われることであるが.r11この応脈化の寸Ir<l).65

汲以上の人口が稔人口に占める端折化邪の相加するスピードの

速さと.その中でもとくに75Di以上の絶朋ホABt;と]rはれる噂

の相加にある｡そのような後期端折石Qlの増加u.身代;約 m

坤的r+レペJレが低下し1.:とき｢_Vのようl~ケアJる九 という

Frl.1祖を上り掟別にしていく｡これに関わ乙叩祖として.爪齢E

層の増Tmlこけう応熊石のみの地帯 1人切の}̂ 人もhL の

相加ということがある.耗桁&のみの虻芯は.1与太ケアのPIJ祖

が浮上し1=場合に政市Ttlで対処することが牡lく､今枚とも

すっと在宅で住み抜けられることの田AI-もっとも血面しヤす

い頓であるE,住みiqれ1=他姓でのLiもJrJを甲tr人か多い朝Lt

住宅レベル一也稚レペJLでのサポートかqi貰なJ.祖となること

は柄違いないが,どうしても在宅ではJlLEできrJい場合rJとも

現実には多く.布鈴音の/.=めの哲は穐iZにiけ るニーズLJ白L=

rJLに&まってくる.

･布巾肴施設の埜4

品鈴古居住,i設の攻机をみるとJ朔 句の叫.ezでの托ft

古人ホーL 養護E人ホーム･特別壬謹老人ホームを合わせfJ

息Flaは,28万人あまりとなっている ･r,馴美3星人ホーJ.の



(凄ト1)再出 俣171岨rLiL十かg:tLq (ゴール
Aでu19万人鼓).これは.ぴiUIJ｣_JJ]lEJD万人L:対してlh7

ドプラン)とそのJLrL(EFゴールド %という故事である‥たしてニー如 サ ･-.A.lt':1T;lrJい=手
プラン)における丘ERの方とtIEl忘

くの自治作ではかなりの鼓の人,-gtきちをryえており.中dして

fLl l｢′I.′'イドJ, から入居まで没年かかLことL珍しくrLい..応t,古の昏性fi昏

I.▼t.1Ê + _ シーJA. :tlJ人
ナ丁ハウス lOJJ人 lOJJ人
C一:.I.lJ_l,I-.■ ■巾で■ JAJI.●

(β1-5)絹刑tJL老人ホームにおけるゴ-ルド

プランのこれまでのX♯(1999年IlF6E)

[車∃

(@ト6】AおtJttl鹿やの▲旺分化のXr日大耗
1989に上る1

におけるひとつの猷 肢というl=;).王だ王1:絵はのか 1枚が

足りILいのが柁杭である｡

こうLJ'.:gl状t-)すし.rI生H.11 -JLl1ランJRU市

ゴー i･ドプランに上り船 の拡丸を田 )でいる.1恥gLrLこ追号

されfJJ- ･̂ド1ラン r満l.井伊牲IA吐kA t-か年&屯Jが

1994年に見直され朽1-ルr:プランよ/.･つたが､こttに1ると

L999年までに特別糞.TA七人ホーム+_9FJ一人骨濫itTもことLこ

なっている｡こtui曳LEのIjlE近し託でであるが.これ王での

ところ石実に')二親を伸ばしてnffをタIJ7'しつつある｡この〇

過/J施iZ学齢 こ伴い.也.転の ~と/.･がら､在宅や碗FtfJとかち

施設へflTTするれ齢首がそれたけ付加する rl宅から払設へと

いう環塊の資化u入店E本人にとって.trんでいろ塀牧も.咽

りの人との関係tJ､J>までJA/.･してさ/=役割も､すべてが変化

してしまう亜大/Lf忙操作とrJ:る この御 井呈化にl半うyitElこ以

H:14虹するか pnstdaA1983).ということを含わた施設空地

が沈過として77かび上がってくる.とくに句境の13でそせけや

すいとされる挽物馬齢石 (Lm Lm.[他日 の相加をrj肪すると､

このrL11TAのBi要性はきちに柘まる

･宗6毛施設の体系

tk的にJ音吐島設とIj老人ホームのこと引甘1が,白宅

に仏わって高給Eの托籾..7:ltLうち遭佃 lとして上りEL.く捉え

1=場合.BよそJ二lTの上うなものが含ま九も.

)苑船Bは毛 シル′(-ハウジング･ノ,.レ′く-ビア ･シニア

は'F･;

ま如札鮎 寺糊失話古人{･-ム･主謀名人ホーム･fF7t
老人･11-ム lAてl･DTI･ケアハウス)
･'ィJll七人i=-ム1

1中旬鮎 を人様杜施設

1rl･鞍!主A2 名人桶指 ･唖玉里8.FJ云EF等

ui旭iZ'Gや自癌化に1ってAI)られていLもので.払

校ではなくLE宅にI立正づltち11,日と丘の掛 偏 爺古i･HStl二

4満 面での挽肋が捉伏されるものである.4.11P<伽 i71の1=わ

の島JX''tであり.本久治仲が終わttlf退院することにfJもれ F'l
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(者 1-2)長山名店はJt投と毛入信tL廃校おJ:ぴ

JiJJq■J=JtLS[のILT

船首の食性も空に上る艮桝 iに エ-_て.J:謀的ruそこLL

好は.していることも多い.3は､托神島ilとT;Zk鳥iZとq)鳴

渡しそすべ(.巧た'.･Ju 体系として{LFのtM耶二位elづLlら

れたものだが.その円8にLlIl研暮jE名人十一 ムこ&命する&

分廿多い｡在_宅ではふ1たける-とのBL押し~正正し船 への!1払

i･決よしたiEl持古や (そして人魂のlヰ(.L]そのt抜j.+.この上

うなa分化Ll_･iu の■pか二･正FZをカちttLことに'.-a.

このうち指牡u 'tl_Ll†を比ても.柄例t.1古人･i1-ム･

J:丘E人士-⊥･ft甘七人ホ ム l̂空 EI五･ケ7ハウス1､そ

して民恥 二LるJTTlも人モームl二分顎さILており.4L人の介&

ヤサービスのE･貫tiに応じて入所岨tが'jE/)らttてい乙.Jd
Il咽･は,このW のヰ分化の空史的な汐を押さえf=トで,紘

低を8別 としそこに辛rq〔JAiZ･そW J当てていく1!症棚止的

な ｢ll-対応上jtjとPf肌 人やdimの文化に作う乳 Rの史

判している｡また.芙&8人ホーム･れ別荘.i左入･ホームへQ)

人届は.17政に上る ｢化F.という形で†1わJLている<小空

J'中′ ●IJm一 ･n H ､uH'n きTi完
Il■Jl[{…LI
I:葺';貢三三T;:℡州 lO仙- 1-.- ･… - Z h ｡.･人･･4-ll.A
LヽJIllt■l
KJltlrdI

:三.Tq '::::-r･.･lL･･L
~1LAl▲ trI

ldPrlLI+
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rtLl-ytll
t■ttt一.い 叩IilJTI
RLT■t71A～ t'r ..I-tiJ巾J■■
I.rつ■Ltr LnI
叫IE■qtr

Pt'tlH< ■( .二･じれJ ■ヽ

;;'‥ =1' 'B1-
tL■▲A▲4+
1lIL,.Fr
tlFrJLLヽ- tr l●ヽJIl
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二二 ･∴ ノ人'′lJt(11Jn¶)･
'三二 芦-川/

○

頁 だ 芦 だ 天 S= ) - ---I P3
11

伯 1-8)年生省E上る杓粥tZI七人ホームのJSB

r■ttALヽIuldlLM)PLui

il卿)は ｢捕qE｣のPll軌 二ついて.杵blJlrT枚の柵 であり.

1召使Plのr:krJ違和がⅦまれるとともに.Lm収 の併/t 乱

すQ)状玉を招くとして･比Tgしていも｡良ユJ=Ju 仏系ごとに良

3川 にされているとともに､介&茨に1ってki切りに分Stされ

ており.それらの TrtiのfJい堤Il~1 て舶 のは為が耶ll

L二uLてい/Jいれgと甫まる.89LLと1九/一時17払子が_ =ゝ.

に拓にLf=ものにrJつていLこ>jJtわかi.

老人ホームi,r抑 制 から1111ほの利 へとtF牧さ

せようと白われでから久しい｡しかし.この鳥丘t.,al.q)hrl化

のjA程はt2飯するサービスの維ttの1分化であって.そこには

応鈴音を取型化して rl王芯JLようというf同は見えてt,､つ二

mに一入 り､の入店L;の生橘が甘まtLL｢lL姓Jとしてどう望

えていくか,という8Lむは比あたらない｡

2)高I毒舌施投の中主化

個夏化への31;流

布齢石l村上免iiは全体柑 こ中J;L化の方向に如いていると

,-I克る.柁l号と人ホ-ムJi十でl二やi,_かJauqである.J!3老人

ホームにおいてtJW占洗l止から1_人拡h!へ.そして湖在は91窒

化へと空将が進められている.範も中外レベルの放rL/_･爪的

石を対象とLI=特別&謙t-人ホ ムのみが.2人前炉もしくは4

人掛軸 【ji沈となっている｡Ig'RLr･l‡E--での/t同の書l別禿JFE･

人ホームの全宝談の7割1:は IL4人以上のn:riiである.心事の

Ikl合は年Jy次卦 こ高く･'iつてきてはいるが,そ11でもl鰍 こdl

I=･'+.い.これらの叫軍は入場&のプライバシーをJIるためとい

うこと上りも.生皮の入店Bのtif岨 雄であったり､他の人店

名からの碍書箆屈として比延-}けちれていることも多い｡

そんな巾.I995キル'1省に上り群別卓二i名人ホームのii

h～空中斉抽助基y･di柏が引き上けら九. 人AGI.:TJの松電血相

が8ユ女げから10.65m!と/iつI=〔この)u_tナh紙の引き上trllr他

人の現錬食を註せずに1ライ/(シーの促てる雪印のキ促｣r入所

か t蝕 で勺れ祝し̂J=第八等qn ち込みがAl*r/空mのiiRr

r小型リフト等の㍍ti技芸の脚 はrpr能な空粥の寸恥 を色LAし

たものとされている(こTLに糾 ､.粥別&議若人+I-ムにおい

てt'今後粥窒化が急速に過わらLていく二思われる｡

この甘別 との計載Lこあるのが､人世古の.そしてrTi.人

塔するであろう人1=ちの1ライパシー丘1のZu r)であると,i



われている｡9f転石u会わ;汁描FA会がl恥14-I.'行 ･r=払ltここIl

十7_i*菜に上るこ.t人+･ 上の12号化のhStが&tIを占わる

ている｡こうl/=雑駁をせりで.島&'LJI竜の小L=⊥うやく入坑

古の1ライJlシーというぞえJJか含まれLlう､-なってLl･{=と

吉 え る｡

今現IE､居室の粥壷化事'):3QL/-蒋gl集貨と人t.-上

は.ま1=-ほんの散田にすぎない-.断面小S,乞い-)鳥1:中刀t.の

i･合/'1.はその払iもう少し増iLが.ll6-二おl!るtl革化の

ltふL三まさに今也められ1=はかT)であrLt窒化L=対に･LJjr

群 山73ト手法をがfrLり仏教て絶J.していLEW lこあL.1ラ

イ/(ンIi･兇FfとしてjJザ イン及びその1ロモス/tlJ>のtLLl決

葺のけ祖}-を鞄屋十る HLrlu'LL1985'J:う'i鮎 jl薦TLaの

Ft立か早急に求わらJtてj3り､そJIE,の叫即のやからiL出して

いくゼ安がある｡







- l)や CIO

･4王化†こ対する批判

rAi左とI1 -の■丑化▲iqjql迄んでいるわけで

は'Jく､きまぎi'JJjから能fgきれI.･勺.及7ErtL いPItl.こ

7liiしている.

1.-人またL)刑 のtJl)

JPt化したJi告.他 ･人qT-1 のEITl.lJJJ旺 '..y

l二エペ11fJJ.さヽ'Jも たくIlA布衣'.と､ごJ丘･柑･ち

推定されている上与'-･LBJoJ･,それはLLtのtnが少'Jく

'_.ることをjElこする.良法の亀I.'ilがl/:_rt/yrJく.

人kEはちの拓拡古が井方;-事い_q枕で11.王ip壬i†人Iv

';･を拡大十ることさ1t克子It.■窒化は星′●L_くい.

ilZlltjZ

lとⅦbることでbLが.tIう左目トも前.)て14生で&っ

てもらっていL1.1けg)lLltの7lf･3耗l官有一一やモriとは

仲沢でbる､陀全はもっと勿ぐ的I一放ってはれをIiさ菰

らせることに惟うべ.㌔/∴ といつe兄もあも..S川山の

RIJLはともかくとして､句の尤'k上r)よirRを.といっ

た肌合が人だに恥 l;見HJJ0 .1つIt余的汀ELがある｡

～T 3ケ7する側の負担増

一く▼ンダー

iiiii=

(E31-10)1暮と■克tのしっ与えの■い
上 JJl T AJFI

地弓;となって庇lナ~とl一拙tIしていると.4人.1Y.ⅦfJt'

に比べケアのf和もかか り巾*いtくfJもrJど､JLLl■l

の負担が増)こするといJHl七かあ る.こLtは■LliJ･AQ)不

足ということ白lJ.･が人き/L肘'JとLて凍えられ'JりItL_T

TYらない.王J.:,tAil二■JlのnLE375LJ廿人しているのか

1こついては.そ11そり架L-Lf=JJ'Eを事iJ/_･I.で払bMづ

tIもべきであろう.

4.Eaの白が行きJZかない

そIlで九の入居石が■事にMT=こもってLL与と_仝Jl

に口かiTき'il,rJく'Jろというで士も̂ L.4人拙 -.A

tLの4台ここは.JL月書のLJl=11で'Jく､人k;r右目 の▲[

互生現も●く.兵船Tll't:rJと;二心.ILi=Btの托'Jとが

虹 きれるたびに.人Q;占.:りIもt托のf_Tflがiユ

されL.†妄壬への人仁方Q)やrll.tHのIlが玩 こい

ることにirL LL乍らttてt乙というi-t･さにもつ'+



(9 日 1)■tと4良書の朽Lは qo}Jい
上 II.T 4長I

が一てい長竹ITl.ArL 相和(.EaS･LlT3人亡いる.

5.入居者EFlのコミュニケーションの以

Jiに1-･て一人 ^+fE足し'こも･て-L,1うと.人膚

石臼1,で出会つJdJ-▲'. ､コ:ユニJr-/ コンがだ起し

て_まうという丘JL&もろ こrL13fILモ:･でAJ,千

を.7:しまZr)Jtで甘;~1かと額ILL/こか?ていち と

いうステレオタ11でiZえていもことであも 巳聖が詞

亡でJ)JLl_'f?良くJ.-Lというfl'江.=どこrt.I.･く ま[_.

4人鼓官に比べて■tのhが/LitL.}t'Jく辞しい空しを

しているということt,訂え'_･い√

6.入居者のJEZS

4人鼓匹が藍本のII脚長.t七人ホ ▲T:JをR!くと.■

室には人,)たくないtいう有まか 泊ってくること/J'あ

る.甘草では何とrJ･くTZLそうだという火打tJl外に.

鉦 にぶl̀71一計}_Q)[古tiづ11か他の人Er.からの用JLの

鴇であっ/IIJ､巾牧の人l/;斤L二111L零叫ti柁q)鳩で

あっ/Ja11ると.入場Eも8Iエt･rあそこl=入ったらtI

う終わり といっf=hSLで見ること｢なる.

これらの批判や間鴨にLlL､それをどの tうl●尭lJ也え

(いく九 も)_i,L}ql,r也えL/.･りの也肌があるのか.それを

ul'1十ことLこ卜占のひとつのLJIrJでI▲ある.そのJtと/Lるのは､

●J:･111能か,,=J,11てい7U上･l)'+～.け別井護老人頼.A/.と̀の

GlJXi2壬 ｢鉱石■)塙.あるHJ~介丘のJAJでIirJく.人b;

Eの 隼丁丘のJJ として捉え丼すことでムL.



3)Ak着施設の捉え方

S､廿ThJrtTf l9才11rLも亡.1Ilナン1.'LJtIL>l

鑑政芯に一息iZ･在もi合Jb.すべてやlgJti):1J=し1=lrt

枚斉を事暮こしていわ1tてヽ lこ.,J3り､匹.亡 人ひとI,に

rl々 の土浦を王える良-Lt'.･'1宅 ･比延.iYのようL二位q_して

.･′か､tいうことで】長として佑tと托JZJ}乞いLi仁宅に班 (

旺Jlづけちれているので},i.A■ほ J8'Lf'.･とi噸 すべ

さ行It'.･人.'=t.flで托 iので･j'Jく.斤通の人とまっIくFl

I_I'.-せ講をl羊申しようとい:jeBでSJも.こ!uI.拡ItJiaへ

Q)入官有をふつうの人とIi穴'.･もr升托されるぺI･TE色Jとい

うけL二手lL込め､そのけをさらrEi刑とrて1㌢7化し.それ暮一

缶わせ/=扶蔓を淀IJh,ていこうというぞえTJの!iklllJt寸L

もの1ごろう.

r介謡をtL乙..JL埴;二五かIU入坑石は.rlEJi･r介ZE
さIl.る｣Ii在と見ILすようにrJrノ､∫IまH&31-g､〝するIt

在とIJ-}ていく.ここには二七の人さな何社が含まJl.ち. /･

は入Tl:石rl身の開祖として.4L人の HHtが打われ.rJE.の(1

lLPljtを失ってしまうという刑tBサある.tJう ,Nは払:言から

良策全仏i二及.i.問指として.今サ芯I;占旬がiす‡す増加しま

すます多L封ヒしていっ/.:とLlに.utl1色の如 ･人Ti:斤の多は化

し/.'ニーズには退 りLL.tでL=VJ.･く/.っていくという州祖である｡

悦広い人1=ちの帖虹い心占スタイルをIJ.dLけ入れていくよ

うな､王位で広がりのある別帖 が;粒1)(,れることl:T..lL)I

ltに対し.Jf:葺では.li:fE払設i･r介丘1る･されるJA｣とし

て捉えるのでは/Jく.人u茄が仲Jの人として立付的f.A/11占t

止ることをサポートする4として収え弘十一とから払′Iも.サ

ゴの人として定えると丹うことIJ. ノまH.入店EもH tかれ

即1.こLまでの人廿のtJ々rJ行けE=AiI.JtrJ■蝕Jl･ぢi

JJ.生ihスタイルをすド.､そJlを111LrLJ,l･',生,5'lLととも

lこ.丈丈に句かって/u何らかのFlヒそJi'てLil.u ていLlLh

として捉え7_ことである



(JEl-3JEtf王な4gLのとら1万

市境のカテゴIJ-

】⊂ヰ ■JLt▲

I斤_rJE■ JLJLq … t′◆■′r
lter.--4 tLlトTのIrL'tlO1も(4
(_IF.r'LtJA A4q ′prJlも</-グ

い･J5'J;JQ AJfL… M として′= ｣

に-K血 i=上もilt'

SkdFw._.川.. tJL■ru lJrL'JとIl
台qGZLL

Ldub ulrJtnrrh ld tへとb の̂ II′Jml
甘 ^∫-'-OtJTY.ra喰

51叩 rPrNYLJlrn･rq付け 汁 人M tll1号LltA.NJ

Jaq
rbyゝla JrJLヽ lm TTM LE～'.とW q.qJb

2.理由的背景

1)人見と噴泉との市bLJ方

tiのもっとrJ大き'. Iと'.ものは,I,L託しい現

生にお-.､て､人とTF稚とがrのiうにPEqtP叫 tlrでいく

-7か.こ一･うことである.

IZ王堤 の長え方

巧牡を且も甘よ的rJ.1桃 で疋1ると.J･11bILtれIJJI

ふ.'aA込んている†の l牝】tカILrnJヒいうことi=/_･る こ

こでEUJ上ITるのは､白_hfT也や也止和束 いゝつJ=､i,九!,tL

のf]官話丑にとってJ)る右 左で･TB7IP-I+-レヘtのT7蝿で:3I-1.也

171t.LJLtのt]書生t轟をEえ7.1lJ-allQtの中に 人でいLこと

uほとんどありえrJいE.)そうでtlfLく､1'T.I'IIL-とってとく

に印し･のあるのは日常の色票系レベJt-つまり人的のFlやIJb

のレベルでの人叫を屯rJ田んでいるIJのでSJ乙 LJn8偶 7J.千

れはつまり､人[:上って止f}17..1史われていLiB袖やrr､そこ

L=旺んでいる人々やEl分の朋し･の87も人々.ド1分のLJする鮎川

や也城などのことである｡

この環境の中には.JI月日こきtlrjlm収が舟iLLでいる.

そこにIl此権われわれの仕丁点と関係するtJのもあれは.FlqJ宅的

L'しかI対倖し/Jいものもあり､あるいuよっ/.くr.J]休lJいもの

も含iLLでいる.Ilt亡】仰 のLlうようl二.卿 Alまヽ わめて冗1長で

あり.13JRを知妊しているそれぞれの人 (十なわらその即 Aで

生77iしているbれわれ一人ひとIH r と)でのtrLそ!lutl-し

ては.その方JAを捉えることJjでさrJLL.I)まJ).ETJAil.A

がせ咋づりるIとrJ9ではL:わてその人J=と'てのか1.uI

ち､その抄tを持つIJTZ牡こそかその人の51iiやrTJBt.1,7を

与えるのである.

KLLTb lけ判 は､この上ラ'J各人がjt+の化JJで丘如

し,群RL､かもを与えてLるTTtモ ~il也JlJI｣と呼び A

にとっても等しく■人をとりまいていもIIJLJt的即11とtiVJ

Lで.､る.



･生車掌的視点

KLrtJLtLlrl暮941はこの上･lJ/+･人と竺内との分かちが/.

い阿僕に注目し.次のJt.L-i =て臥t的暮一捉え1うと T=

El=r())Fl

このjtEl,入荷のhlb El が.人P)のmil立上1こけで

.々まもものでもrjく.il_'巧竣tftJ=iiH.1って一iこま)てくる

ものてもrJい.人Fqlp と狩攻 E)とのBl石のrT払､つま一,

その輔互作恥 =上ってその環恥 二LIL!るjrt)が決まってくるこ

とを示Lている.

伯 卜12)Kt.ILM の生志望伺のqえ方 Lev･nQd L=お(1るTF塊 EHlJlに人のまわりL:瓜がっ

(ToyanLrLdpt～ ▲佃 nk■J ている75稚a')I_-環攻をホしているわりでlirLく.51人のもritL
1988よtJt:tL)

た呼吸.つまりN人が屯坊とかかわっていく中で釘のtlJに什J/

上IT''=イメ ->'としての･LJTp的T=JAを示していも.この･L理的

77t牧 む と個人的IJ.-1'zrTlp とが岨合し/i.LJy的rJ軽仏を｢づ

消雪川 (1lrCSLmLZ･｣と咋U.こJtか人の7r劫t雌をするものと

し1.:.

"-1±卜･.L..;
(向 卜13)判ZL一反JZ,qJA

rTLJからのは定のd虫Sに対して.

生休0に11.1対一対JZIした反らR
A(莞生する

I-I;- 一三 -?二 ･

伯 1114)Brws- (7952)のitg:r)反応tデ

ル人Ll.Tt牡q丑にそのまま丘LBTも

わけでIIJ}く 自分の行ZLをiE砿Tる

たわにJihなqleZrJAの中hlらttJ
出し.有功rJ反応モする.

(佐伯 (控kzu字の丸 まJ19B6よリt:
til

それまでは.人rmJの17動が.TlJLlqlS l:付するri応 (Rl

l-よってJくすことかで.=iるというS-RJt謡が土弘であり､人の

rT鮎を物社的環櫨によって汝.?していこうと,1うJWA,た;ii は

その廷F{として陀FEつけられる.LJt肌.rP)捉えJ)はtlTFFq的†肘･

をJRり入れ1=ものであり､そ1LL-'のPPLiと【lEIJl}かに 朝 を痢

している そ̀ILは.ぢ 壬を人相 二対すL+lJ,Ttとして娃この丁.i

I-'く_その中に人Mi･包み込んでいLものとして托 ま.GT収の

LtJでT古TDLでいる人叩そのもq)をり取とするiMである.

･トランザクション理ZI

LLtLlnはあくiで,あL叫和lこJ.けL亡･杜的朋 と人と

の完鼓し1=相互間体が行わを鬼定すると捉えている.しかし･)二

軌 二は人と忘境とはPfLqと_L･1,I:お7LいにIl苛を■Tiか ･rJか

ら引 ヒしていく と([=舶 緒 のP!牡を<え1=鳩(,tL-は､この

恥何的1:似ヱ非骨に人さT.皮;J.を打つ. ぢ̀打にL.W.1の,tのE

とpをJj互いに夢二TL'L,>い文化を′Tえ合う.上J)正二Ar.･FE会こ

して児え起すと,人とqLAとのよりTは rJ入れ(一秋の四郎･Ji

九て(ち.

･LJthlJt:Td攻 E u人1-上って加q:さLLf='7枚であり.人

の市有 I,が貸化し/=ときにはむf中空L.ら.また項吸と人q

とのた佃としての r,Li占要れ L]11も.ひとつの環境tLで人



頚現 一一一 行肋 甥LJ ･■- 行山

環gL決定■ 行ItJ甜

売切 コご= fi劫 E)攻 ココ=行tb
↓ ↓
qqL:i':I hTb
相互及dJA

.一紙 きれql丘化:hる.その拭7L 人のIiJbEIlI,lり･Iの

117I'̂･I}tを受;-tf化して･･く. 九 人のIrL)lB llそ1し自

外､人の音名IPH=実化t加え7-11ので^り 再びも自らのf;

J54)flTを卓けてf化していく.人月の‡T瓜iJLモするPとE

4)現1J-に人1L71ヨ珪b･LZi長上がq.̂ るIll光q:-こ7_机羅tr

i/=こきt=.人と;7.年とtqJ)4.てriLこ>かもまでーさ

+.･いことlこ'Jる.

人とqqt=Li.どちらか･JJがもうJthi及,t rもので

(トランザクション) はなく､唱互L=J37をAiぇ合うことiー1って打いLJt常 LJつ.

恥 ･に■壬L合うL.のであるJILtLm,19汀 _.Iランサタンilノ
(Eaト15)Jt境 tt r ･朽以 tJl 1王咋J■■

ziJ.tFq王itiIJA(トランすクンヨ 葛エ;1･この1うT.･輔 の,T項と卯 は E人1人とQT･lこ互のIl

ン)E:Zm るttLと朽L3の■4のiJい fi･ZZえよう=･fLlJのであL.千 -でliy人のI王y_ヤー.,尺的
l暮t.19¢J

T_･jBPがif'.･f2顎を.,.て33JI 人qとA境とが分■lrbr..い

一体としてjBLから人毛I:立 ってr.I,していく4J_丑とーて把握

することを特ft=する .荊培.199:し

トランザクシ3ノftjのJJ法幹Wjliftl二ついてltlCltTIE)

llg711日ようこの2ムをあけていも.

)人I和と環境 とq-J>+Ttはu希rhL再のrig迫の小で.

白状のままの七･/i-イングて川究きJtrJくてI}

rJら/Lい

2その人問と将攻 とのrq休の′iy-ン付けを,千

の人神の17動､If蚊.Jiぴu粥捕手,)とFiqぱさせて

vDかなくてほなら/Jい

-こて人 Itなことは.人和がIl舶してTPAとrm Jつてい

るVlrCJt'JTrrの'Al令とL その1T釦の也こっ(=lbにbfI*そ,lrf

1-･ep..を持つものとして､つIJl11軸と状況とをセ ノーにして

Fu.I)111日irLらf+･Ltということであ る.つまIl別 ▲fq)JItHA

u/JL.FItは､活動の生じている鳩由の中でIfもしている人q全

件 l･J､亡1995,ナ'JわらIfr蝿の巾の人. lhrrp,ly州 と-

うことl一-L乙.こq)Tlロー+LL,F..l汁 L人用と.賓i,-tも

狩場とのyイナ ミワク'.同性を控え ▲ 'Jと1LtILで 硬 4 号J'

13.iヒt.I.:､jJLL.



･偶

人と環椎とのrI'1位は.l宇和Q)AiLの上で.人の軌 ~EFLLち

かの史化が軽こったり.あそいIl即 ▲のIll二束化がぜころこと

で,_k前にtlLくは乏血に史化rム LtJtとワ7'ナー Iq･JIH .

人等の出 た事やサ動に1.･>てJl攻が官わん-_とを現収fuJ

･crrJLOmVdJ trユJtmQnlと定尺Lている.

人と現唖との トランでクシワンは その陀任が甘壬Lて

いLJ占/.,-はほとんど放 されることも'LいII/JA荘捉えLこと

.ま書Lい くL,J≠lm.Jm .何らかの仲田l二1}てそのT.llJkが大

きく変化して.はじめて切片l:粗 さJtることl二なるJHJJI

芸は､その動聖とLでの人P!-環境 トJ-/ンJrタンョンに.irlす

る｡

人と呼吸との分かちが/=いrq掛 1.iiA甘の机任でIl雀な

し/i｢人m -faJjlシスLrム｣として政経している.しかし人L

しくは何せか大._1く変化すると,これJで安定してい/=人m一

･31塊システLか剛域し､人が強いインJlクトを安Llる.この上

うrA私情的拶rTkTTTICaITnrllllmlIニ対し.叩/I/J人的 現収ン

スTムをとのように州 A婆していくか机 舌応のf=()の此 と

なる それIi旧環境を切り任し所現収へ'完全にtS行していくこ

とではなく.i血相 に祈 り介しtを付目振合していくことである

(rわ､1995),

前節n-の1.7JIHi.もっとも他代的脚 了を引き起こしやす

い山楽1Iであり.その インJlクト1こついてIl政多 くの研兜がrJ

されてい71,.その多くはIJL.'I二上る菅qLf貫 rclud】rluldtectに

tf.ttを.Li丁.それにJi7を′i･える郡Jは･ru,うという仙▲.がi:

'sM ,jS=bb.r･cr.柑77).性畑 llE tb uF'.Gl山中｡&JJdrtTl1w t.

J㈲lJ_･Q:I=りしての-J川紙 * lbsl山'119的).なと11々 -J野

l托されているtTqm l)9S81.人辞 110秒)は.こLLんの研究

の札hJL六･Tていf=､む屑こいうf=攻空化が甘人の指PE巾･a

ごfrJgZ徒との伺わり方I-どのようl･tifをt/えているか､そし

て行い ･環敬 一との上うにきじ していくのか.>いうこと!=は

E]し姓1ゝ約に捉えている｡

JTtt)Aの安化と呆齢&-のj&Ltl=ついて.Fb tllL⊃tLLOlは次

のような'L苧r芋的モデルで奴えていろ LJnCn.197.1

応モデル

†LJWEOrt& Naht打か I973) 対処するとさの能力を,示すもので､蜘 能Jl.7たけ的杜札 LJ
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(向卜17)tl!J圧力の上FFとコンピテンスの地下

f畑 相 .知的ヰ十r(シティ ヤ⊥Jの尊さ'Lt'.広範'.叫姓

をか t する｡

fLbl三環姓 カと吋1∫)tる.こILは.人か.qgti一対もす

る軌 二g･要とする力であrL ストレスを&;F'1.･IJR顎がせき1=

ll現射 ･S,f兼さ71T=J)する水やそ'不Tl

この跡3.人とTtqと のjE壬イ言辞が､人の十のコンピテ

ンスのt,ペん=､TTt姓のI のEFJ)のレベルの,RJJ.1.:1つて定

まることを醗 1る｡人はあるJTjlT⊥力の租 でu,ilk-し/_

千手曲をとることができるが.ItJ)がある維旺llh二とると為LE

できで.また圧J)が放すぎてbJ＼llLJtlF-的.こ/iJl<･ZiI)■C･で

きrLL､D

この度iに上って.T3)&LIIiに上って受りるインJtクI

(}人に上ってそtL.それRr.L･り､ま/.:qJArLJ)の息もレヘ･レも持

なってくることがJi坤ほ れるQhl:iifLとi=上る人のコンビ テ /

スの眼下によっても.王1.:朋 か箕化することによる収JA旺カ

の史化によっても.jA応のバランスEi湖九る｡とくにコンビ丁

ンスの低いJi治 ほど.rL可じようrJl顎J&比JJの安化であってら.

)芯鳩の与えるインパクトは人きく/Lる｡高相Em Ri,tAtへのfl

rTによって､1=1=rでさえコンビTンスの放TLつつある くつよ

り13枚の空化に上る彩管が上り)こきくfJa)応IiEが.大きな

環LhLLJJの質化を1臓 することにrJるq)である.

汀IA庄TIの増加にJ:つても.コンビテ ここに.収ILの高齢名札設i･.i-日朝する即のかfJL･I).rL丑/.L･
ンスの依TにJ:つても■応の/1ランス

liJqhも.また.コンピテンスのXい
r叩祖が含まれているとdえるだろう.LJ)叫mの{テルは./=と

tcl)と也1､人 (cZ)では.J)LA えコンt:-テンスの他い人であって1.,点切IL広場止jJであ州 L
Ei力のJf九日こ対するE■dXなる.

卿AとのitB'レ'<ルを保つことができることLF'JIDH･丑叶して

いる.



(昏 ト18)プライバシ-とチリトリー

プライJlシ- (i)は.El升とEl分

以外の他■とのMi休eコントE)-ル

Tる<五であるのに71し.テリト

リ- (右)とIl.空爪的な広hlリと

して.IBM的に玖PFnrlられた4域
を示T.

2)社会的BF峡の中の人Jq

これまで -見7=▲ I-.人とTT屯と.iJr花Iq任してl

ち,その中でもこくにtt含め環境とのEqL}机上虹 T.tEqでJ>

i.f人の行屯は.!こ全帆 V_Q}打 払 -捉って=･i;まlこけ正

てJL式的Iltl全釣+.1こtで′･L LJ､ftqL15一

･プライバシーとテリトリー

プライplノーに.～!t･巾で!l食的乙も-=ごf'7Jととも

J.:､朋 如'_L環 ヰ とど拝l二同L,るもので▲るlこれ1-1ラ1

バシー.三†色 事が内諾であること.iiJJ It'書 は:l子馬､とい

う上うに.江 会的'+向洋からCTtk･LB巾のt'kl.しくはI暮rl

としてi違え 右一九でき/.=｡J没rill上lJlliL的･正Tt的'J於 とし

て捉えら7している.

prかh】rtkyH9乃Iがr日脚 ことについて(･I引土人.二IL.

える九 三1=ある状況のTで.!にそ11をkiLか弓正.;.中人の

れ/i.32沢して7J-3する突止を=ることので.lL能))Jと党為し

ているように､他Eとの牧甥的 捜せ約 ･lA廿的相hnIIJrあ

るい叫LrJは)を臼らコントロールでlろことが地JIさLLている

Wビ判日日967)はプライ′(シ-1､瓜 -LI,d lllde 1U才

llrl)maCyH P;ll(JJITnLly 好Pl lr" ■､d の･1日州(●J,1lnL.
4.J'･I,tこプライパン-q)劫恥l--)いて LrJJttのTtl'卜岱tt'1の

A;故 ･□亡か缶 ･コミュニケ-シJノのtLTL批:又.7)J-)そ

Tfを把荘する/I()､r･;lさこい I.riL枚｣r''T4JrFfY,ttJrJ

人.jさか ･ ｢花富.の〇円千か･-.分triLT.い4

･テリトリー

ゴ紳 J原 吸に13いて1ライパシ を1ますLlf20)ひと

つJL,(.チ.'トrJ一書TJJと時JllLt.のであL､テ)トリ 寺r血

は革帯の専有化と､D丘の:さ界tJt竺TLJhニズム r̂ltlTLn

l耶5'でbJJ､空RをまLet.しくはコントu-T.TもqtでF.

るoEl･Shdh≠)rJ9桝 .3テ'Jトリー(_Rt として . .Xの Jつ

のf求がJiたき九もことをあけ てい L lT †ア ンテ ィナ I Fl

分がJiI石であるれ Tt全の ･t･で どの 上 ;.'L竹 u lつ か7.1il

虫 tl己jt足 ･自己尖攻 .)安 全 け 咽 の才 t r攻 ･}か らの砧

恥 ･押 荒 地 Gや Ju て4 とのに EBの レJr.



⊂〕■JnI'br-'
⊂コー ト,一山L･I-･
- 8●山･bly･'.1■ト●
■■prIV･L･1.【･

【白卜20)sa'h H-Wd.(1982)にJるテリトリー

(i7-21)具7il吐 けh木与.1986)

この上う'_･空荷の)ノトS .日.'}って′ウイJL′
&fI一.I.Iで1._･く.手1会的田托の形弦や1tlTIlンi-Jテtの

年並と同わっていくとtう唯点E1 1着でか'.中書.t'.1全と
してI持されていくことに'}ろ一

テリトリーu.七人^7-川irtEl~1 ,-~三月‡Ⅶ 釣

に甘 七づLlる=0Ty 亡ヽt'Ttirlニ973 Tl'177r･ぷ空JliJEP内

Bから公共のスペースまで.19 lJ<-T･tt ス.tLミ1ラ

イへ- トスへ一入.セ ミJtJIl ウ1■く ス ItTJT7A

ペ･ 久の4t万年にt7VlL/L こ1.._'好け占tのコノtrz A'カ

及ぶt,¥カに1る:}3か†でJ.l1.1日~｣のLiytii･管 妬 き･･'.

テリトリーの事責tlを述べ1_.L.の1tS,ち,.SJTLllAH.-tlJ 吋 l

IIAr:名6-lr鳥｣諒の内ZG空P:LここC1抑 HIケ為耶 し.凸I;tT.

か 丸fってtfr_･JB合のFlEとコ ミ1~ナ シ}ン4)と′11●聖巧

のヒエラもキーの平安ttiJt.沸 し!=.

･コミュニティ

コミュニティは.もともとH..ATの耶 ★亡仕われで13

り.｢蜘 ti｣とr共抑tlI:上って止りJ ･ていもJLl的 TMと

同作のことを花 していI_-IILIl亡r)1955 収仔の7t会7:でEL.也

1AtではbJlfJからも､k枚的な肋 Al･･州､LこuJ})),個人円上

のよl)払い不ノトワークに上IJl･'.rZL 1991)引下/+･人がJtlE

できる坪しい共同生I占のBl範 ･IL八として (矧 ll.lq･)ユ7リ ミJ.

~-rIを拭えている｡

コミュニテIを甥附的Ll.かりとしで撫Lようとすると､

テ'HI'J-と首謀に閉路Lでくる.八CW IJJlのTfLJや1い宇q

は.コミュニティに上る先日防yIJi 目的としているとJiる.

こJlを成TEのか1貞されていrLL･TT･(･でIi仙i的に見出し/_･のが

Jt1Lら 1淋 tの兵力'A地主でJ)ら.正広の肘 I帯のテ'JH -

がJ'L:托空間で具有きtl.安心.L5のJ)L空尉が放 されており.

相思的でないコミュニテLのひとつのたrtと/.･って.るq

これ●二1.-LGJIJTLLnH-hill.i.ごA壬恥 -4,-り引 治

的吟f r_=J).を.人と人との コミュニケ シ■/の把F3h_

としで凍え.人.まそこに事如することでJf拝的･Rは91'.･人と

の出会いがL起こる,そこでのコミュ.;ト ンリンは.その場iJ

Q)!i金柑 記:二=つて里‡るAl如.Rlf!のW iまけている

つまr′FL･'･･圭-･rCそこでは人々の托内軸 が■Ia･Jl=flJ'ltて

いるQ)であり.チリトト でilL｡/_･いコミュニティの衣だ,Lと

して凍えることができL.GJI,TW Tブローイ13.人 の々lI.



lu 分包を桝軌 こするE',で､生も′fBlJTR..t,上火ilしている

犬侍に人のt清してい71'地域では.lriiを巾L･L:'L.がも

テリ[1)-の火有こ､共朋'm .こ;チ.)に●Tら1ろサーま))/Ltrが

不均-に分与しており.合作としてIHllTY柁IJJlコ ミュ_

ティかFm さJLている.′Z'占FLも々f他tI.tt全く穴rJLL'三

和 だこまってはんでいるA加古Jhtも.缶lt･的.杓 !この'Jrlン･

でRえることができる`●→〇三 ■アイデンティティ

アイアンテIテIとは自分が自分でム乙ことの打J5で+.

る｡それはまきに自分Fl今のltf,Jbに上.)でヰ記すLT･L!で1}rJ

胴 1122)共7iGIqにJ:るコミュニティ (上)と く･ l̀分の71会的な7袖 や人とのつJ'JIJ'りrJと王~⊥ 'て｣ は

Jは LJにJ:るコミュニティ (下) Q)Ll一でおた机 ･L-～えっえられる沸き的 っIM は 開陳

E'lk'叫 Ig紬)を書‡つ仔血としてのrl分をIl認 J.る1アイアン

デ で711土このような 屯の昏叫を含んでいる｡つfり,化合

飢馴 )IJの中でのEliTの砧釦こそが､F'1分が17分であることに

とって本打的に中葉である.l_lYC(ILhfJlHi.アイナンTイチイ

を.人mJと.プ3ijt同体お上げそ11,へのむImとの.k朋にわf=

る'fきた悦陣として捉えている.そJul コミユニTイの中で臼

介が成lY.していく通事Tであるととbl二､コミュ二テJl-nJ,179-

位正づけちれ､賓'jgLl=ll]紙を如 tていくjB粁 Cある､

打,LIW はアイアンテー(ティそ､叫例の沌Ll.の/Jかでさま

ざまrJ嵐ttを凍 り縫え枚分していくことに上って収L<していく

T , 朋 として捉えている｡それfl恥 菜を/JるようlこあるRF81JLら

- ナ 十 十 ｢/ --'' 次のL掛 的 もので-irJtLin伽 巾に舶 てい州 立 †る
要苫 こ̀れhrS轟と'･･り･L.巧的CLL熊 ヒなb)を二才択 助LJ r

釈するので13fiくJ IBとgiり合い引 ･1けfLがT,,dきし耗合し

･l /I;･ l ~ _ :'-二 ∴ ∴ ..''rAY.'-∴ ∴ .:-.:.A_.i

+ + r +/.:J 'I
. 十I.- rt･J-

■●-q 一･十
･たく7V'J'相 塊 r現か との弼J:11u ･･=_､糊指 は削 1も

日 ･'いri恥 ▲軒diする.これをとの上うLl･枕(,Lしていくかという

ことが7イj'/ティナJの_鴨 と,Lる.

伯 卜23)ErkscrtL1982)L=J:る心4社食的人 Tty･,Tu']9tiBIは.q人の項JA.蛇 iBiこi･.TC攻の中.二
生(JLt■の81jL■
(rライフサイクル.その克則 よLJ
ttn

山己アイアンテ ーティS･吠し出しそれを押びr榔 二取 り込んで

しくJTlAプロセスこして純金化している｡qLAの封 と(･.よって

り ･E･される"Li床に虹diL/絹Wbil.その1°モスに上-_て

jB1-とのt的 (Ttlを･lH ,Jが叩 LtlコミュニTイの中l･自分



tはJE1けていくことで_尺JAの中でTイアン= テIを仰書
吐していく.巧い 即 色へのi4位がそこでの人と項丘とのT7し

い伺良引tr)出すことであ7J.･･'′lf.丁イデノティう .i.･その

jAt=においてJi安lA.鍵とJLもちJf=甘える.



l収LALFfTのJ}TとjAEGA性の把掠

itrもコ高書も&庄IIのi花の明ff化

tや亀型名rr与良JZの空似l虎のあり方の専出

41tlt的な甘塞ゴ高鵬古見諒の入店ほ.f伍 (FDEl

3 研究の 目的 と位置づ け

1)研究の日的

これまでの冊 から.いくつかのテ マと硯.'･を見川け

ことができるCこれらのテーマと挽｡/･のもとに.入場者にとっ

ての高給曹腎性施設のむ味を明らかにし､人).I:方向の触 ●･から

抱h'L計葡のか )方を探ることがヰ謡のFZ的でS)るL

･テーマ

1.増収移行のu管と適応通事里の把挽

LEみ仰れ1=自宅から耗齢廿はt組 謡へとLiT丘の姓古がLl

動することは,馬齢をにとってインパクトの大きい危牧的馴 子

である｡とくに身体的 ･梢坤的能力の敗 卜などによってコ/ど

テンス 【環堆適応能力)が瑞ちでき/=JA合.Fq鳩の変化に上っ

て受ける彫℡も人.=iくなる｡前桁古都liJfr_箱k{q'へのニーズは今後

ますます妬くriり.ゴール ドプランの'klTに上り')三㍍,lの施設+u書

伯が芯速に進わら九でいる-))､75朕1;LLの枚別席新宅が相加

しコンピテンスの低下した耗VIL朗 l増えつつあろ｡'Llt.拠占11

動にJf-う危概的現収移行に上り及ぼされる影Tと.府 しい項晩

への適応遠視を把捉することは正賓TJJB となる｡

2個星型高齢者施投の宕握の明牲化

苗F,名店u施u'tのfqi化のi"望Zi経.∫:に捕まっている..

Lf;-･f=の 人当たlHmrtの袖的肋 VA郎 l■lがF7′l'&により引きJこけ

ら111=こともあり.これまでJ人品u壬が L.u=つ/=才',別荘護七

人rT=-Lの側で化が荘つ引こ且んでいくとE7._1.われる｡i-たしゼ基

化に†JLでの此判やBI')ー的な開祖かIR強く城.?ていることも柾

かである.届比施設を ｢収容のI別 あるいは r介n雀の堵｣から

r'LTl.Iの鳩｣に仙 ■･i,転換し.プライ′(ンーという抽駁W)fJtj-jl･l

/=りでfJく.入店-七の生砧にとっての柵等の弧 と役割をLIl確

にする必質がある､

3低空型忘齢者施設の空間純庇のあり方の嘩出

稿締着塔仕施設での生活は当耽ながら.店字の小1Jlで

'完結1るわけではない｡首相1舟&老人ホームの場合.自由に外

L'出ることは入IE名の身体的Lこも施設のhlJl三川13にも熊しく､IJ_

l即を佃のほと人t'が施錠内空糊で手了わLL7uことに/.川 .他省他

施設であっ(=としでもその外側lニ戊:がる李抑1′ヒIよの巾でqL安



l-

18適の1_l古の韻として捉えL

2Il郁'F的現1士から鍵1る

1入店者をft缶的作IEとして捉える

り 川畑if.の茨化を捉える

なか 絶 持つ.施設の仝仙T:糊を､朋人の生lZiの蟻として､そ

してコミュこ テJの協としてどのように,4.1えでい くか.その雪

間手書故の郎盛事tt･を見山すことは.u rLの個や化が赴みつつあ

る現在､早.3に行われるべき謙顎である｡

4具体q)な個星型高島者施設の入居後押印 (POE)

1℃Eとは.独和の岨相か旺はき九人FLIi後しばらくたって

から.計画的にtJ!柑 (捕集現場)と人I.i'古との川 t.hrlJJ係を.lf(m

するプロセスである (荊胤 lgPl)｡Dlイtのところ､'LセIF側や

化がTTわれ/=特別長講老人ホームは.if_ほんの設例 しか'LIJR

していない｡今後の施設の地石化の血行に先立 ち､すでにソ二現

した先匙釣り欄 の人か;後a雇を子J-い一組hZにおけるJq鳩と人LJ:

石との柑院を'&捕的に.fBKlLでいくことは.その他LZ現JAの帽

iE 加法にとって1=けでfJ:く､これからT.-伯されていく施,11に

とっても耽砦なデータを壮眺することができる｡

Lヰ_t5

1普通の生活の土色として捉える

高齢者は型にはまった見hをされ,まるで同 じ つの兆

EjのJ:うに見rJされてき1=EltqdLJd.1985).しかし文相は F均

的な耗rp.Bが存在しないのと同様に､4_活tLFP lLWl血u Ljl占ス

タイル 心身1月i見なと､その軸入違はかえって大きい｡/｢後柿

酢名僧が増大するとともに.その偶人,Yzl土まで まうIL=がってい

く｡そこで.,'Et蛤石の特性かL-,開花を恥珠化 して捉えるという

i比丘は本旨でuとらない｡ 一人 人の7_7,船舶 1洋過の人として

℡適の生7丘をする鳩帝として.fm i-&脚 t施設を捉え7L'ところ

に出発di･h く.

2生略字的視占から捉える

環櫨が人の行hhtこjilrす影野を捉えるのでは/jく,人が

il軸している鳩帆 ~おいてその人と肌一光を七･/H:して捉え､

それぞれの堵面にお11る人と環収とのfflTJーmfi:[二手k.Jfを 】げ ろ,.

それぞれの人は多JL/JPF山を捕 って広場 とIIU>ってBり､それ

ぞれの端折での描出fi耶稚なEI的に上るというよりも､紙Etに

根付いたrZ･rJ紐解淡丁段に上って守Tわれていろ くLAVeJV淋)と収

える.さらに､小謡では 施設に)_'いて)J.I:行悩人他人の/1浦

を見ていくことIこ上().偶人の′IllLtの事rLみれねによ で形L&き

礼/Irされつつある日ユJAとLての私設を兜えることがて るゝ
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それに上って､人が子丁軌しているある状北/i･,施設全tJPという

さらに大きな帆 兄の中に位荘づITることができる.

3入居者を社会Al存在としてiS!える

現収適応-.プロセスにおいて､併IR鳩における自己アイア

ンテ1ティの確立は屯紫rL榊 を柴たす逮捕である√それに[3.

自分自身がどのようtJ存在であるのか.ということと共lこ,良

分がtt全的にどうは折づけらhf.:仔任なのか.ということがIt

要である｡ホ謡での仙 気としても.人店名が施設に13けるli会

的r-1171在として､コミュニティとどのように柑わつていき､と

んなru陳を作り出していくのか そして施.淀J>作の中に臼分を

とう†立正づりていくのか,というjd掛 二7主L]する{

4BW'l地上の変化を捉える

人と現場とのr別宅は､人が堀切に適LL.こしているオ)､煙では

直線捉えることが稚しい｡Jja嬢丁多tT-穎LEjaL2は.人rZqと環境

とのF対陣が､ALlIJ犬から耐l糾 Ilけてダイナミノクに貸化する

-連の占控である.本論は攻JA柳 Tの過fi!を.系叫的 縦断的

な'JI企<L,･行っていくとこで､人糊とETA娘との問緑の畔的地上で

の動きとして捉えようとするものである.この如きは.現収に

対Lで人I伽 rrX]J)り力を変化させていくといつことにととまら

ず.その間操の射 ヒによって環JAr]仏も乾野を受け変化してい

くことであり,すなわち､人Ml環境ンステム全仏の変化とL

て捉えていく.



訴l土 Y点とE)的

2)研究の位置づけ

(物項的7γI:-チ)

I.:i-;:;I･〆 /

陀宅
llワ71'J-

械 のは佐-3りはi柑 およびn的

に1してき1=が､ここで本iiをとt)まく

人PTJ-Jm 研死の中での全仏的なI.1皿づ

けをモデル的にRす (回ト2J7.

枚油に研究のアプローチとして･L.

理約-物思的のklをとり.⊥)JJには物理

的母牧を対穀としたiLt残 部Tll-111両に帆

わる官l城を.下)11=は心理 U.公約誠城

(4人的) を目敏としたい毘学 tt余年I:lqわる'Ji

.I;完 岩ノ′ 1欠点性

(心理的77°Eト1)

(図ト24)研究の位書つけ

城を並べてある｡

イ九kbに研究対象として也人的 は

全的の心をとり､右方は個人と環姥との

EⅦわりとしての小スケールの新城を､左

71-には‡L会と項牧とのrqわりとしてルSLB

と対戦とするもしくは -̂スケーII･の御 衣

を皮節LI.:[

外側に化粧するものは なるべく多くの人にあてはLる

一般解を求め上うとする分野であr)､それぞれの分Ifの皿立ti

が鋭い 円価ほど､4 'L解を戒める上りも個別的rJ.状況を刈取

にし.生態的 状況的な挽占,をとることに上り'6分升が軸合さ

れるtfL向が強1る｡

この回は.本か ･'J'.王さま/}叫 の態合 従合されI=中

心には正することを点唯するものではf-1い.本11-カム乙朽riiの

用.旨のもとに組み立てられたものでりなく.さ王さまrJrv-J辻分

野のJ蛸 にLって1えられILから,人Elfl 現収-/ステムの軌形

を収えでいこうという立切を示Lたものである｡

本..-̂を･中央には正づりたもう 一つの放映は.そLtが轍の

丙,uALのバ ランスをとる旺桝 こあるという意味ではrJ.く､それぞ

れのtLがお互い艶めか lながら幾分していくという糾 .をきめ

ている.たとえlt､社会-gJ人の私の中央ということは.他人

はIL:会的(.･文脈の中でこそ個人としての糾 .を勤めるととい二.

it全も俗人個人の日立性が捕まってこそは会としての色味7i.,強

めていくような.世人と比企との牡合した杓陳を紙うことを目

指している｡その改唯では.2本の紬の交左とぢえるよL)は､4

本の他がrEL火にrhlかって絡み合いながら交わっていると捉えた

))がわかりやすいと.tLJ.われる



第1宣 片耳と目的

3)Zi文の捕成

芋 ~ _::

世人的id城汗紹適性

iA3壬 nFIAへの廿きかけ

Ii;室内のJJ塊形攻の
食ffL的fWJl推挽

｢ ン ↑

暗号FAlのJ見放杉pEの
井什TIT例検討

熊4主 唱の形成

権は空何の細蛾形域
の全作的坪内把湖

→レ 〈

地位℡ruの軌地坪王威

の仏日.J約g根菜4

■St rrtのrlJl

入店以前の 点LL't頒恥 二村ナる 人f占以1iの
個人的状況 関わりとけ体 現吸捗rT

別荘的‡I収

･It会的戊竣
功確的It収

熊68 きJZ,プロセス

中人の現役紗L■にの
JtPl的変化

訴7年 7-との

■tat王1るrL,

人叩 TqJLAの羅L)I〉

本詣文は7年J:りIA成されている｡

野 Iやでは,Il会的背祭おJび理ai'的if

於を托さけ ることから.伽孤密議を抽出し､.T

祖壬.･泣正し/_.

節コ帝-郁6年は,八fl:的な凋A:及Uその

載邪の卓群を行っている,耶つやでri講TL:軌安

として､分析のl削2となる3I宜Ji法と吋取払4王

の反撃を出jBL/J

RJ,3軌 範ifやでは.個人的'JI地形収の')三

慎把鵬を行っている｡約3帝ではJj;空に11Lt'･を

当て､人Ii;EI二上Ju現収形状の1‡i-を'):慾とし

て妃乙.刑場に的弓くの悲Jtを救 出LI= 苅4qE

では施Aユ全仏にlkt'･をTl:げ､人店名の施AJlrL'空rlり

(I)･け る即 1.けりのLtf/i･捉え､施設空FLlJのヒ

エヲルキ-との対応を検討し7=.,

節5矧ま,NJ;名にJ:ろ胞は現132の.,l■価

のf弗通を全作として庇え/=B施設御 足のきfさ

まIJ.珊面に対する人店名のrWl>り合いに上って

人位石の行動環境が形脹きれ､評価されること

がR州さjl/.=｡

第6軒で11､窮2軒一婦5やに上って形作

らJLた払ii項収の令附 敏の中で.入rj石他人が

fE.TT:巧l如こそ,Jて行軌環境を形成LTLlくL511を

とらえるたわ 典仏的'll例を.f細に検討し/=｡

苅7手では.セルのまとめをrrい.人間
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第2章 調査概要

1 鞘重た要

一3で-i.入電手■人と腿 FTL･tヒの也1.1jfLI.-ち

舶 tiほ的･日 干餌に分咋(之,'hl=､LE祈れ皇Eiのふき

P企13-としている,稚魚のJu の比較ilf乙ことl~▲pて▲

q一缶rJ'L指 を尊さ出すという柁 tI,えて_L･L)でーfIも7I

M.二おけLq と人用との柑Tia..iiの仝tLtti凍iLことti

■L=し,'L.

1m を作り出すと珂甲;こその可･'?.;_上こてF'J_'thILtる人

Rと その 人R.二上って作りdほ れLととい 二人同の!lr,t托

ItlJtIるET,LJ一といつ1=､分かちか/こい叫rl)rqT)り別品.)LtlIr_I

めlこ.叩な三･対空的環境ではなく､そこL'入店石(,かJ暮,占1る

ことに上って形良さ1しる71金 ･LJt的長日も含んL･LZJAをjq+さ

出し.その中で世人と17塊とのTqわr)JJをケーススタrI的lこ

取りtげでいく､という手法ふとゥI.･.弧 和也の世りLi･人と

のTqわrlから捉える取に.次の上うr/二つの札巾.がぢえr,九も.

･方JJ入店者･t月 ･訪問者rLとの生7ti千(ろQ)竹入+ねI:エフ

でCTり出されるものとして全件恥 二拭える川ノ･であ)).1//I

方は 一人ひとりが生7丘の中でl招わり合うtlのとして似別rl妃A

る札巧である｡本旨ではそのjlJJの札轄rLH細させ/Jからづ軒

を】11_¢ていく｡

そして本詣のもう つの卓■たrJ札 .̂lJ,人川と硯JAとが

仙血にさITを収はしつつ電化していく封 pEt推えることであL.

Lh lLが閉所L.入用者が次節に入りだ.わ.'ilNlこitL.I=性も少

し1つ成Aが安化していく.そ ういっf=ItPWJ.屯Ltの中で 人

と環境との関わr)方や人#rqft.且ほとの閃蛙のf化l-THlす

る[=rlLこ.みるTiqEのklPlに互 }てEF8的にBIL:tlrい.舵

あLい■1インタビュ の呼かられり也Iていっ/_このようP..I

中正的'JZFi.帝克力 ふ 1,I,もLIL･;こLiけLさまざま'..rLll

やも年t比t2するLi良治1IqL▲トkrlJd q7tJJLL.Jl_て.q

rFe)(hpt山 d Iと呼･_.1'LL.



■2i PLtl

(蓑2-1)田jr内容

17人措80)モネ的qTtとJiLt勺lhのALL

21人捕古L二上もJJ宅のqJLけ;Ja

37淑En王qlのN'わJtJJ

(慕2-2)¶王Ja期とPl王内容

弔IEi1 94年81J

y:2回 91年1171 ･)
gu国91年jn
苅一同91年8Fl

荊5回 y6年2月

P,6回 06#bTl

為7向 96年IOJJ

r
一

日,

〕
'

O

J

J

エ<杜

′

∩

っ

√

O

什

2.調査方法

L994年7FII:5Ii空きLLl=JitTYprJの持切井ZEと人.ホーム

を1柁 ことし,同il挽P)も1_･tLlg'Dq.川 からI恥 串IOflまで

の2年あまりにかけて.系咋約2SI'iそ行ってきた.これに上っ

て入官銀･X*T,lこJi戎TqqiLitもLrいくjBllIとiB･)でい くこと

を汰ふ1=,

訂.'-ll次の 7軌 二J)I=ってIi>た.

苓1回11994年8月8UHOEl

郡2回:199I年 10112gEl-HIH tJ

恥∃回 .1朔 q=1Jl三11-3114n

軒Jl凶 l明5年7月3lL]-8月4ll

那5阿 .1996年21日3日-16El

節6回 日和 キ6J12111 TTn

節7kl:I996年 tOJ123u-2511

Jh女の長芋を以下に述べる rR三･1.2).

1)入居者の吉本的属性と推1生生活の.耽れ

'n人格満のLrJI'p'山身他 Il伽 tL汀fr'1L･々 Tl､仙北 ･lia只

状況fjと,曲本的喝tlに関 して11.品i‡のtLllへのインタ

ビューに上って杷和 し/_･｡入場名の斗件稚ノJZ+K▲LI'孔JrをJll

ま1.:痴呆状況l二ついてはBcrpI指C約 ･lflい.碗ヱUj.耶｣ 7L.

の講血喝にその妬堆.全人店 名をり屯にLTal立r,/̀ .

(1_-たし前2回ヨ立科1二おいてtル 3紬 叩 :助 けを171い!◆ll.ク

リ7-､やヤクリ7-でr_い.li世心婦.申珪積 Ii . 出 穂 V.I

のiE2F8で尋ねており.七盲に同一スケ-TLでの比代は行え'.I

い椛柴とJJつr=.)

また､品誌のnrP陀 ･iI■陀 阜IIf:Tの'til.の返れ'=つ

いても,t月へのインタビュー;~上って叱三qL''=1こ11は入場

8-人 人の格かfJ触 kリズムでは-_く.rlこtllFのtL朽ス

ケシュールの流れであ り.ff..わら虹 からLJえられ71一連 宮上

のプロゲラLL二足t',ilさ7J=.良設/liJ.LのtThリズL･である｡



2)入居者による居室の環状形成

この施設のfH,,沌 的であLQl-I:哩 P!4).各JJz7打;~上

る恥 lこrLされJJを妃以Irもために.各喝蚤の官It･袖の=ら

込みとその足■の仕方のけ子そ絹き)もんたk滑 tddlそ耕 しJ二.

これは7!1回-帝E.回のJIなIllltいて.全,T;'iをiほ に‡Tこ,ll:.

また.塔等内での行為.蕉TT.11'ちTjとの稚い)1,3[=lllttA

秋 二まつわる思い出やt托そ従えるたれ.インタビュー可辞と

思われる人弓削二対しては,帖釜を芸印 してイノタビュー33ユ

i･fTつた｡インタLJユ ほ.ある71-7′Hニ息づいてJZZ.Tr

に尋ねていくことがIしく.何度t.現雀i･訪問し如 'r''会誌の

中で8ねでいく上うにし/I.Ll=かって.寸べてQ)対StHから

同じ苫圧で由を開くことは山肌としてで すヽ､それそれの人か

ら分帆 二恥 ､たすペての内容について凶音引 N'LtL.わりでは

fJかっT=.このここは分析の野t-JR群として現わできている.

3)共用空raの使われ方

宿望の外部にLrがるAlH窄rPJのE･RわtLJJを見るたわl一.

一定時間ごとに共m空m)uJ分与榔 tL,人fj;71のはP7おLU'そ

こで見られf=IT軸をLg]面上にプロ7トした.その幣. 一人 ~人

の入碑石を粥滝して行っ/=1=れ あるB川 ,此れごとの)帥TでrZtl

におりる人の分領一fー11ではなく､ 一人 一人の入倍ポの場所 ･行

弛JをつfJざ合わ七でいくことから外人I.I:名の -EIの'Ll占07tn'

i･従えることができる..このタイムスγ7イのlrll牌は,F,2Fd

-3出講iEでは1I分J.さに.その枝.祈4M-h阿JIlrでtl上

J川和FAをせは/)で15分おきl̀行っ/I.

二九･L,I[→3)のJI立から.払JIliiFlごとの的胡1ビ面に

おLlる入居Rの心身状蛇と也等-/ilt'f77)の拙い方をまとめ.

ンート化Ll二一そしてこのSi現的なZI溌データをl叩 ■l●由っ

て見ていくことL=より､許せ人そして足芸iイ阜ヒしてのrl'P 的

1+･要化が捉 え らtLIL



(蓑2-3)推挽最雫

声7任地 7;山野早発Jlrr

rq両時期_1卯 年7Jl
故地剛 い 】743rl17.iE妓酎 R-Li30ZTlL!
仙適 鉄筋コンクリート故 l掛iEて

什Ei鳥u-在宅介講支球とノト.TJ†i'zyJI-

定Il boも (う～J)-uテL10も)

3 調査対象施設

l)捜草

月丑対象とLI.=のは.'ultLJiL.i.1'-奈月rTにZtAl年7iH二r別

設され/=特別真読E･人ホ-ムである.rl'誰r上で有名rJLIn船 Ll

の作り上げた三州 Hの付け根のあ7=I)､山の姐から11.がる一面

のⅦLiI地37,.の中Lこ11匹している.17･41'_h'という広い現地をfl州

L/こ､ImiBででありながらの人のAJL_n (特典は_W 人)にして

はかなり面榔 〕にゆとりのある昨Itである(この施設の故人の

特軌 ま.金牌範 (旺菅には2人鮎尿が2m:柑ある)を米朝LI=

ことであるが.単に他室を並べただけで1㍍八一.ヒエラルキ~

を指たせた施設全仏の空州 方収にも大きな4日壬がある.lrも介

二隻3:強七/タ-.デイ･Lr ビスセンターが押詰さIlでいる.

軒空 目 三- 'ニ鼓五°L『 ◎

l~--∴∴-T ~~ ti､I.I-.. ･.i

∴ _̀ .L-'L
L∴̀ < ＼∵ ryi,lJO1

1
I:

･■■ ･｣ 一一▼
.し･',-･J
還て 1 1宝
I叫Ir-Aテーン1ン

'-i

.1.｣LY
L.-AI)!TLL玉

屈

. -.L-.■-
陥1広･rt■1-

I,･･lLI
LrI<1p-～
3
..I

十 丁

(図2-1)調査対象施設平面図
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第2軍 yZl査概要



2)侶重

唱室はおよそ以下にあけるの3タイプである 団213)｡全

作の搾取として.全E:室内(.:流しがついている｡ トイレは室内

ではなく､タイ1Lでは2-4室で失礼 タイプ2 3ではIIIln

ではあるがやはり居基外に設けられている 佃uての(.:れ 全

ての町等から和 妄外邪へLLiられる上うにrjつている..Cき出し

恋は心iBの旭ノミで､'T見取7-Lこなっているt入り口の机 二はu

ラス宏が入っており.外から郎引抑すすに中の牲 TをAZ･こと

ができる｡

タイ1l-36X36fTlの名瓜m)､の店部｡このタイプが 4tl

生と.庇いTlt伽')であるd各科 土舶括日r･JL収

攻の即座 というわけではない.I.i搾のは耶l二

上ってDLと怒､.kしなとのは毘l凹併カ1℃fLる⊂

また鳩捌 =上ってEiL'7.鑑のILいた指,Iもある｡

タイプ236X5blと衝爪がタイ1Iの1.5Tk以上ある

店峯で､8基ある.班物の｣ヒ珊lこあって搾九魚

作がか L分､I占峯drLflIを広 くし.まI=11llrlトイ

レがあるといった,他の†川L)価班をつけICタイ

プである｡

タイプ3.36×7三mとタイプtの21t;の広さを梢つ陪左

で.21㌔ このタイプのみ1.人:;GJilである｡吉名

昆両手丘以仙iY(-/B上ll._>卜HLでみ7-｡

lP,純な中1TuLTI_ではか ､f=わ､JiUA･Tl尤:.外の旗色.

施dZの共M窄閥との関係なと､lp;Jがの>t:什u給与tlこ上って仝Ir

只/.ると言っていい とくにタイ11_･3IIBr.riaもnZら九,耐

fWl u～伽勺l▲L>タイプ1とLJhと-がある'-=れ 当抑 止ショー ト

ステイJIJとしてサぇち九でいたか.7三F;LにはII謹ステ-A/ ヨン

から近いことと1..枯Tで川入りLや ㌻いと言うFJ州 から､gu允

の人Ii一石向けi:1･Eわれる軸内かある一
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(図2-4)第 1F呈階

LIT/l

p･.
･N居

3)空rplは成

Q:主というもっともプライベー トな空PJから,r/1)′ク

rJ割 fHこかけて.Iyl掛 こ新旭分けされた段摺l#咲かれこ歌仙であ

ち.ます.2-4室の他室で)印1空pM 7TVコープと呼ぶことEこ

する)を閉ん/jものi･lクラスターとして (l司2-J.校致個の

クラスターが上りIL.いX-m空IJTH虹間と咋1..こと[=-1るIri憾

むように凪托される (凹2-5).きちに2飽IlrのIi.r桝 fL?:W =

居室と7ルコープとのE旦階偶成 つrl･がって -13の店等比とfJ る.卿 や 耐 やのつつのli;I:判 が

他 に上って対.B手釣に姓耗され(図三一6),そこから上りハプリ/

朽スト クラスター

(図215)第2段階

クラスタ-と広間との拐取は成

(図2-6)第3段階

椎投全休の投FEILIX成

クrjエントランスへと抜く

4)施投の生活の流れ

以下lこ.王L.:格設洞のプE)グラムlこ上って粒'i:古れる.

入ll弓石の一口のLLT古のJ,1uLi･まとめでおく

730醐氏 允丑L:て､全11が奉加する｡

9'301対i 軒別に入lJru者が強められ､rT護掛 こ上って検

温がrTわれる.

u cofも婚 /L仙 二石蟹がJ机 ､｢あるりあるけ｣｢こきIJ

こ維持｣rラジす14L婚Jと托 く はじめた立で-

37に兆よっていたが.のらに各Ji:イtl武のIL:rlrlI=

仔行 Lr.: 刺 .=1枚きおしはrJ竹みの手LL.いをす

ることもあZi)｡

JJホはれ桁

]コ LXH主食 一色やにで.台目が参加する のちtリ川､約

日.1度の低い人のみ.より01-に近いLL､糊で任

免をとる1うにILつたT.

火 ･金は-粒浴

15-00Jjやつ 16屈tLHrの広ILFJl-て.中Il允接::LpJちかの

Iへントがあっ1=りLl.:ときは.そのままfl常

でおやつi･だるE
l7:CD夕允 允やにで.'itl1が参Jmする｡



(煮2-4)各yI登時におけるレベルごとの

田主対象人数

淵潅 時期 レベルl レベル2

耶t回 叫軒uJ 20 1rI

耶2回 94年-HF] 42 18

邪3rD) 95年3)1 50 21

那4回 95年3月 51 21

耶5E7l {)6年2FI 50 21

那6bJ 96年6J1 50 22

抗7回 96年10月 49 21

4 調査対象者

り 人致

.1#lrは2つのレベルで行われ1.:.,

レベル1では.入店Z;-屈性 一店宰凶dE)綻収 ･JtrfJ空rLW

イムスタディの各JT立を､詞idl与に入紡 してい1.:人IJ;奇やてを

対象としてirった｡7回の洞作で60人となったtこLLは.91年

7nの伺ALL以火%年bnにかけて施設に人Ft;した全人Ai;864人

のうち､弟丑と調査の川に^rgfしすぐに)折 してしまった4人

を除いたものとrJ:つている.

レベル2Ll.個別に屑宝 を訪問するむとして行っ1=イン

タビュー糾教であり.イノタビューL:LLじていIJl_い/=人は比

悦的心身状況のレベルの拭い23人 14割粥1/I-}7=､

本品では.レベル1の調光で全休的仰向/{批え､レベル

2の調査'C7!iらLtlJ伽別のナ-タを並ね合わせていくことに

上って,さらに共仏的rj施設の･Ltlこ過,->うとした｡

施設の入Ii;老受り入れは.L;Jぷ岬 にいきrJ'l)起月の50人

まで受け入れるのではなく､梯子を見rjがら段階B'JL二相LAFさせ

ていくという方式をとっている 9-lq;17Jjの開設時に19人,千

の栓1ナI】ごとにJ 人,10人､】0人,】0人と咽やしていき､H

月に50人の左目にJ皇しているBその紙火.各iI脚 ‡の人政も多

少変事方があり,各7岡の,.1司食叫において.20人 42人､50人､

5L人.50人.50人.49人とlJlDでいる でこれがレベル事のiq企

1)製E･となるI｡レベル2の対牧石は､それぞれ10人.相人､2I

人.21人.2)人､22人,2J人でJ･)つf= (衣 2J ,

Jfな対象者のeL要を女2･5に′TJ.チ
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表2-5)明宝対象者概要 (年l創ま96年6月現在.ただし･は退所喝年齢)



2)群居甘え

屈等言にruして､各人培&はた.いてい何匠かの訪IiirJ-えを
I ADLA-C

ACL O～G 手首験している 離flLげえの仲山にはきまさ}なものがあるが.

(図217)94年8月の入居者ADLと屈妄位正

(国218)95年8月の入居者ADLと居空位雀

(図219)96年 10月の入居者ADLと居室也准

全長を対象とし/=人現校長8位皆えと粥 lJのトスをり敏としたBiSJ

冊はi宇えがある.このiPl末期仰い.kBl性.汀Fi!はえは2柁行わ

れた｡

l度日は91平川 か･-,llJ】のPTIであ る.施占.''LfPJA21榊 の

20人の人格者はすべて内研の剛は小二刑L)J子てI'Llてい/=が

(Lg)2･71.その吸入fd名を50人の/nlflまで引き上LTていく削 IL

において.仝11の弧i終えが行われ/I(その符に人店名のケ7

レベルによってIE基が大きく振り分けらLL.束鮒 -は比椎的rj

.王12の掛 .人山;斤を､由帖にり13立l生の低い人や舶米11の掛 ､

入l呂Eを姓やさせ.ケ7の4･LyJ'{西附 二PTくといJJW lがなさ

れf=((覇2-8).

21jEEIの部吐Iu'えは.96年2nと6ILの榊Iこ行われた｡こ

の時にはJrBa的にiRl.･処遇をLj指し,ケ7レベJI,の高い人 低

い人とがれ酎 Jf)Ai･I二分訂欠する上うにrrわれ/I(Ld2-9).祁lll

Liぇに上って自室のほ即がLEbでき/Jく/Jるとulわれ/_痴栄の

人i･除き.不公 I'悪のない上うlこ今月が訊樫を空わることを約

枚としている l巾(=は院同上で私取を交換した鳩/E,J-もある).,

このほかの舶別の.,%11封えとしては､ケアの根性の変

化､拝礼人7.･;満とつrJT繰.切りの人との/J!:n1･ljほの悪化.本人

の名望･-Lと4=よ .て､そvT)tT'lAl了われている｡

託,七.1･変化∴̀胞LLかJ;,任宅と'.1うfELi.駅的I.環JA捗行tこ

比べるとインパクトは少ないようにulZp7れるが､人[31名にこっ

ては.r/:生の拘岬的TWA､仏llTFlの人とのr別系.iufI空rrtlとのは

耶的r'A皆なとの=-王さまTL文化をもたらす. -つの)こき/L将校

けrTと.iころ



(環2-6)KatzのADLスケールとBcTeErの痴

呆スケール

允̂l叫Jの:JI. St Ht'A

b I- rtIJZt.EいkJn正
亡 人Frとtt日別lbQ.土rl1
L) 人節 9.Ltと佃の 日日 11ユ外LJrlか
r 人･ryi九･トイレとkQH胡HilクHjll
l ).･L･屯R IIレ 級 とLの1刷 ･1上～l

rlJ
G 68n乍Tに甘■与rすL

^てl.JII/L.
BrB■rのdiAスケール
lとんr一応qt一心いてt.･17していLU qいtの

す い 丁 ･の1;ス●17=tTたUdi札+i
) か IT.Jq-;･▲l八LてL:dfStPetI.(:rlALて

一も

16;tL/.J=l=にl八･てtLtWrftか上箕(_が 什小
の･1-jBqに-も1えL

JP7dJ▲′川でZ.tJBuL_iLJH ことがでlf.
'･L:一■▼▲

I4-く一･ J,l'Iさも.11ケ鞍に介助オー三 TL.血書
のかJJIL2･AHJLJL/Jい

tに'=ヽ りJLIL'_Fに★E/tzろこ上がで もヽhA
ll三LILi軒.tに.キル.二tILeku9Aも

KJJz∧pL
LJ4 耶 404 bLPt … ILJJ,i

lヽll

■血I,T

､一→-Q

J)0
■G
ロト

- ≡- .=･.･･･.=-;･u m ｣::
伯 2 10)入居者のADL度合の変化

■･FTI
Dq D ■作m m ILJJq

NIIiiiL-/A- I::::::::ここ::=- - ---

巾 ■■如 Iq -｣ :;

= = 芸 志 望 慧 ≡…
- … ====l 止_.･.･.i.･.i.･..｣ ''

咽 2-ll)入居舌の赤鼻度合の変Lt

3)心身状況

入FE.1-Fの々tW Jr.tH/12.おIU一̂沖的な句):01号度

Il.E]滞生緒のあり方11人さる.･817そ及こTlものである それ

らは常に-竜のレへ ,tにbるわけで.JrJ･く､良江での,i.占がTl

く/+'引 :つIL次掛一針 ヒしてい くものである(とく.これZiの･E

介護入山:n=と >て.心IJLA渦 の史化のも[_･ら一川3甘.r1人きい

とdAL

人除名のIt..々仙 批二ついてのJIkfJ竹ヱ J i 6･7可

のヨか こ13いて1rっている､人筋P;の斗†t的な日立哩はK;.JLU)

D̂Lスケ ZLを.雌L･ミQ)に在についてrinL･r?1'QhEliスケJ L

を恥 ･て.tIIのJf叫に上ってtl従Ll_I(左26.

人45は の D̂U1.的mととt.t二やや二MB分化の稚内か

比らll A･Bの日立度の抗い人BjY.Il増加している1Jt軌 c

l･のql11枚の)J/;Eが止少している 日朝 ･JO.):町にはFIG/.

との自t嘆の伝い入店 かエ･Xl17.:(人rt 死亡なとIJ:r) LJ

所していることi･与えLと.'fl故 の入局tT.の白組 が上井3)

るいけPi下して.=H;'JT化してい-'/=ものと吸われる

血p-rJill(Yt年6月1でI1人;-.に仝†柵 に改#がuら九

てLLる lあるい;･JtJlの垢tr.にり-1ろじコが封 としてきたJ'tと

qもある)が､q6年IOnの月食ではとくに瓜旨さIRの痛い人の41
8E
o】)iこの進1Tが見E.LL こtj.I, 飴が ヒ的なは輔を見せてきてい
E)ぐ
ヲ●もrl:-ll-.



A)的居住髭瞳と出身穐

この1.i美人Tlr以前のb;作形悪は.旭の特長 星人爪こ他施

設をI.LL,1!1=施工主gtが 19 .̂ホFiからの人柄榊 【16人.輩F.

とTllF/. ･人W , を合わせたn宅からの人格者が･,B人ヒ,JJつ

ている.この曲吃tt形空は.J岩室のTTJtlAtjf'tのJ,_iI､品謡へ人

略 5Oq lOrrtl^ 塔することIJげ ろ丘止rjとl二､かr_川 のJl書モ'ナえでいる｡

(田2-12)94年11月の爪居住形倍とADL

9588

相 野 :二二 :刀

JLに ■ lZ≡ ∃ :=:五 二:コ 】

n⊂ 岨

○t Vrl lLKIl
(伺2-73)95年9月のn居住船積とADL

9(伽

IIF=団

-i:■■ 四 二コ

Ot :Eg｣

脹 5耶二 l(析
(図2-14)96年6月の折居使方妄想とADL

(義2-7)的居住.形監

tld 自宅 ヰ正 札琵

またそjl以巾に､人Jd古の身仏的rJr7{I畦上か1.Lり血摺 I-r=1険

しでいろ りll2-12- 14J｡ 11代ながら､rl't:(二比べて輔にか(,

の入店岩のカが臼ユ皮は旺いが.たqiに子0)tWql)が誹名に117

ていL.

人JdBの山.身地は人さくJJlりて.地JLの'｢,I.-n.-hlj41

^.純のIIl崩ボ18人ノ大境■r･例r]町布2人-1rつとI.･つている.

この他竣･1､丘7_i･上ftとしている某も多く.日常4･剖ニljい

て他姓の-}ILがりが弘く771rlる.各人小:古のL出々 虹は亀;2人

塔技の人叩Fql～附 こ少fLからすのl;苫t'iiている▲うにA.L'1.

る一人IJ;するL'1巾からお互いlニ知っていることもあ.M f.rJlt:

日の出Ljということでつなが りi･きじることも多い.その取､

yr怨JJFrという大きrLLF.位でLlrJく,h山 ･下立とい-,1=地蛾

レベd,かお互いの疋LLの鼓はた'.･っている｡ま1=､瓜茄rriのよ

うな訂会の出身の人の鳩企.HもといってもおiLい知り合いで

あることuほとんどなく.地域に上るつ/Lが りを悠じることu

少ljt･.日 である..



早 さ11 今丘8火T立,aLL1巧管rquILL 佑 irヾ 0.-.Ob 人証129もIt7.JO.SL1.58LD7.l3ー3 .一丁

t r_Jl 三E71ltfテR年甘い生地石 ta I.ー8.59J.32 5l5
大井■l ユ7



第3章 環境への働きかけ 仰 二刷 る臥 蜘 批

I.居室にお'1る個人的領域形成

2 居室内の家具 ･物のJt的特性

3 居皇内の家具 ･物に見る領枝形成

4 居室の領域形IE過程の事例



1,3A GEiAへの4-をかけ

(国311)指* 暮≡■ (TIJt魯老人ホ-ムと高齢者

住宅における物のI,)ち込み

(句3-2日at t旺･控や各宅人ホームと荷Be書

住宅における礼物の両f月別合

第 3章 環境への働きかけ

-I.lj零lおける世人的凪14TF三位

l 居豊における個人的鐸域形成

打七に触占する屈化Eは､E'l分で京Jltをレイr/'JJトL.

さまざまな勅 を朽ち込み.空州を肘 Jf･JけたりしIJ.がら､臼ら

'iのTqJRを作り上ITでいく そのようにして作られ/j苛塊の中

で､物を旺･)でさまざまな行劫をLl.:r)､抑 二まつわるさよぎ

1なlY快にQll.いを巡らすことに⊥って､その爪鳩を1･kいこなし.

きちに出飢 二合っ1=ものtこしていく.そういった守叫で､I..HE

満と官の環境とは分かちがたく輔ひT･1いた-つの'蜜'iiL1.;人ml

-助 産/ステムをJl3FELでいると.(える (W.lr'Y'r.]9')I)｡そこ

に荘かれた相は.T持仏GとTqJjiとのtI)五校ii的m旅JLr反映しlJ

ものとなっている Cslkg"rn■llnly丘RorIbcrgH Art･M.)981).

さて.そこから店仕施設というまったくの折現JjEへのIJ:

Idは.これまでの人1u･環墳シスJ-.ムがいっf=ん1犬れてしまう

ことi･糾 する.,これまでのrJ/JのIJ-7占の巾で･71第に培わ九で

きたさまざまfJ.fil緑が失わ11.日分の生†占と 糾 J/Jつ/_qJR.

が失われるということは.それまでのrj'/)のJ暮一旦ノJr_川､をも突

化せざるを7Lけ いほどの事,}棋･一･であり､とりわけItT占CfのZ.･伯

が人さく.また･LJt的推力のtLiFLつつあるF7H青首Iことっては.

そのインパクトの鎖さはA!(敏を越えるものがあるとulわれる｡

これが＼varrcrの.暮う危釈h'JI多子了 rcrI=C.ltr:mlll(Tl)という状況

でbる｡その臥 gi/･/L入関-FT4(鳩ンスTLをとう昨捕獲して

いくか,あるいはこれtでの人Iju･現墳ンステムをとれだけ払

13しておくことができるか.ということが､押しい環鳩をl̀粉

の ｢Lとよい｣として捉えてjdに.できるかどうかの･lr暫IJ;鍵のひ

とつとなるd

このことは､帆Iiという杓yjl的に援助され1.:仙人的f/項

JR幻 宇つことのできない多入札Jt'のJi;u施止では.人と環境と

の朽しい糊休をI井草していくことがかなり内牧であることを′T-.

壕する<幽3･l-ユ2(i,rl･J のけ1糾こJって運営さ1している斗Y

葺 応題 は坪 ,%A甘片目tの叫I.川の施LAtにおいて.入店者

に上る官穴の持ち込みと.居室における音Jtの血相t的な呼JJIT-J

合をdベ1=ものである`これを見ると.JJuuJi;の神長に山 l



託3JL 耳ULへのおきかけ

ては.私物の持ち込みも維しく.1=だでさえ少ない自分のス

これは,普通の自宅よりも物が少ないであろう高齢名旺宅と比

べてt.､その左u歴旅としている｡L]宅からわ荘へ移rrさせら

れた詫齢宅の･L理的ギ1リ ブは.このグラフに現れ/=畝'i=u上

のものがあるだろう｡

この帝ではJ.F挑 者に上る入関-131JRシステムの相 打1̂:

に対し､偶人的'Ji城の形成という仇分を川いて.人がJRJRL二働

きかけ､.tRJAを形成Lていくことのiri資性についてぢf.Zする`

とくに店皇IJl空l削こ江口し.Ji;u=Gがその空11m二束JI.ヤ柵を持

ち込んで枚白の環境を形成する退相を掩え.I,i;‖EE:とっての

居室13収の食味を見tlJ.すとともに.施設の伽も化がAU=')~役割

についてJY勲することをLj的とする｡



2 居室内の家具 ･物の真的特性

ますは.他宅という空r舶 TLi･えられ1=人l.I.'･糾こよって.

I)二相にどんな物が持ち込まれるのか.そLで叫叩とともにそれ

がどのように瞥化していくの机 ということについて､全入IE･

Eのデ-タをもとに枚は fるE.

1)持ち込まれる蘇具

居室空恥 こおける入f蓄占の'EIT.のは T-を′J寸 持ほとし

て.JH本的な崇JJ.の持ち込み状況についてぞ群する｡衣3･lli

纂Fiの姓朝ごとL=.その憲itを持ち込んでいる人の人故および

を調fL･時.bJでの全入居者l二相する銅合を示し1.=ものである(こ

のうち一人で1･.I他IJiの枚款他の'ijtをけ ち込んでいる蛸合.

()内に寮Jtの個故を77=してある.ここから以 卜の上うむことが

わかる｡

(薮3-1)店主内に持ち込まれた策Aと持ち込んIt:

入居毎の人BAおよび割合

JIliL1人

施設東弗 ペヅ卜峠dt台畑 -'トノL的 lI--り'A巾ul 20 叫̀) 46 4() 47

ー0 41 50 51 49ー9 37 43 39 4】J )0 9 毛 6O J 55 つ 7 6 つ

FJltIJみ1棚宵i 一 つ94年 347%

Lt-装hユ l 4 治 6 6

台,TJ絹子HiTV袷乾T.riその他 5 13 20 22 203 4 7 ll H2 4 5 5 5



止JEけ式

乱掛 こ向しては.ペット札点がlJと人とであるが､市u

牝議の内も次掛 二村え.政人5刑見られ/I,これらIlJS仰 Jに

耗設からの分与であるが､小(二は自分で打ち込んでLV.･例 もあ

る｡布Ld的 かべ･/ド托岳IHI柑しては.人格者のhlこ遭VL件

は少なく.過去のむiとの連投任か正犯さJ ここともih-.･い.

ベ′ドではどうしても応下LでしまいJaLi･できない人の柏介の

入.紙 の面かEJ.あるいは酎M .の血からIA.1伽1漣II史

資されるということに'Jる.u中もF:室でJlてJaこすことか多

い/-カ ーもEBf三見まれることはrJく､ UII-&きっl∫'..･Lであ

る｡I田のみ.自JJlの青息でペJ/ドと̂fl服 IRM している例が

あり､u小 川 JIEt;でjb=し攻 Ilペー/ドで凍る.

E川'の足同山 に柑する1.のとして.措711adLのJLね

7･Jl外にrl分の怜子そ1与ち込Lr､もしくは也iiから別の書H ･を

†帥 もという例が次淋 こ相加しており.1朗を培えている.や

E川 -汗も/.'九が鉄しいという良能的レベルから､irから伴って

いてt'うしてもこれが必要というt'7椛的レベル.あるいは水鉄

千/R人がくすねてきZときに喋らせるとい･'tJl会的レへ～rJと.

さまざまlyt由によ'.持ち込王れているが.とれt.(]ifの呈1占

スタtJt･に(7-わせることに吋1る貰.良の現れと言える｡fJJ3.
帆 テーブルの類別 11ら込んでいる例は､吟御 仁や･r.VのtTと

して持ち込まれている物を除くと】例のみであっf=.

･ケ7告iA

ポ タ7'ルトイレやr)7ト エア7 7ト/JI-の介▲副 Jの

併設EJti.叫閉とと小二沌少している 人J.･;Gのケ7レベルの

eほ に上ってA少'[油 と.もしくはfh'L竹のケアZ;Etl二りす

る色ユの監化i:上ってこれらの2;鼻をm I;わらy J･こ亡をR

11る上う｢rJつ1=Alと.2着けの神山 か々えらLtる.これらの

伽 ;信望l小二1号ち込まれ乙ことに上って.その空剛 1̀1･Htの)4

ではなく.YJ,触 JrJiの鳩としてのft休が強まっていく.

Ltnl

h'掛 二は押入が'Jく､粍iZから∫1えられ1=柏 け ンスか

あるq)i,なので･Fi:壷l勺に次恥 二私物 LJOJJllLていくと､そJL

らを収ホ rる駕Aも11=派 となる rjかでも絶:′犬の切や人

註ケースlJt','#色'-･l捕 釘 tの増加が打方てあ,1 とくに1

ラス+ ノ>の･/t玄ケース顎は･f祇以 Lo)入D;&･の托ri:Iこわ ら



込まれている｡これらは持ち細が増えた/_/)に∠澄lI.CらILで

所!=L-打い足され1=と汲われるものか多い一二九lこ対してra久

帆//Cr.であるタンス班はそれJlと■棚 nしていない｡人絹ii抄

に持ち込まれrL･噸 り､桂から持ち込ま71.ることは少,Jtl上う

である｡おお1そ棚 に潤してLiLとちちかと諾えば手軽でPC

に合わせ的rL(宵決止が鮮 されているとF7えL

付加按縫

TVTIJ8tllJ-､狩生qJは三AillJのA拝 に川T)込fLしろ

ようにlJつてILる.こLLらl純;芸に･事一にriろ均所とIて以 lの

はEは引 丁加するものである｡ 人で好きな叫間に47き/.Gr純 色

iL/=り､自分のWき/L袖や人からもらった物をi令脚トドし ま-,

ておくことができる.それは入店伽 Ftl中もjB=iJ長所として

の1秒ILとともに.他方l一矢.kわせ1Lに8分Q)ペースでd二七も

よう･'J場所としてのモrti･､tr4'J:･'1=与えている.ある川和 雀

がそういっ/=他 n;Ĵ兼ねせずに冶ごt!L)場所であるとの

hEiiから.これらの相が持ち込fiLる上うI:rJつ1_･とも考えら

れる

･巴 皇

'Hから使ってい1=鎗tTやuJtなどをJlち一L.む人はlW I

lAで増加していない,人屈柑l̀持ち込まれrハt限り.t的 E,わ

ら込Lさるここl･-ほこんと/JL･のであL.i,1とrJL唖にrqL

では.この地力のtLJIEl朝刊二大主い1万で ､小さいものでも～

lir.LJlあL)･LのmE'八た即 今mt二は1日,込みf=くでも11ら

込めrJLIh ･うWI'Iもある｡



2)pr耶 m嶺とp耶 ○相順

尽射 勺に酢かれた妄fト 抱を人きく汁約1ると､ます島

臼カーらF'1えられた袖と持ちわら込ん1.:tI.鰍 二分り亡,Itる｡きち

I:籍設からの79.rJ.良.よ,から汝与きれてていも鴨設3:托｣こ

れは.暮打から争Hl:reTえられる'&即一1とケTのゼfに応L:て

入れられI=Zi具頬からf-･引 と.その汝のrlIIをしていく中で

tuJTfJとの馴こ1割二一TFにA!られるようrJr施設′ト桝 に 九は

81人にゝえら九fJ級は仏祖ということに/..ち)Iこ*けちttる

三･'=ElらJiら込ん''.'l_I.榔ま.JiRからZ.℡吸低段の相として荷

電されてtIち込入できた r逆ttL軌 と､それ以外に自分で自

由に13ち込んfJ'｢その他乾物｣とに分けられる 【){t2h

rAii2'{搬JfJ.入k･lL;の生l占スタイルの文化や別仰

尺の巽化に上って多少変動することもあるが,Bn.qの軽iAに

上ってそLLliと人き･'J生動のなt他 罪の物である.鳩 LL～小利

(丑 3-2)居玉戸=こ持ち込まれた貫Aの分類

施
設
貫
尺

札
止小
物

且
牧
か
ら
の
功

川
-
.h
山

人L.L
R

･叔初からdLかれf=官八 ･稚)

へ●71･191tt lL戟iT･llチ t T,い ･
郎 I ll′l J■Tfj･k Lrけ

け 丁のヱ兼に応じて入れられ1=Z;LtW

rィTL川 11TTJtt等117佃ZS･t岬

そのfIのせ7占の中で骨に民らLLl.:り
Il印でもらった小話柳l

kの&fJlまで･耗Jl'A 通花 TL鳩 ･

t2 人形 JGrI･),'LTり･臥rl

Zl苛 抽1 ワコ'ノ･I71▲■′†ユ LI l●71
4 ･I.Lq 押入llM ･ltlrt卜l ir粧棚
け ･吟iA 中根由 T17ト は f- γ

化せ iAb ･TV.7'lSl 椎もrE
ト､●7IT押し水･允Z;入八 小物
･ルI HA抑 1 7IT Til̀一弘B
汲r81'-JF転入 .t' 時計 .払ン
血色計 ･方.A-1けさ陪 11日 掃除
lナJ･dの臼LlL -1T′l Oll.ILハ

A 7j舟 に 色私 人Jf.正抽 ii花

)､守り 仙人･Yう′I 花eL･rt 水
竹 金印 =T･穎･fR L茶tJ卜 羊
tiJL t17' 1111 生 号F･加放
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,.L
仕
入
れ

l
Jr
▲

そ

の

他
鼓
～叩

卜7机 へノ･JトJrて
tJ1-7● lf･Ilt●りZ;A
Fl品 r7什一･貢731枚且花

Prt)GTtLm紬

IXry¶山77



JOOO

､J:∴ 〆 ､~一､

1500

ヱ500

芸:p--二二二10叫
500
000

(83-3)紺 amlわと卵 巾31物の一人旦たり点

hLT)Pt4

'q A I
lO

!!C4(rrLJ,A)と

(i,胤11的に全艮l二平等にいきわJたるものであL,flJJi,lエ少

/Lい.こttは自分で溝てないBLlI.*軌 二.1如し去内に古川して

いく.riほ 私利 は､& 'LからitされI=リストl_-上JH'TちiiLr

のでやはr)h人差は少rJく.壬t.:E･軍品であるI.:′Jにその杜の

竺化も少fJ.I｡二九らコ掛か､わはJ､､ずれもkZ=書に1って1

°ゲラiきれたものであり､これらをまと('てM rWJbと呼

ぶ.一方それ11外の rその他tL制 i･.島㍍l-hL-1さtL'/い■

人的'･'朽ち込ふとt･うか くで.岬 nl牡とrtぷことl_する

屈室内のb･手兵をprrgrlmlTb･pe'qlJl1TtL二分けて..C.

故をカウントした,虐政のカウ/Hl､hH や指.'-LlH Lて

いる上う/LEiTbを除き.屈室内でJT_ほull牡Llる神の人を1:取こ

し/L カウントのLか1=は,貫井lこついてulgtI=つ>1/_･.小

雅号についてもなるべく1甘ldでカr)/H IJが.ペ7の人

rtやql懸さ七′ト､お菜退A日大'/ど,七7日~11)てい7J相

については､I七7トlrTでか 〉ントし/=●この分 r)ノトに上る

分析は､市1回 (91年tけい から1115r･.lp恥L.ZJJ までの入

依甘全11を対敏として行う｡

この2旺淵の一人当/=りの柏の～̂故の柑ul的な推IlをIil

}3Lこ,)(す prqBra-n物はやや相加もしくははlJ納追いであり.人

脚 ll;JIち込まれて以後の吸化が少/+u<榊 棚勺にIXITWt'J7bは

良川りとともに折方.こ増加している 人̀JlLLて111符のI占呼1'比りひ:I) .IO 川 I

p.W .1.m軌う放 れる朽ちiム斗掛 川 佃とともl~相加していくが･そJtllE)とん

(田3-一)寄入居者のVOC,arn佃とpか OゝT･altbの とがrL=rk畑 胤 _上るものであ7.こと1.･ilJJ･7uJ /,各人TJ:E
L'Lft

について伊仙にrrrcram!5-枚■[:rpryWH書の_EVllfLってプ

ロノトしてふると り』}｣′､lTtt:TWl榔ir}ば和一31の州に収

まってお lL人に上って大き/J在り'JいのU tL,JY･'llrE婦か1.

0-100まで人に上る長が大きくJ耳れていも こ̀れらのBim的姓

捗と人I.-上る分散のtU-il.pQr血 たJJi的内に上も史軸も人LI

J:る多は性も少rJく､坪に 定I:1gグラムされている軸であ

ることを先付けでいるQ対黙約にJtlnrnlおは､Bl何ととも1-,1-

化するIz.亨の珊 姑 の払子をl:xQしているとfL･州 に.gt人に

上って大きく碍/Jも居室での過ごしカヤ申LやInf､それIで

の･F.活L･.tが映し出されT=gi人的な棚 畑 のttrが'r;さ11てい

るとHLえる｡

比上の現由から.これ以拝の分相iほはrrLCFlm袖i･'IJ

亡､.二行うこことする.



蛋
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(Eu-5)胞 >与の入Jtの一人も亡L)Jlうら
みJ?JI

二一 : -:

U

亡 I. ⊂･ 0 011 lT u､ l′ヽ 14℡I亡ヽ 〇ヽ Cヽ つ1

伯 3-i)自宅h･らの入店書の一人ヨたLJ川ち

込み点Fi

Ⅵ

三520a,～■･▲･▲一■▲
帽3-7J帳からの人月事の一人さたり持ち■ゝろIJLa

3)L居住h;JFのtiT

船 人頓nJIの縦 形藍.j､入Q:l泊の環441攻3-との

上う'･'L;fを与えているの!=rろうれ ここでは.Dtt.･鑑n

椛 の1タイ1l-か 1て,むJm fJAふhLJ.の比f2tfi_(I-j
}5､し7,～.

TYTFJR苛I-'Jや･三り､EW き:-.上る丘.J.riと人ど

JL=Jt'.･.ヒモ='Lつた,

Fd 稚7)人当T=qp三三tは.VのqA t･T ～てふ

てもJin+/18もiく.次いで自首.椛 の丸と,.i.その任の

Td tbのt化t見ると白tの))がhL上りもJtとTが 人 1

く,th羊lFlI与(,ではほとんど正が叱らLL'Lト四･文王で凍.壬し

ている̀ 入官叫のl;ら込みは弧 カらの入監1.0)方が.}t･が

入店してからの持ちふ lヱ白もからのJJがさいこと11分七･も.

二川二は一つの吐由か考えられる.

~つには､iiiiからの入居占L三二九llh王かrTTさ～:I.

I+.く丘細さLらすべての監物i･持ち込んで入って .んのL-1IL.

‡り刑のfl宅からの入居 名ほ.人卵 ‡t-11あ JJI軸 iJ宇ちlu で.

枚かTJ次恥 二tTrら込む1うに/I-.てき/=こと`tbtと州 ･iして

いて鮎 に人k:Lできた人はもちろんの こと. 人位らしをし

ていた人であっても.自宅をそのILの形で托 していru人は多

いuJ'rむらLt,の 名のうら.自rt皇処分-Jるrjt'してp,../{t.BlA

Lで.;i/=人LiJ人のみである｡その1うにl■化 を柁 Lて人騎 し

て.I/_･人の中にほ,托iiを杓の1F'iとちえ 4'いつか rltLrII!ll

I_いと思っていru人もいる,そのjE缶､)J三'七 と>の ことを巧

えて0℃lltL鞄をIたしておき.島iiLは 叫 的 '.拡Ilか ･と牡.

ている1=巾rlA姓的l一指を持 ち込人でTF岨玖 1LケJfI/)上'.とり

思わ/_･いのであるユその鼓Zf lこ包 EノItr.･が･'.でも少L.･rつ1It,込むようにr-1ると.そうして自らfTkhLに●.tかけていとlI.I'且泣●一け十るijカ=空化 し.低量が何重としてのZn さ叫 王ahう1tIモスの虻q!.次第:こ多くの78かIl･'.i5IitLLJうl●rJつ.+二と思わ1Lる.,LI,-つの稚山としてぢ王らtlることは.扱からんⅨ _I=人Jiとも′JかEJ多くのLiqltl!ち込んでくLtL31がbこことでF'る.粗さ･らの入電f)均分.i-でI'ヒLr)血暖で=･壬t3'J長Ll.I.tt粥it.込王ILてい7_というE3Rが/lTEILた/,∴一7A)の人tL;古;-比べと顎四 書ち込入L-iytが(JLI二三七JてiEttL.1/_そLtl二はLI-t11の書のモIqyIL化というこEI.ギえられち.Ii:t月も人tf古L_幸三'tLI)･tJJRの掠′.のうF..Jtぺ.大喝



芸/ 董/ / 〆

諾｡一一･一一｢一一 だ｡_-- -一一････一

市のJt射 ほ か進入 併望見竣力唆 足してくる.そのjAIl,r口外

がthの軸 ;=t;7i･与え､iXにな7̂ 三とlif.込ふや蛾 ナる

ようL:/JつたpT軌 もある,

なお4t昆からの入居者.i.頼罷.=人て1.:llf_4でJlら込み

が■しくIqgtされており,bそJii,込むとい:)を1が4..事と

I_･つて･･もか_んL.くほもTも=持ちiu JTるべ上!▼が井書l-

少lJL､｡哨恥 ､らの入官GL三ごくに.か･1-)今で細 部 'ている

人が多いこともあって.その強の増加星も他の2タイ71二比べ

てかrjr)低い.それでもqE某にJ7加Lていもことは.tn十Jくi_

である.

4)Am ･痴呆性圧のti書

人L;Eの･L-1状況は.項披け行稜のAEのF:tI~強いF,y

を71は十といわれている D̂Lの低下は心 'Jl仏qJL'IU)の机下

10 1:とと王ら1'､和也への働きかけや臼Llや社.(1己r火柱がqLL5
o くなっていくことでもある.ここでIllE'&へのIbの朽 ち込みに

ま ま ま ま 言 案 雷 雲 対し･入附 の心身状聖が及はすおfJ:ついで捉え乙(;/,.

(E33-8)自立長井 伯 3-1り 再見IZBL r̂)L も又杜皮に上って比較を行ったLここでは9Jq:Lりト

他年三11にかけての4回のZq血すべての刈取とrEつた11人につ
40 -10
M Iヽ

Ⅶ p 10
三I IJ

豆 :; ･̀ 工 - ･- -Ilk::-:‖)
～ ～
0 0
. - 1 rI -1- - ′1
夏 雲 冨 喜 夏 雲 ≡ 書
咽 319)自立反中 (E33-12)事案やZl

■1 Jn

I-1 15

1Jl lrI

三5 25

20 20

:…= 二 二 日 蔓= 二 二 七

芸夏雲室豆夏至
(B3-10)自立Jl牡 (Em -1コ)占え1丘

いてのみ､別 rrの11攻とする｡入店Eの∧DL.tEa村上性もB川l

ととい 二9:勤しているが.よでは全作的rj比轍に亀虫をP.=1､

th年1日1叱程でのADL 痴栄柑IEとJ)tJ込まれた物との和怖

そそ烈する.

身体的自立技に和してIl,KdLLのADLスケ-ルでA

cをrEl立揮荊 D→Eをr自立世や ･F Gをrrlt'/｣支払J

の与件軒で比較した't梅hl･捜改I二相Lては.41年IIJlでIiDcrLrr

スケ レでIJfJく､rタ1)7-･ややクリア-でない.仕改梅見一

･か桝 洪･蜘 呆Jの5投荷で群缶してt'=ので,これをrl角

でIth lクリr/一十やヤクTJ7-でTJいJJT鍵架中佐 牡色勿

'i十-FTA確来り｢轟果敢圧丁数丘由実りの)段取l=r 換ヽえf=

Btrp スケールの場合には.1-2を rB兼任哩｣ 'ト 4を 伯

父*性l･5-6を [塊第五吸Jの1位船とし/=-

rrttE12LrL劫 とTrrtm約 の 一人当たP)の.H:tの稚拝をRる

富 と(恥 8- nゝ∴ At)(一境呆ともか'Jり81!-1和1r叫をJltナこ>-

かわか乙,,IrLt;ram称 こついては.̂ DL･すり'il重力萌 いけ とや

や店い'L.法を,示すものの,それはt')こき1+･,yLlkL,れr､LtJ

状7別二上っても 7Eであるれ'.穴とlL･'(=｡こJ･llItL . ItやLtd



物はADl_1積乾粗壁が為し巾 とか ･々 故を,7汁 ととも｢.その

Ll知音も大きくJJr)､Fr耶 鵜を大きく上回る上うに･1･つてい

ち,このことばや(.川､身J,fb31川的//jl..足の如 1+.･人仁者

ほと､自分なりの官長や物を持ち込んで粗年的JLBほ のEn 形

成がIiわれていることを示していL.こ jLAlら札,J括唯と甘え

るが.信号の石打It:まl二秒し.ADLや6-1の切 かかなl)七さ

くLiTt及ほしていることが如 ､るLT=t_L t̂)L･屯F.tZBt

fl･とが邑い人店名であって(,これらのfA･紬.1毛･*的にql加

紙向を示しており.まっ1=く喝雪の碍他 見がrrわたていr_･い

わりでは'Jい｡(本8のtm であl′!=グラフそ見i.と.おそらく

4株等の行事での乾詩の1才ち込ふけ.ADLのAL,人であってL

そこまですらH,LJ55･いと巴われる I

5)｢施投J入居の夏接と物の持ち込み

全体的に.これまでに快い竹れたIi.Ftrjどをす与ら込んで

TJ.雪の取 をyイナミノJ/にfk牡するという例は少rjく.廿も

111ち込んでいる1-枚な収納やTVrvL滋JVvとそ確からl†い止1

上うrJTEfでのJE事の環境形蚊が多く見られf=(什t:からの入店

古であっても,自宅を処分して入屈してさ/_.人目別として.千

うで/JL.人の埠合/崇Jl_類の持ちiiふけそれliと多く小 ､.

ここにはr施設への大別 ということに対して入Ij;鳩が

どのように認且しているのか.ということが人もくmわ>てい

るようであるE,入信Eは/=1.:セ1IがLナえ=】JL/.:かS)とd･Jで位

相から自首とLで詑ユするわ[1では/JL･〕人uしてまださほど

的ITIが推1=ないうち(.+.施ilが日伊のtt姓であJJrl分の苧I珂で

あるとは認ユされておらで.鮎 にLl的引 きち込むことを/rJ)

しっf=り.あるいはあえてiL祖を)‡ら速まrrl･∫うl-していL.

それが,肘 での生.古をおくっていくうらl=､他の人輯nq)it

了やt月らの反右を,q'Lがら居室に9,しずつ手ft.1枚かり tち

込んでいくようl:liる｡たとえf稚fJ文典であってもrlらlAlT

i=1㍍,込tTことに1って.そこが次'+!i:fI'Qとしてのi3Aをf;

めていき.その轟姫さらにわを持ち込tT上うにfJ も.このよう

(..･竹丘作FflのiE柴として.プこrSi-FI.'雀の.rrJttJkが方ま止されてきて

い7_E,



(書3-3)C池 田trTdabqvdR叫 IH伽

によるbの暮唖の分,1

)■-ヽ■■■■-ヽヽ-･11■- 11し■.■■L■▲･･- BZ- 7叫 ･-■■■一■l-
ArT-■■~■:･, 18L,一γ MCJ

ll■--

L1====一====コ【C=

l■4" 一一I
亡Sbt Jb叫
p叫 17LPEhJヽ●J-

1+JLl■叫 ■■3IL~̀･-●

TG屯のr/lE)一JL I/.卒の】岨 ′■九/-t'のJ崩.bケ
のI.'IhLltRをilち込んでQ)LLtIのコJttJ Jt.r･メ
yt叫のq娘trurで箭JITる.
乍Plのrlスプレイ 人J;･Pt<l花L･とti Tサ叩t舟IJl川I=ll.n分のLF.;1{Jb÷●ぺも.IIl人heJt.㌣Plt◆lTJrも■さかJl.スケイA･L=令J7せ[_t7ナ†/グIJJ,llJd,IJ∫～人L:AI>せ1_ふlLf/どの4ん小;十サqて7)JrlJ.
TTI,tてJA堤そ瓜nも,

jqllのコンIt7-7L･テレビ サ/･･ 諒巾/JとちL,とL'.JHt初の11ちJiムー-1ll.nl)L7L1.ヽ･Fl-lIウニとかで>L.rl廿QTB缶に(.･I./_LltのンIt7･L
llL=のTfJT Ziti:W の々Plllのこと'.ど.lfll1
?ヽもこEセ(事分で寸も.

AIJJlもJL't Et7rn)√のpfや人≠f..rtl'_ど.卜
tll'と○てEIものあもlLJはIJ▲

747>のRA ■暮 I+書'/と1Ltttllち岳人- rL51
で■よそfる.

'trの⊃′日2-～ l･一等tqL=吋ヾ it六のルHItJ
JJ.と tコノtt71㌧1L.

●LRとのb;gLの仇35･u¥1二人tJI(ことtf,dtL/_･
tlテ′′グやし対の3.tT.tA.A,1淵 も1-.Jar)コ
IIz7-▲.

)Olと仝れLt.Uつ > i-Lや九人かL,珊 II為▼･1′̂.I
rt[Iの)'.･t'rlJ,I･上の句拝1の丘が.

ll乃上と叫l,rJ-1>-dLの思いJrlを,1.↑書,■上か
E･のlfJの社ilrt_thlrrLた.

3 居室内の素 具 ･鍬 こ見 る領域 形成

1)宗A 我の空疎の4書面

~ロに官主の新郷 まといっても.そこには人l二1ゥて

きまざまfi加 付けが+Jされて.･るIII'であL E欝かロ廿の

℡qとしてienされるき111,は､T.相 の環JAをどのようにrLi注

していくの九 ということときわ/}て那 ii:用はしてお J).チ

れは一人一人が毘い草)74)うちに古はLて.lI=流IIの'f.モスタ

イルが反攻さLLたものと/Jつているr_'ろう ここでLl.*JST

Ji的に竣えた仏字の環境I3Jiを.上りTZ的に1tIJT.げでいくこ

とJ=E扶Aる｡E室内のドー1細物 の吸われJJtJ史PIl~ついてJJ言

古からけらLLl_-インタビュ-のコノノトをここでIL屯冬rLデー

タとしてFIJL､､入店者に上るqT墳形diにとって杭Jl三内Q)相がqt

たす投Tgを伊 上のレ/(LL･で捉えることをL]的とする.

瞥五円のi'見 物を人のfTねとの悶晩ではllIL的l二月汁.'Jt

していく止みはこれまでにruされている (1=とi(I.牡芋は31

1771鮭収.円本iE望乍会.)991など1.7t為と紬とi･･対 1柁 ･

させもことは明快ではあるが､そこから(i.,qli古が縫い年月
をulL)て形成してき1=功に対すろなりd･比えてこない｡(Lっと

!l袖とIテLlをJJE･させる鳩L,,J･でも.人の拝みr川;をとのように

分的するかt-いうJ:こ7>で､tllf=上うf+･Il.'lⅦ｢.;､つかるとul.わ

JlIjJlー(､1山川Il.･h巾 drklFh NICrFHatLOl l̀舟1日3.柑J'f挿

肥ではなくかih ち分頚L.恐いLLL つ /LがII.托熊.材の ト

lLの臥 スタイTL･,Ll悶tL 伽人的だtljの7J穴Lll=分別し､そ

れを,さら.こ3]qluに穎分;LtLF=上で.人と紬との肖ILLJIJJ操をJl

削 多血的にかつ1かく分作している (1く3-31.ここで11おう

とするアナt7-メtI.11日件を分析対象とするのではな･く､人

のコJン7.に含まttる人と軸との同わl)方や.モード含Ll.7U

か).を分狩り取と一事るdで.共通Lている､そのE:.花の色硬

をal,′化して捉えることよりも.JZ;'iの1T4it;攻rいう何nJl-

1,いて.軸を介して人がqLAにとのようl'tBさかり.打砲との

T.]拝tiを刑り出している九 という{･:='llL.上JH_7:九'.139

の甘 仁･没前の分規をよふf=.

人伝か ､ち1号ふれ7_･インタビューのコノントを分析する

-とによって､相の曹■t･役矧 二JつのPIEriht兄い1･I-Jt/.I,千

(.･わち､Lで河的急きかLl･1J甘入れ T.払･‖lu三:V,･問抜tt･

lVB事同的掲任fiである r(3J こItI.の4■A4から.加を･'宇



(耳A3-2)諾E軌 J

(JiJF3-3)宗から持ち込んTt'タンス

f一込むことL:上)て行われる塔嘗f勺d)f=也17Tl-Lと.そこに含ま

れる^r岩手i二とっての軌 を､入rJ占Q)コノンrとりE･させて

甘貯すL.1コメントの枚の故字.三人む;茄.TtAを･不.rJ /I,I_-し.

rulじaでもっても入官をLこ1って暫 しナLr両が米fJLことは

多い,i/= 人の入店者にとってできえも.4)る7bの皇略か多

七両から捉えら1しろこともある､

2)持ち込まれる最且･観の壬珠

l.空間n9-さかけ

aJlgLをコントロールする

何も!きち込まれていない馬首のf上約Il.穐芯か=,LIT'Tさ

れ(=収爺i:抜 り山トタンス)那 .つある11けであり.人脚 Iの

i:内L:は.手前に上って服/uLどのPJ竹を人tl作えるようI;川:チ

Jtでいる｡しかし脚 力が増えてきてそLlj'=けでu入りきらない

鳩分､r粉 で所1.･fJ収納宗Jti･恥入Lたり.ntかlJHらAiむ

ことに上って.乾物をコントローJLするということは.ほとん

との'%姐で行わJしている 1=1=し､7納 ･ら排人されl=相の多く

はプラスナ ′クtlの火裟ケースが多く､山久的rJTaJ&形蚊とい

う上りは.lCiV)/J=母娘のコントE7-ルを目的にし/_物である.

･11嶋はJiBqを和人でJ=いたが.十.'スtJlってきて

t.A,つ1= i_rJ)ちゃんのl}lt〉ていLから.といフて

朽品F,耳っf=､2

r朗由の上q)1Ll､サノナン寸で711て..tl" そt･を

uY古人カPIで.いLI_と言ってまIJしてTrってさ1..
ユ7

LむけlHJR骨でTtゥて fゝJ,

小手'L弓rt出しを官かE'1持って).I.LF'4 11 い1,いろ

あげてしまった..ll

米からII･>てさ{=C)Ll.カブ rJI研.I ll

塔'iIに■三か昆Jt1-の掃き出し官に加え.l1地三.=1･,)て1

才の丑がついている.この史lH 適しカラスの幻Llほし空であ

り.点描の向き.二よってはT=Tlの兄やfkのtl.EJの尤rLとかILLAi

L･こと-■/Jる.このgt=自分でカ-7/<11ライノrを〃l†て

Lあるい11官旅.の人EこりけてもIノつてJ外芯かIの允をコント

ロ ノ.,するt,fl_1人りnのJ#のか 11,LlるgElもよくiTわれ

Lが,この鳩lrは.外から現75･ltr.･Li:/.二日EaLi･付けて.fq



鞍をコントローん十るというをqtが敷 くrJる

空ガIJlljまぶい と(, 峨▲:PLてt.り}IL｡レー

ス/一日に-JIE3で.う-チ/L rのす?スJl久L=l'.

る.gIQ)人とかが入る上や1='J一.I8
壬.二にまj:Lかゥ二･ので.),r33んflレ スを11りて

(ttも.▲1

･荘Z*のカ テ/JlfnもC)(:El･J(冗 >できてbJJ'~.

正flTFてtl･''.I,つ,=ifq)がl三.カ '_-ユ1
まぶしいので.&見ては′tス◆寸ttカ ナノfLr～

LLl=lJ●■37Ztかり一えIIJF_I.･人4<)[:17(̀九l/.･も.

たすt)よtirもまぶしい.EI':王L･んでIJ/_･一･ろ与か.

2Jl

空C)FIEaLJl､上のA.1まペ ′FのJJI-qかりbt'寸

ので=ぷLLlI=わ.TのJJLf外I,･ち見らJtものがいや

1=から.亀無の人でビーでtItユiib･人かいる,.班

入信肴の身fJI的rJ.既円rJとに上って‥ユ伎がなかrJかれまでさ

か ,均合があるや紅屋のiil文のコントE7 11･を山 &自分でする

ことり杜 しいか､1uJE計をけちiiんで?L止を計ることで. コノ

トt7-ルの8rGとしている｡

温沈lHi,社I己の乱性を見てtGAi何枚とかtAのる.こ

れがrLいと茶さがbかちん<19

吉t:rjlの掃除I1日己哲確とも向連するがJ岩やの現場 をEl

分でコントローJV-Tる作文である 即 至の柑Fîは)1本的L-施設

屯flが毎日一路,1:でつ回って行ってい7uが.lplちかQ)形で.W:Tiil

をJllづけI=り掃除することも上く見られる.細かいとこ1'tで

は人任せL-できrJいかちと自分で梓除することは.拭甲ft鳩の

コントロールの上作が自分であることを逆▲ していることt示

している一

4iとらrIとり4･宗から杓って1/=がtわ/.1い.乍11ち

りとり1-1iqっている.官;二いると とヽJtペもと,暮

史と昨こ9-人aE号でyていt･,18

7JP鼓の小さい4)tlI-}て)てtる_Rェる=hL18

分で 今は=手賢Lf.い.ll

イモ▲= J3-岳してくLLもりと.1{,いとこ7,1で.I

丘T/て‡ilhAを文,てさてやるLALのとこI'rJとも.

35.1手持の人▲克てLJt-Yかしく'.･い⊥うに拭いてLl

う 27

･自分の8度lf稚魚Qr)I,I.,さ/.,がもろが.7年Ll士

ぺ′ト丹仔ttt 柏 )てきて(LtI_･ので.･J･､とりぐ

ている 2

b.空欄のディスプレイ

lb,LにJt=Eや人形を片っI=り､規 坑'J空にレ ス7'l テ



日的 -9)ベッドをとけて希BBでゼgF

ンellけ1_･lJして､居室空RlをJfI)仰 †もとい･/rことiユ､か

1JrJの信号でJiられる.正ilではtBL5でき'}いので.邑花がJi

られることも多い Yイスプレイは.正也が鼓し.･のでT3r)を

'TtえようというqtE的な五一人だけで131JいvfI分のtfき'Jt.の

p'ぞ･.入れのあるものをBl71日フることで.他'.･E,山nfrの環

攻であることを自分IJ書して表示するとしつた.ET̂姓Q)書方化

Ft･nJTLJJTJlmI亡しても空弦も人さい亡.自分[_･日でrJく椎名の

Uを.PI して錘lIJ寸L子がされることもあり,粥可が壬:･.二日'/T

の鵬 でか ).他Bを稚くことのできL空Plであるというこ且1

;二つrJがる,デLスプレイは.自らEt碇■二■.I-かりて､さまざ

i/iレベルでrq埠の賃を変化させていくひとつのJJLLである.

･タ/スの立花も自分で冗って (ヽI.こLt/.らIJ始れる

ことfLfjい17

ノタラ一/は.冬u?で71しいかP,.よiLにZt でさ

てもちっ1:,2

人杉もAr)I:いと上って'&カLらIIてきた.27

･官の色私や氾預/Lとは.たしいかと.懸<て自分で貼9

/.:.6

日分の作品を粗*にしてしら.}て■も｡AJlの叫句Ii

はTして別の%かけ⊥与と世 で.2

竺QJWL_I浦山の小学id)Ji.てくI,■_んの.0分てTq

いてモ▲こLiっ[_･O2ユ

･紡叫LこはてのtJ(1.1かっ/ので,涙dJrtd)ボスサーを
L5-でいる.人のTIAい下さ/J の一叫と瓜L'LLJ_ときは

用-て/_んだ[†t'_dJ

Cスタイルに合わせたセッティング

軌めかE,与えられ1{'束P.LLそのNrT<･HL/ナで見えZ.こゝ

I+･くja=している入り多く.そLLll変えてIjJH'.いtIのと妃

/JさItているかのおようである そん/_小で.(1分のJ'JI.紙.モ

｢合わせて沖rtやI古手ILとのt･ノテ 'ンYケJy化き･tlT･rlrl
ilの堆･.やすいよう▲二ペ1['やタンス1.･とのi-Jf.d)JI!Fi,射 ヒ

させる入JF石もRられる.これはIIt攻を(1分でコントu-4,し

ていると..--Jか Lここ加え､,;'lhJIAを0分に7イ′トき*Ll=れ -

lJf,T=･.Aを文化させようという.PL主(/J空何への書きか日で

あるd

kZtLi白かでGJ'JのいL.▲う.:LlJ Il

･ペJJ-のJE巾L=自分でIたrJ.I; 21

並べかヱEl牙で荷EPした一ILqHlって>/_L･つ'_J､

JIって二='Jir1日のT.tぐJh て)川Ir日 ていL.
Zt

FF汲むLl自分でiわl-した.比1.･ヤすいt'ん､ち

いiL■二■J一



(耳7t3-10)力-ベットtdいて長島で■ご丁

(写真311日 ベッドに合わttてテーブルモ什って

もらった

(写Jt3-12)作JEのための仇を姶ち込tl

亡'.る45ル ベ レヘのりLE{ほいです.=･しいウftl能的

I_･レペ ･_ケ駁 ｢分の二九三亡の 王.Aス9イq･L~(.-itセ(I

七 yテ1ンゲGNI竿でiilRられるよう■l'.･9{/_これ◆ヱF:打Q

への捗f7に符して.そtLllに-.こri分の(ヽJ'hTてI･{_'LL_三との

iZ菰n TiT-i_ri3書きで⊥うヒrL†iZLでJ'll.ti:長さ印を

他'.･=,J'J白TT凸{!71T芸妓とlてyIナi･JPLrAすするTF壬で

F'る.

C:Lq甘えtl也/ちq･,てヤ てもち･,)I.T-7･(.

と玉.･て一々 か(辞(I_･ん.I_から.47

-(･ITTO11に毛LZlttいていろ.RtJTl.It 巧い

･.･や†二さら､托 .とけりていも.虻はここで=ち)と

Llー11.テレビA /A_ll.JJ･8のFf1.1は旦J(:1!てヽ '=lJLrJ_､1Iフて きて

.､いttlわILl_･CJで●_ll

く}FP)とこJ,にサーブん1日,Jうどあうユうに_Il)L

.:fT->せた.巾見47人⊥fiqJLJfl:作ってもち /11㌧

1H YtI･-HI_'Z)(,.''(伽rT)していな い,.r{ノ14)上で

前世をくんでJrをLtん/Jr) 17

･lにRられT='iJt･柵の例

や ノス 人r(dLけ･

カ rノ･Z'のnEaL･品性Jt荒 い IHl はFitt

i花 花 人形 色dL叩Trrr,h lスy-
E1-プA･･I与T LJl判 ht､柑 Jl毛 セ ナ ト

11個人n活動

d.BWplのコントE3-ル

穏iZの1･l占でほ.允･J卜 人涼iJ･ヤつ HけrLt.t畑

のJI.lp.的シーし711iEAははまっT_&叩 Lニ1UグラムとLr■JえE･

LtTJ,lJ.ニiLら.1上って IUのリズムが人7)的Lこ什1-′八てい

ろ り L その缶可の咋P)を次q)1E3グラL.1でのIlt刈田と

7̂'_･してた'=何もや111こ占ごTl'日でillL/､3'るl:ltr'JTで

時内をコントt7 ,.,irJが=.卓こすI=′';:b7.托C:#が持ち込

まれL おTFや■&柑rJt'のflべ竹.1井n:巾Vt二門E,込まれ

Jv袖･_-机 とiきt.･ものを食べ=11もという炎とIT上/J叫恥 二良

へられるという1,に3jいて､ 丘のF'1こ た̀'jIを可能rr乙.TV

やランiI.i/もr■北Iのi2rIをL/=しておr)他人1-.シ:tJこ'Jく.

Rたい とさ-.-見るここができLとい う在り.で､BlM をコント

ロールしていることに1_ち,

コ ヒ の古▲1.:''JIかtlつてlてくJ▲′~.∫,号7人



JL､ ペ バ サイIrIケ ･スnJilい t=,Jqでり二T

f =1

7J手/,--Ll.J?/{小I/.1日7. 1う一J9

n i ih て て.LLと､･丁か･J.H て>'_ 三7

TL･ビIi'_i.1.正也>_かflか'_llPふてIも 1･I

iAも)のt:.,tに'_る{)で. ユ スIP-'トが ･;tも

/.il_+_いナ与れでJP_I.い.三

.℡ttっていち 匂寸で牧丘tJFdJで5;LlてLT'

Aも 三～

ヒ自己管ザ

自己坪JlLとは.自分の身のMI)のこと'rl自分でするとい

うことであるl帥JEの人前Tithはぎ介,1月i報 でS,17.人那 主

【写Jt3-13)TYのTのコ一一 の正t,神iEJlの上 の′Lt点にi;いては.人伝名の身のMJ7の∬かいレベ ルの他紙ま

の入れ切もお亮子が入っていも でtflがサ.it一 打 ること.-,Lる｡しかし.それらを£仝iニt

stにLう(=ねでしまうここIlきわ1)て々近'LレペrLでq)川 ･ttを

').い.H々の生泊の中で受動的/.･IF在亡rJL,きZを相/Lil.(I

とぇ施i.LWEがしてくれることであっても.(1分の.7u止の1J幹､

川IPf.･71.記物､Hl.かけるための･Y.I.rJ分の仏にシtを他 うこと

など.n分の患い ~1ってfl巳を熊理するすることは.rl分の

Tfの阿l)に/I托を的つということであり.uJ.し1=日本として

IT勅iることLl/Jる.

･1‡R･li tl 可LでくIL日と 世かいとこ7')でIL

D分で川舟lltrE'てさてく･る.,,JこしQ)と'7'/_･とt'.

Jlr即tの人JJもてLkrかしくIJい1う1-拭いてLJ

う■27

良.削i jflのいいて＼1三九日tlOfil.1.i-i Jl

lた.G祐11乱,i;TLAbqTで.t]'llV)ll～りt7てn分で

していろ16
･タ1Jtmりli こ3!}rP.tT(-)/ n分でiT.I'1もし
できLPHlrJ分で†る.Ab

球l± 甘tt書くときl二代う.jj

㈹fl} 出かL†/_ときiふしいさ･E, >1ユ ー･HT,
/JE,. T伽t.4つTt>てヽてくL/_ 沌′鳩 十Ff,寸

で'./=一 軒flpさ人;:エ∫tL.I-2

･烏..-ft'.んてJ.人でL.Aい>℡tでり tl' Jll)llt

て:1.. I.人でJFh LのをTTう⊥AL'LJ JT

･tン_STト三.rl骨でJl羊を比^L▲う.I

･Ttji'.I.=ALと.小.llSi.LらILふし､21

11)7;泣..in牙でJJtn-てIl 一てがr.LtJIhZl･llL

珂&･LIしてflっていく ぺ1と七_1.ンとか.1ゝ●ニl

tJうrLL,のtJi て●=山

f連珠 作某

日'JIで叫措F.･11L!':Httそわつて行う).(1妙であり.fr人

のii伯や呼吋.こ上って多LlfI.(.蜘 ･tTわLL7_ こLL;JのzLtJb･二



JL3JLJftAへのIItbtけ

時Jt3118)手tFIJのリハビリiFtIZIA

上}て.t]々 の二,玉の恭り帯や4:さがい として 輔 とL.抗'･L

こいくでF,7'･'J鳥丘での生活の中;~8tti邑い一ErことがでI

i.人5:11由か=_群 f.としてい/=こと壬Eは釣lJiうこ=は.

ZLi-のfl分とのAiktiを保つことL:I.･L 人C:してからか /I

ir-い岳か (,& ‡というFTLtt在社と自分とのrrT='Jra珪t

ft_ていくさ Jか Ii二'.･ること･,I,i.,そ して 比人一丈18

すこ-と'-くこういった･B始が‡7よることLi 王さ｢今BZti:-の

コ分がEl分∫一_く^るこ=/ijtZ寸LR負†f)こ.三二1.E)牙

eTitqぇ1=bそ87ここBミニと.二上って.を巧EiE!l h分の

m を托 .そ11をEl廿で再qE三十もことI:'.･L.

L.41-Jt]巳tttJli◆4.4分で'.. ,こちZlい

たつて王t壬こ.JJノ tL:りLlてい乙.･に一言

*書くてtらLf_ド.13テI:Lt4日も-とL̂ も.▲

･中旬 ヱ1って4年.ま'_まI_巧 ･..7しみ●二LてIi.

tゝI_呈+QL.(_い●P可i}心のi.i.ムrq■TJィ.1
のJLZiで句会.tT元に■代ケJlしてJJく●いLI)やJL

.･つLLたら.すぐl_'81込IT,f:.7√一山句(JqL.kFEI

書さけしてた*している.i手/Jか【一人書,2
46;tht7日正代わい IJく krnI～)か2ヽ ).Ji.

'_'う十I:qてから也の.'T.LLt'BnLAn }て5てく

れる.ねf+叫代LJりL=して.*礼の^*l)でりー1

晴上のことそ8.･ていも.!O

rtJLi一肌句書とJ.1枚G 爪Tt良人先J暮ntLTufの4Lt

耽り.Yセ(" 尤A までl二i,'.J･BEIAとJl･てLも 2

帳.AfTVJLl.枚のJP=思いつt./.･とIl一.tLr.÷t爪I.
にL/_tLlうにriのLn:JJLてjhも Il

こちらでは.何をするLIPlL/Jいの C.nT)うか/A
とtIって.招人手bを也′一/二.AIA†小iべ7ト1:qゥて●
はうTO)人にI､ナキスをlB勺で 私でエ炊人i ll ･て

いも 17

TVllPtいq見られT.-い T>ウ1)-1くりのIJbIl

_t 23

切Jl三Ji空貞ち見えるf;色を 〉(りていLが.(.か '+

か きまくできr-い.tl町;んtRサてI.といす●三〇

与り正It.ijEt+.I▲てFIIP羊で と 'IJIO や ･>

て11.･I･ふ IJJ=ヽ iTrT. Jl竜で.11【けJくEJt

か出-I.く'_-'て JrbrみH J叫 ■ ′1. -LL

まで lr.事の方1_-LH L■20111人>てゝ _I_l̀ ◆L1
11亡叫 lq

L 世伝

卯 L稚 カの馬 下しつつみL符Gの 人LEn.1.品 J.め(=

世LLilLL■のみをこ'JLJからでF,ち. か r二7､1での-u <

ではたいてい托Ji十Ldの存在であったは lて3.～..I-i.二人

はLr=ことに_-･'て全く正久71の立場l~tL拝 されて Lヱうーと

:).MP町L-大>{+ギータブ壬生ふ出す.拘人もの人b;打三(.正

ZiでI'}'.･く■r.さたたでは人､人に上ってIl仝_屯'-とそtiT.込L･



(713-19)テラスて4本の世話

(写兄3-20)自宅からIlち込んだ金魚の同書

(才人3-21)のぞき=EJEでFtL

ことII上って一色イ純 な文化の少ないJul_括;-)･いて.店ギ

I_正拝的(.-むき.文化を～えることI'払え､ktll水をやつ.'け

挺よこ/_Ii..-fろことで.どちらカ･といiば壬地E;I.･t泊q)中一.

n如 CAIif,tyJけてい7_=いうさせifTもことができL.千

れをI■{'てJ=十二=て_自朗 唱iEtLrt,._IllでJ)るこ

とが村 立=-rLる,

尼t七nd,､王手t'Lfq7>てさ lLrtJ)i.書

t'L.

S:王らFIってき'=花.つ_T.･r='巾がRL.(_.J7

rLtのススJt三TってさてfT廿でえt熊えt.･t.三〇

=サのiL花J自分で持1て.,t1..hのrit'･''Jqが

1l>て..L仁.Vtl護EZ;∫tl書.t'.ち.
-+ポT/.三L7⊂Art丘し'JくてAいが.0分Ttt

fL>ていも,4l
LfIL'fL=SEって.TLI一隻･'与ってt.I.ZtJEQで

もら一人と生さていた.書qlll■L/ていも.2ヽ

9nC)末にLZう十の書LTJFi･1,.当てAが全点e1

ELL･すく>1.:.今でI12FT:Lリ.)'上り.1人とitいてl
もー=)

仝_qJzカnく上.LIlてい乙 ち}つと̂八神小さ
..那.仝Iil.P'かFIうで1..･と '̂4い.ニ/.っE.I
う.全■[_-Lf)まりdやらJJJがいt･>I.1r;人J/
乃がかbt.いが.J6

Hl二見L,れlfiA･紬の例

ラ′寸 ナレビ 茶T 1-1ト17相,稚2
rtl†･柁･化だ品 rTJ苛u･

tL F]史 ･ノ-I･絶句 ･/l托Ti･

83)一句 ･1印 VL 切りL2･Jハビ ー酋Il

lft､ 花 全色

Hl他者との肝性形成

h.飴玉のコントロール

事 つF-I.-t'で､qQ)FJ :.外力:-中をilか八二.'つ=うlI

b人4;し11を rントロー～する血rtでuE3しまlき1pるこう1-

'.･ て.,1/' 垢7.の人;ニitかJ.I+い[_I/I.i/-fLTi:ibILLu

中古L=4せれ'+･･./I/一. といつ_-JiLiagPHL的'.tLi-1tr対(

もりも■J'Iで'Jく､ 撞 くの入官7Eの人t現ヱLII'=くrJL,-./),

土いろhJ.JbV一枚枚 に1才してのコンt･ローJ･もIのLtTllrして

tLTら1.ている,こ こ'.ニ:三.塔で三伯告の甥 でSJり他方のJJl

屯のtZ/J=JTもべ き空剤でJ)Lと'･う亡ユのA王りが見乍tl

.',(.a PE~E.ヤ OT,I.･でE3してLLう/IiIの人い ､,._ど.

L, スのカ-テンやスナン11ラ1tHlトで.外t:;JETて



T,3I ZTJAへの●eかけ

ぐ好ZE3-23)他人が入らないようにL8で■る

I等A3-24)tA千 ･テーブルにJ.るK書生FJ

I/.'二をiBう人もいる.王lL屯rl:I.エ_て托･',Il_ここと()盲亡感

･,)I.･がも-いう皇ユから丑のf辛労.̀'.†位rこTでJtラン

スtとるといJJNも見られL

+牛の1月土AFl二′,._L'Jlhnd人*VIL7*41t
て正史の中t-&いていりTLLLち▲ので.EIl=

E!Ltlk-.''/LSlrちfTl)tXeIIEl.く'.く

'_このrtTJ II.1てLtTのミ7.JIJJL J･-

1_Tg.二こし'__･11L'J.TII'1-142nut+.=t古･ILも▲pも8分tL -̀JT

JInLIEILL.:rLか}のぞi∫･L三で.亡 たの,I.がLる◆っ■JJL
･モーラス.lLユーち■A=>lLl_J)すLのAFいや :.

'1JL..ltL.ナ寸IlJt

t⊥社のコンIt)- I_,'=Hでは'..･く.niIか外｢出ていL

と き-世人のI三人を指,1竹:-Eむ上うl:.入IlJtltで持,Lと

.､･'HIIJ,!見られるようL~なったtこれらのプラ (′(ン [:rl十

ろ正JAは.+人の中で臼と5と広まってll_･lj11で:lrjく.他の

妊Il!Q)Il+そRrL乙.Lと,他Fに1ってんr):'八も慣tがある..

人qUのところ.~臥1内耳の人でHTtJ巾.'てイサ

メ■ILので.ひLもUL十でIllL-何かF.い1うI1.

9

入り日のtRl佃しのfLrl,あやさんLLJ(い4から●17

I.他屯との関係の捕集

他の人の店T&に並びにTTつ/=11.uEかが血U(たるよう

IIなると.後'をJflのしっらぇがJ'it=u LもことがあL】L■lEl二人

ケXl,1入れる⊥うrJ七7ティングはLZtl.:那.1主部川の堤をし

っE,えて),'いI=り.3.rL,q者のFlをせJtLI.ArJlHIやJl鳩の コ

ントロ 一･がr_･さttも⊥う.=･'jL.七重rlt.uヤJul'AQ) ･鑑と

い -,⊥11人唱r白身q)空粥であJl.そこl■:土地Lil1.H z.人k;

石の丘且が吸L.hきれてLLる その珊 勺で:jtlZHこりして人

F:711身かコントtl て す るIIAとしてCさかりていJニL_ド

r.･も.

TN.'J..b'▲ LLi JLll ~rl-17･二.Tヽlさ人のiP_㌔

r>の Ì'.二 足 土 LtてtII_ヽ 〇･ら ▲▲
･q暮IJ1-は言 古 屯 . J)甘.=そCqJ<rトi一事も 31

人I171こ=七 ;● e一旦 'J i:-.I_ ■とき庁～ 'J)
-{乃人工･5 'J ･ f 711y三でここ▲:～tTl王見て
ず.)て.､王 8 号 1サ′寸tttlていZ'.Ilがtlの
で.kIJLえ '_いくらヽlL
Ll_'AJhLZ･.{-･=もとJ7▼;ニ星人てt臥●る
rJiLヽ lさ̂ t*LHI,してZ'.LYさん′JtL:■
L首^てい勺ヽ7



tTJL3125)チどもやJEからの事tt七にAiる

(耳Jt3-26)以前の推J2でもらった色JAや茶人(=tl

らった人形IJとモ枕元に■リ付ける

IfhJ､!王らェ.I?_Lと*も.rLl三l1,1がく1L.'=も

巾.6

耳註l E! 毒してくれる▲'｢.だカ,tJ･ーろ1で■l

JZTjTdEiAを7Tってさ''<･るJL hと-4'.YC.

'.;FZRd)人王EもてiI;fかし一'.1,■う1_耗lて L
う 三I

J.社会噺 if

tJiL･､■tL.･li:人'_･と.B骨iニ弁才 &ヽ何件:_1る人

からのた 78や手作りCT,Lの､写Rや手も 11と.ーi.JJ_軒招き

†こと.3でき'-･くてL冶び付きをまじ乙ことがでまL上うr-･Sa

が ▲戚8;~見えもとこ7).二よくきち1していL ZLかからのe

IlgIの▲与J正托その人を鼓し出TaT_'Llで'.く. tt;-拝か

そし,I.･中.付かしてもらったJlとい >1=!tiA:事に r,I+･ん1_鞄や.

ムLいエ1人･お掩いのbのに1ってつT.那 ;7iけこことがでヽ

る句会t,あら,I/量でとくに多くqE.JLLのIl.(蚊や!; LJ'

乙い:まtLTilLt.･とのTAや､汚ニノが人LLH;のrjJににいTL-2/∫

i-てJi.T-t.はさ('に思い入れが 誌いもの1_那,nL=岨えも

と17).-爺らhLという上り.三抽 トのdtrJt'‡-J､仰l●LJhlL

ることが多い.

也がlJやTFって>て､手よ人ILケn てヽ ltr.fn1.

和子は つほしいと71つT_F,.7仲が4,JllゥてLtで

くれた.?
･父,,(ん(良子ll=FlってPSっ/_叫りHLIJZ.花.iaが

什>てくLtf=十斗J巾.9

℃ilのひい二j:bTか >てtも人Iit' ▲t,T,んAt

lf,}て.1てくttl･..9

･q_tl三珠方正でt.うつ.I_.JI町.～ELい/トb..h ′'L

ろLらえ/_-.TT･バ上もAl!.'GでLら>′-,良
甘句の先Liにも〔､サたカレン′-.i
テレビの_tL=.書6-の71JL JiyのA7のF払 ユ1

芯のLL生FlのlJ/ f:JI'.いIJH二Jr _ll
･T缶p⊥og.'.TTt:･んが川-てい/.ので II tI

r･tF てきT=p7IJLr◆ ス..!.Tヽ ;Arr也..-んL:

▲tてい･}てT >てT--こき1.._-A;1t.Tヽ _'tんN.

:I

-JFワLli･T!3人'_A.llF8Ei.SbLとJl tくれし▼I

'.でiJr.EPC:12IfCI,AEJt●:1; .ふ くヽl.i.
三8

日lI-tLち八!=i:A･紬瑚

tのE13し 人rLlttZ 汚P:XJA JIi'I▲■
▲'lfIJ77 テープ', ナレビ

fiE t8 7Q 7JA I.妊いめ苛



れ3t JllAへの■書か す

l▼13-27)舌Peみやけの書い出言いtAやJIb

～ qq的N焦ti

～.■圭との払び付き

n*か･& い訂 †でき!.:菜AJ+･と.'Li.きま.r壬'.ltll_.い

Ehや托tAがEi込ま11.三r=良書ft>riこことrIl)r分の

亡ユAタイ-･の-&と`I.･つて.､も.こう,I-J/.袖が持ち込王

Lli '!rLTで.これまでL=㌫U:Tいて,､,.=Ll分 と廿 とのT3

t!和 子手芸IL.tT占ス7イ</.=117itiこ ntiを一.I.I:-T.

▲よの思しiEiの品･巳との畠 {_ど.1.むiQ)生1BfiZkL･

Fi<わら'-,ll/}5､ 才iち込三1.るM Li少'_･ヽ▲が.点LO)持牡

ELL出と巾さ合うこh=よって自分の 丁イナン7171が持i=

き11.ホT=JAへの虻 の際の-つの暮と'+i.

lf'かE,(■tl与ってき'_.I-fiLJlと;I_tLい′･t.

ろ人 ,仁のて '! てくるtJの1-.三九tJ与.8たJ,･
･ノ> て ,ゝI_･たII J{ rの-′･トL汁.1んでLld
Jtl.51=lS年 子1ノてい1_()で.IlrHL1119/_. ll
li√L=二ILじ･p'..･とJtlllJ/.でI.19

3EhIQ)托ifliljli人l)∩,IhIの●^とTLlmr.J77

/_か )､きいのでで′/_.叫

タンスは何十年も.タJス2トと左′′スIも.104-

1じ/)l:わいてbち (_I.の●41

1-LIL人形】甘('AりJt(-い .I_''い正人でい/_//.

lLt2･tJI_いとっといて,杜は仝虻指す+ lH.-で

りすと.1つIfいわ->,I_ん).E.JLzL■tiんで/ か

ご て..tr=,魚はある/_-IJ tAうーとE.:(+i JL-

,ql=うちからす下ってきた.也

b上の人との姑ひ付きi･'7-iす17良などrl/当11の同好rf

を■1ひ桜こし.朝時の自分自身とも向きt.-うことで､n')のT

イヂ ンTイテ Iと有托L:同法している Jl甘II入部'i物として

)い,込1九,中にはB =JlらLIL虹rliTIL･りtI.なること(.F'L

且roTJ-A.L丘亡く'_>̀I もコ氏.21

との写暮.三1年fiL:I.くJ.,I :～
TTAl亡.ち▼んとiL▲J

TjA･18TのT;JL7:いと事に1-■■■●て亡く'._r

b

主の写LlLこせ土∫書フてさT(J"I )○早くLいr.hlI

A qモJT▲こLI_荘L;'.るtさ JILQ五･T. I..

17

lヽi.'rj,Ir=7:地 誌の8!

B三='のfA JLち･写ft tlqL Li7f



■1JLIrlへQ)LpqH1

･三∠==
:一 一一一--,-:I-さ ､
■■ 叫Il ~＼仰 ■■u i-
-◆-1tL*さt l■･一･ ■JJCLTq
寸-ちl_tTV一〇････r;たFttlI3-14)をtlの持JA鞍一人dたLJEZtltl

I.::-,:-I:≡
1

1 - '(. 三 亡1 7A
豆 ま き 書 き 手

◆ t:屯7JI8lul一〇一,tIll〟 n

+ ullI.托

(En-15)r空Gl的判官かけ114もiaみ人n打恰

∴ 一二

一イト.ニー~L五一一 ････.I),▲.̂R
l●- 1と

伯 3-16JT三宅rl書とBLtlJ一人JLたL)e血

3)各tiからのZfgu:成逢控カウントをTT-lた 各号iEの 一人当′qLl技の壬坤 をR tllL-示す.全JrJ?l二Jf蜘 声Iで:lJ･,J).入官昆tjLら叫.書二qQl時点まで:三やヤSTのカー7で上F+そfZl†ていも.やや叔打ちt･.

I.'ゥ'=恥キ三河-6Flの何に全仏桝 の̂タかqiE空けiが

i.りそd)I.Tもあるilr)かーLb年bJllはJtn.TL<.とヽ

1-11王統任を有十3;.二E3して1､きく丸タしていLニ トがilE-

九L.丘丘ilぇ亡上って信号の泣Z!+Ji化することだLlて●ヱ'_I

く､h'折空死のq L_L7号fi'チていLことが屯J-1tも

古ti=とLこ,たをC:gl._.二!ト､込入_'.人馬石のfl舟と.

iH_法人IL'人ひとり当りの貫Jt･袖ナiLLの屯田的tIヒFJ81lヽ

-t=lこ貢十.以Tでは.これi･I.と｢.1号とVrP･rH'上っ

て併重力fz舟の41占の艶色とLて安'起し'=空qt.I_之£tYをPI

bに とに分析する,

I空r'l的伽きかけ (図3115.16)

El'･3空mにLk々 lJ.･rLf具やTbを4'rち込ん/l】.TT)か■ttL

UlI.*きかけることに上って.自分にとってLi心地のいいT

mtL汀.成すLdほである｡

1=JRコントローJL･liぴデ′ス1レイを1ト でいる人FF名

の対合は､叩Mととい :-7､g;[一対IJLFLr叫,jl●ll.あるいり IO0

%と/Lつ 1=.入坑Pi一入朝1=･Jd)jiらJ冬Lt■･itt,柳刃】L.TP蝿

コントt)-A･がi･●r撞く.7~ィス1レI/'ERL■LllIi.かrJり

#いÎモボしている.入k;ZFは､班亨?:Jqを研 するigl.'L~

上って空知のコントロー,i,の主各軸 【n分であるという丘Ai･

A′J乙.iI=.窒伺iAりけり ■_17rulのIfヽ '̂一加を川 t.,主1p

-と;~上って.他を二.まJ2うeJ;tの祈1生でbLことIJq空きJl

a.

む きスタイ'/t=/.Jt'Jr/.=t･7テ Jング■エ Fニi~千三年

JI経でIlはtJIJL'-1いが.入居√f!17.上竹わしで)ll.Li._'tJ

r..;,lLてい之.これ.二上りtか:為今T.,亡に コが屯良 '.lLも

こ とに '_サ.この正号モ苅IJ･ヒg)Aこも'.･イIう.}L'こ ての2

月 でム L こ とが も▲=-JL主上うI=1乙

:の 上 う fLでFq.78さかiTこ} )て.L'有のTJAを 6̂;

EI:■ 弁 さ･f乙 とい :.ね足的･'_･て攻の勤王か1_･さIL乙′■lけ '.

く.AJE古B身 が そ d)三井のコントコ .lil,!で■ノLこと''吐

出 1こ と:I/Lも.



-T.-IllLI:I二
:;I.､一一一-1~､呈3=三言妄言_◆-ItJ′■-▲J.Zi--1日工rrJTl､託+叫A工人託-■ト･■=人払(83-17)rJ人的話力J持ち込み人tltl虐

-.;-iI-fI-::-I;+liFlコ′ld-t致･.･8-･rlLl亡qL/1ti--旦Jl･rLt･̀.'ト･OlÀ !k(b3-18)rt2人的.古物J一人当たり点M

lldit人的浩一わく図3-17.18)

信空重Plというプライベ トTJ:で四の中1m 分与官PE

L,他者.1人手相rLくtfhLたlつrl分E,しいはJaをTふ.I./)の

和牡滋味である一

l与Plのコント｡-んに関わる軸El.打Flのi2相から9d

搾在の入居吉羽 ‡ち込んでいる.店JS竺内にRitqIかjjT.追‡

)LたJ).テレビやラソすTLtrがわら込まれることで.r一分のり

if_･叫取 ニt/▲つとした欲求を.羊f=すことができも.それIjn

分で自分のIl,刊がコントローt･できることであり.幌劉 二jす

ける116の3=件が自分であるここが杜ZZきれる.

自己や社に何す乙詩も9苅事呈壕の人Li;桝 tlH,込んて);

り.壬‡ち込み申ttもかなり増加している｡rl分のmO)itlJ.化

tlや朗‡いあLいIl外Ebの支肢など.山分でで>ることをl相

で管理するl社会がLlえていることであり.lfrLのあもn正し1=

i付とLてのFl升がRいだされる.

定しており､特定の人橋々t二mら凡ている上うであるが.その

人fこちの･7.ではす与ち込み良識がかなりぷい11代をJi;1上--1にILつ

てさr=.笹味 1占勅lこ携わるJBとしてのI,S左が･米もlに允ソーして

いるのである｡唱宮内で他Bを竜.よせγにlllJlなりの帆 J(･Tk

約をrTうことに上りで.自己という一人称とr･'11もfすい､今確か

にこの上うrjTE軌をしている日加 †尾.Leでさる空l川とf.る｡96

年bJlでは.人手kは榊bLlしているがけち込み汝はdlJtしている.

これが郎鼠もえのCDを受けI=/=わかどうかはJi:かでu/.･い.

如肌物を持ち込み蛸 をしている人も.少ないながらも

,大rJYEこqlぇている,人P:首が紬 をされる1_Llの付Ltでは'/く.

件LSする月として洞わる枚会を旋朕する.

こ71らの中人的活軸に上って.F占亨が臼'J)の晒曲をする

場所として丘▲さTlるt何時t二.自立LfJZ,事bの壬外としての

rlJJtを見出す.



U ■

1垢

;妄壬;_Ji
-ヽ.tLZI
83-19)ra会rJt書ltI与込み入ht合

一lI-: -:-:--LIZE=三~J*ロ■1王至王事1ーrfつ.l■一⊥Jt-■ゝ-r,.乍Mt∧El+iVIIl{rt(由3-20)rtt台的d)倭)一人&たり点故

Lll社会的Pl体性 (田3-19.20)

V,tにL,l†る色石と'1喝坪を人k.T.口ら正tiL,円捷i

コントロ- /し.+=リ,あるLl.1デlス1レイtL二日 ~▲>亡.

托会的1.･つな-がIltPtつrLrJの取邸 氏でf)乙･J

t方の佳人や組 をコンlローT',すLBは.一人1lJIl

I:稚ZJZしており.94車11Flまで0/_'>.I.ものが1七年bnの叫

点で▲ZtEtJltの人に見られるようLf.･L.これIlEf.JJ,ll

もqi才にlH~る批 r変化して.･ることをJiL.｢牙の亨河の

Jラl′(シIt守る<く､不frT是Q)ft吉からp-かL･1-り他称の

Jl羊{_･侵入tmL･上う+J工夫が{Lさにてい之.

号確 の人の&同を℡壬Ll=絹T.ムノ･i,iう人hlI:lま181

虫でほとんど変わっておら1.招く把かtLLという托拝i持つ

入店EIl舟と定されてtる.その鵜舟.屈'&t'tElrld)空mである

というfZLQ)ZSまりと平fTして､特定の出石l二JlLでl}E丑 が

ribrulすL･されるJJ8であるといっt=eitEが強くfJ巾､LB刑占

｢対してFCrかしく/.か ようにIL栓をし1=りBJlけりをlる.

lI_初Iu怖.一対する正対のたわの七ノテインタやiAJlかJHJ込

111るようにrLる.病室が村 を定の人引刃許し.耶r'i:の人と _

入代としての付さ合いがrJされる空何として比丘きれる｡
手札や!R人からの配り袖や,)Af.LLと.絹しい人とのiiTLI

l･)さを,I;ナ13ち込みは96年2nの叩爪まではやtJLY,加納和で.

人fdL;の681近くとなつIJ｡rj分をとりまく人々との巾'.ぴつLt

を示す柵がJYら込まれることに上19で.慌J;'にい/I.Lが(-その上

),'.･人々と1.5LFついている自分.tt全的1'Jtfftの小rはれ-}け

らtLrJCE分をqF芝することがでlる.

杜全紙F:l'E,張を,Ttす劫のうら.他Eコントロー LJ▲叫の.

他店との何t引■きおよび杜/,:如砧U付きL'河')る恥1.RP止11
え11粋人去fI/uTbti少していL.ZでLI_.瓜碓+iがfWlでh

Lと.i..iないが.I=租が大きく貰tI..+.:ことrJり_人rq和

LU+とrt,Llfを与えることIiぢえ=れる.



N F絹:的恥任ti tE司3-21.22)

jA上とのつ･1･が･Jを示す与Iの絹 t.込み､1.5P,tlLTて

宅 .てJjrJ.13よそ手放の入官昔がjAL-=のつ1+･がJ)t広重L二

:/～ r一 舶 .t,Lで1.ち.一人も!;.,叫 ちか 柑 三相ヒ肋 を机

でいも.Bか･.稔っていLi;艮千旦い出 丁.a/-･とJIZ_との払

T/つきti=ナBJ..iJiち止まiLこことL-▲ってJl爺の生滋 Lの●■
jtだ1がで,(.九.FTjiの圭化に咋うギ▼71をそIl:1t'J2けT

t=i印 IQ)LPて生病を夜LTてい くこ=亡tでJLlもっとか1ql' Jl

CEH -21)r昭 的『年J 与込み入a廿会 Itdit叩'f軽こすことにID且主とのF7:任tiのL7)でEI51tlⅧ

イけ､現在の自分とのすりあわての中でJjil<_･舵 すL tl･う

I;/㍗
量妄萎三富;

-t LirFI一旬■/:I

(R3-22)r一考同的Zq伴J一人貞たり点tl

{長 的 'J■軌こも大き'JiZdをY'.f=寸.また･.井や打保の万免

rLt'･*F,代とのつrJ+J'r)を示す7g;; 上■て rl甘,I_-IIで特t}

I,I+いtt叫 qとの丘雛 の中i二むせをnEづIIL -とがで

Llる.



4)執をは介とした■人的領妓形成

lそはすとしたF重lニb'†る■人的両船 Q)jelliモ

デー.･d飢二畏ナここを5tA る.人はqlを■して我it的 Il会的1

4｢■さか -.また環坪かL,qIをja して f̀'LL･rjF巧)フ1-

rパ7タさtLると,Lうサイク-,:;上って.その人にとゥてF ;

のあるだt射 切抜きtlていく.このモアtl1 -lVのtI屯を托

qづ･手ふと.田}コの上う▲二'.･L.このEqか=▲.可叫山上UrEl

己の色托のニ*tlが才かU上がる.

JIt.pl.1空fC細 さか ▲こ川は会的河佐ttのサイ7ち

に1つて人と相互l~5､五Lわり合いTJがら排 きTLこいくtいう

14-と.人のIL1人銃講hとlヽ｢暮IP的rq任tLのサイケ～の行

われるJIfiとして■くというR苛と.:i.>て.:jlに五:･F書り

さ1i. 一万0己は.L空J 的t..I･かけとILJ人約諾叔lこ上っ

て*与か Tる上付としての自分を見出すととtJr.川 ILi一能Tq

甘TlとTVFi旬的同体性に上って1上倉的 IiPl的つrJかIlの巾l二

相Wづけちれる自分を見出すという■AJがf′I).自己はこの

日仏性｣｢開陳tijの二兎性に上って7イアンティテ1iFL立

することができる.

これらのVldlは切りI■されr=ものとしてIrlE･Tるわllで

はrJく､l可削二起こり/Lから互いに強化していく柑tft:あり､

このとき.人と現姥とは物を輔介としつつ一つのシス17-I.i･形

状していると肯える.他人的故地 形成のAf土と11､人と相JAと

がそのような分かちがたいシステムとrJり.Al人lー1･/rTeJA

が掛払い1･')九､同時にd人のアイ7'ンTL7†カErJHtL

ことL-▲って.雪印がD分自身の,G定し/こJJの■上帝と/Jも▲

柁i･,1.1.このjA椎において■三.紬を1｢し/=TTJIへのfLtかり

とその7∫-FJtJタカ不 可欠であり.それをBT牡:二十Lとい

うIrrで.t号の果たすl紺 L1人.=tい､

人白 dr7Jシステム王tltL､レ
E三≡≡習

rlt人r)ユ動 lまれ的■亡かけ
○ヨ耳≒妻㊥

IVLIRr:Il康tL 川吐B的 K CEti

>bとなるZrJI だJ&壬れる gF淡

島 垂 畠

(百3-23JJEfの■人r)?tlEJEモチI'



4.居室の領域形成 過程の事eI

l)可批 正のJtリエーションi.

屯持て述べた⊥ろl二 l三 .F..SbかけとJIJ人相

一〉:" (.8,. と･三･自ら叫 に書きか ▲る上一心として吋 かiW ナL･iL'
ATOZOJ)● D Ztlも打であわ こ1Lに対し川 Il全的珂軌 Llヽ月 宅的打払

▼●b
●l･p Jb '1こt◆◆ ●●

｡.I.訂.:../ p ･- ao l〇･TIzDJOq SQ
(F3125)94年 11月

)Zoo)叫●●l

I o)I
o｡ 7317.一' tLWn

o .o lSZOX'q 50
(向3126)95年 3月

rI

一 ･･1 叫.
) '.i- ● こ'

｡1 .;-.ii:て.一7'r ,M 佃0 10ZD一〇■IIO

ttとEl.比三的 -EFJq的つ'JがりのLh'Eatか^1ちIL,=Bかt･

a.B十JEf!lニ同すL祐二書える.そこで)とlltt2とrJでr上

称th.‖こIV とそ王とめてIra佐世Jと･rTnrH†tLJrr･]

任!し そI､ぞ1日こE3わと籍の見放をそnそIL銭■･{ヒJ'こr1.

HSiとしたコとは人の入居古の給rv･ti7I捕桶=とにtL正り

りI= 也}コー28.ここから.各人｢打の仝1▲の小でのlユZi

づl■と,文化の追f2を見,こことができL.

恥年2nrl.吋の塔茎のIITをもとに,人材Et~lL唱ii

のIB;AuJ攻をJタイプに'Jl世化しf_-,IJILtm l内払'.1..1叫

MTI.もプログラム匂,である.L外Tは.空耶rlIしてL什

仙 二tbさかけるととbに.店主での何人的fJ占軸が†川 ･巾にI言

でu/jいが.ft会的舶び付きや退去のILBH IVJlを多くIい 〉込

んでいLyル-1である.1ログラムr.lil,jド一迫JA柑t:.tも

l占11のhJか 娘 があ上り柿帖的l~rJ.されイFYlp.WA廿かttlり的 L-

りである｡

これらの組では虫もtqrtk㌣ '.･EILi持つものでE3rJ

い｡人IL･;名が蛎食に抄をT,ち込ttという形でET攻111してや ゝ

か †IJiln.店富:ニi;いて屈主J三嶋をこの上:Jに¢ LJprりてい

Lのかということについて.JJ-1L追いを)/)かふrZ(そう

とl∴･ものである｡gi'Lも柏tJiふ巧T.ii芯qjrL事少が語JA

l=対して07Fは かけの住宅をL王ihしてしろと.1甘えrj

ヽ.Lか j;JJくとも､.lL′'l二何('LいせPT:~け 亡凍

軌二TEをさif.)主人で'.Lく点に.こぶいて.との上う'.･78粥 t

らAfJL7_上}IニrJ.Jて_U=かとい1こと.∫.良書ilL,AI

も人Pl句境のRbr,方=官はi:Tq怯t.て.ち.おr,.1

ライへート7tFql~おりLnと*J.I.I)i,か(.:tか1HJtLとl

I7うLちq)=空かれ Zr'





れコJL 廿IJへの～±かけ

≡:2.,/
ニO Jn bl

伯 3-30)rJE任旦Jの特内r3t叱

二...㍗.二三蚕 ::Ll020 JL)
咽3-32)r圭少軌のr絹rlt化

2)77gLRidEタイプの時局的変化

1tlyラム l以外の3タ11=とI-.れh'壬の.-Q)三■

上での主n:t造.)てふたものが民}tr 12でJ)ち.同年丑とf_

tLm F.それそfliまたね--･f化の退堤を亮iしていも->かわか

乙.Iは空は可馳 t示寸話+.,･あil】増iYLよじtlとFtわも

78iLとJtLl巧ZXlしているのLJtL,Rtt屯でJLitトTIL'Rtん

hlーエペて即 ㌻卸 こJ7任ftt,17<十和 fJ:きくJLヒ■ていもので

IIL.つまr).t柵 .-どちらの宅i示して1.乙か--_.I.さく品

Sl見られLが.JluIのLLdで.三そ1一三との差13I.く.人C:任の

tl占の小で･*苛に手招 のJ=るT=gtがだまされてい ,I二とそe

l.寸L.Ff何ヨI∴ 主外空 ･持続勺のyr,ちとも.1*.′.All_Lも

のを.i,るいL=主/a ･陀怯l O)′tウノスのとれF.I.の壬y

t･- ピンyLlJt.のであるが.生TL:Q)jB打ケ見るとそQ,如上▲ニ

rr作聖一的なk,upさとr同族丑｣的,I_･tLさ/JtあLことが1ノかも.

中Pq唱l11さら.-ほ維/J動きがJLちJL.ヽrLJ911はじ′山 とEJE)

対内的tl＼nJ71jにじ/)は上体tjであっ/こもの/Jlその抱の赦.,t･

二LLらのJ/-}フに上る各人JR古のほ正づけや封 とのプロ

l･スのすi敬i･措まえ1=1･で､次に1川､的なlH小 一ついてぢ14を

IJl

l

l1

'…穆 ユニ
l(l =0 10 y

(EZ3-31)r中q 空Jの持前r;(化

ト

k[1 bl





tL+-一… tjIt_込ふ ZtL:lj1-TメIJl◆.1I.店主hfl

FLLLハピ.LttてLJ,.こすL'_･r名主わな4{_*T.b自分t cノI

J･ ていL.人InEL:ヒn牙で事く巾人JiJtと■.花で'_YでRりt.

1◆JT分のJE& の十リブナlテLt血tと ■ い 牡山.L,_て(rI
エ1LLと'-･つている.こ∫らの人73十色kJLr.I"'!●加して～もLZj･

J)で'_くチR,こきlヰてJ.I.JO■いて}･1_･り 仏IJJ)缶JLttiえて)I

.IRと.守FへdDlA程的JJ■きか IでhLととIl二.lt点とのりTArY

イムJ'Lつ/.が巾をelしていL.雀ItC∩二暮t.fJ分で止′J.)川 .ペッ

トe汚;､萌せ. ベ 7 ドサイn =Ft.Jl白>･JJ′与■ぺて■く. カ サ

l'′タスADl王丁†スプレイにも育1立つ1う'.入IJtBI'(く/.ど D分

のllIIスタイLl=食I′せ.I.･七 -/ティノブ<L上してい心.

T ＼ ケ /-i ･ け it t ･ ポ 7 1 1 ,羊 tJ七 . r 書 f LJI 暮,込 l It.

AC 壬 の 丘 丘 が Ji* ち Itて '.･る ▲ 丘 の ス ケ ノ _- - A ･と Li9 IL- 〇 分 の tt さ

I. と .ヽ 1ニ L_暮 す V ./. +_･Il 好 一 '_ 丁 レ t:'t rJ _ 巾 Eエ ロ ;一13 ^ 1 I) I. '-

い と 5 1 土 r) で ヽ t l う _- I. っ て い L . ■ 丘 h 持 斉 や EI分 で 岳L L l.･lJf

t 人 rLL こ と /. ど . I_ ど 8 分 で で き も ー と L! 8 分 で fi ゥ て い も . h h

〟 (_ ′ Jr q T L チ 茨 ;: 円 t し て t.ら -. ` ~ ILち Q}コ ′ I LZ - ■のFlql

i JI え . i ) と 托 也 G7.:({ h ･て . ･る I.)が JF ･■)中 り己rIでJTL19

I;.ヱ + I. ム t J.入 t Ji 土 日 刑 {1 _t T ヽ ヱ Zi と_ての伯JT=ムI/.ち
< く 事 【 ′ q 1 号 ft叫 't J'そ 1 と _TLもfti;:i.'Bi)t=伽 '_千
7tJL 6 t '_ 土 I ･'_･り IJ 8 LJをrぐL:■一甘/JL◆二′,のノ Il*
R . } 正 月 ■ '. と b 絹 えてb勺.JtIF上かB'～r･iElylTrl.li&L_て
い L . 0 骨 で 作っ.I_廿iJtEtii-してい■つて井･,TJI.十.LJl.
て い るD骨をtLでさるt.のとも'_･}てIi_斗勺をdち 1わt'TL

I.ztユ'.とは.王=･こEI升が.ArI_.L王,UそIがI･会lニLAT,Iに ト
いうJZP て.EZE7F/iE)qLZと二つていも



lltrl t5

人りnr)ヱこL=8年Lt朗tr,ちLPL}IL:'.rl.白骨B身のtS

AG顎としてTq宅が丘とのAJtLこFt入Etもこと+L5_Itしている.

店子l.'1人の出^Bが^I hJEから一三t!-叫 すt】丘ユのた1千七

人など 王JJ▲L.T27qQ)を人l二もLi･'ヤJqきl､も tLl･-'のJLL=JZtや人

It..Jr) rijL才の4-年でもTなすことt̂ 毛.Jl_.̂ Jrユ()bり17

1†tiそうい Iた他人のEl壬も叫 Lf.I.の上t,/.)ていも.

仏も.raiFq)と牡やAAl.Cl=白骨かdLJ2'_り1-rlTl.'もって

JIらT.外か ■句の人,'_らとのつな+,lr)がJ)Lことt串r一.のとt,

I_ウてlる yr句の九生一二もらゥfJカレ/Y-I.RゥてI,ち.'1Iノの

すlニかさ･ ていものは.inのつくってくLl/手zL人LLでJ,～.モ~t:は

暮il且.りのTkrLとが収められており,?.瓜とのつ1.1日JttiZでさL

tIQ)とな7ていろ.

lirq的関知エ

アAt4(三nから仕っているも07というIIH--IL入･7Tから

州.Lf_ものがほとんとで 過去とのつ{.かfJをJTけ ものはblrlkらIl

1_いJそんかf'でZ■のアルバムが点上の思い出t吋uF.こrL.のと

も でいものかtILIl./.･tl.





Flt壬t丑くi=れ○て)捕.一つかilitq-=いといJie｣■サムL∫rJhQ:tへntl･らtAtz手ち追tzとい1ことはu･''I.I.い.q■と～L.Il=jtliてき!_I_/I.YL鼓ケースをTlt.法人1,1■lHLち小さLl+■tt.･バ･Jtぇてき:_ギをEJfでヽL▲うL'{_}!_.ti叶t.!事E.止11捕吏/14tをAJ'+_･り.rL<･iirJ.rrAりilIHJ寸L上与l=I.Il.n紳王Iとしての王JLj)41,1LもtEII,ら.

二 ≡

Yft▼■Li.ち込lIt.そ′Jや.山方rlIき'.甘く叶いいいJt人Lて),～'.I,そL'tA事の吟.-もってい･/,q上白iltti一任～コでli1I_qJ)(,人士一一JJiE.ことt･うつ-･lLr_い14LTスターI,I_+.tサこすここPTTも羊い事ち込入iLりてる'_>一.rrl土のtFJlt.I4eJL9JS(I.ってきている_tをjL･の之JFt力.I.̂t払ら:11ててヽlJ'>'.ち.I.ll.■月L=も=J'J一∈=TJlて古いで▲もtLH′･L:8-_lI乱れ▲:■いてJ'=七･机Jr市.二三JtlてZldI･LL与L:I.7I..In廿の▲くKtI与を手亡こJIくr-t'.tr･■1.日/.さJtこLもJL正也{iL,5ql三とそのjLA士TTlrJlか八.I;壬でのr.!.I.JSJiと1･,}ていも.玉tlの引1出して11/-ト七七〇 ヽt)ことへtrql=fLtJ壬勺1て書li/Jていも.qiIt向き'Jう■台tサ1.ULILIt0才iキJe~>る苛とし/I>T.･も,



8台rlA任12

■=rlltLdi

≡
lL._l兄牲ti

C号の人一 tiJtのJLZl'人 でI+17寸4_ヽlfいもといA
LLt■.･T B如 拙 L:̂ つてこちIL'_.･1うr l叶.二日ことIl=:I
rt巧て｢(.て向 王+_i⊥う1こするJt月Jf.1･FtのtL:いた,t'･.IJ
が1(さて(Jib.T･1l･′手てLIJのrLJilJIfLLでLt'_l~J･
t凡土Ltって.Lる,(.-亀書の上.こtl許nTrtVIttlLも11に'.･1.
(上tとの)むが りtJtl,･起こさせるbと/_つてLふ.

叫LqZY.rqlAfT･
いつかrltL:ナ●わざ_.いといItJlのttlLか これJでの牛泊と

のiL的tlを示1}う/.入rELI=ときl:ErとかちLiLノ止人/7vJ.:11とんど

F.い,ぺ ′トqlカパーJ.'自宅かちりらふんf_初で小Ji欠小乞いjLtと

の1'Lわいト+わで̂ も.





Ttl-んやKif,81人のifC.してL.ろLのも事しま1.tラ
ボ7タス†･人'Aケース'.t'.tiホrrSEの筈Aがq▲ていも､一h･Intt
モ:二lヱ.lllのqt仇Il-I.らっ.+=色丘で書状.7'LバJ.I.とt知りlJJ
I_.ill.こもりつrr花.iE≠･(,Jlゥて.I.I.fEの人1,/_とtFき.V:軍

Jln汁の1ペ スということを天示している.こJ.F.の■u l･▲L=JI
JI¢Jうごとに:t如して)川 自分の虻淀EJさ王艶′'fいL.qRl:こ
.1払DのALaTのtt.廿の暮しJ.拍子をJLniLE,†aqて1.llJLF.石が

ぐ′-とさ.:事ん拍子と'_つている■

tとまじE.･三一ろ;:1才LJが､くつLt寸∫てJtqBZlnスケJA~LこJy.-.B廿の好き'_･とき.:ら..と女-ちIL上与L=r_･>

TLi.rl骨の叫のA#ii.EliTg;TFを1っrB廿でしてJl■ 外の

t↑QLl干していL.71で匂Art.レtナプl二人tI∫HIL'LいてJ

くこと&lIt■JE壬で■･J?もL'A..とてこ=事こ二+_.L



人I

ti魚釣TZ糾

重 くl:tiんでILや小u ゲよくJm I4.Ju から℡り`∩

Tllその IのE村仲として.ihqFtq ,I_とき.斤も A.､AのれfJい

.'.と1;ニLらつ.'ITtItAムてtdt.色上'.ピケ托iJAM けて^h

fの即 事.■Z14-Liで自分が -Flとして己′'=,lLてい′ことCPR示して

■も7IでJ)ろ与●/R人の杓ってきて(ll..TTL中人tlr.とし～ JiI)

E)5rq)けたわつ//がIli-点してヽるE.

いPnt玖ll

lの人形■1日で.こい/=ときから179てい/袖で.dJ.の℡い出

^ふい.エ■qJtt示す軸とr/つている.ZrEFl点られ117JA.jTlいとさ

.:亡く/_>r_包丁のTAで^る｡





大仁汲.ての人の枕 てt )でいろりtu ム'JiJr I

とfナjqt7Tってさ'_tそ47稚さ･,;二Tfい足し′_川,-n一.Jt >て

一心JLFLtで虫t,色tさ･',･王らJtblうに/_ 1/虹Ile)村qEElb分T

MqrTl.(_TFって汁.･1た人lノnT)ヱl:LIEt そLS で叫のNtV,･りす払

ぐrJY.馬手のTBlのコ/トE7-～t77つていろ.7IスプレIL ll

P･u丘花がAちILでいるRtでJ)つlJ.7.仁とJL,i,LJtJで1∴ ･′'ん

/.人からもちっ1_事8/Jどや人IJr_･とをTI>てさて.ガラ7-1■Aiって

い心..=Itまでに■rlい ･つたこと0)J'ろtT.SJrやlTr)暮の■顎/.lJl立

てとこ71にZrオLI.託切のオ1JジナリナイiR/}ていL E3ll二qLL咋

IAの!_/】､Aiiの九は子t:血1.呼の書い!.Il∫t1日,込んでtも.

T＼ ナノ71trIもふんで B廿の!11'. ▼ ▼t_■ktP_
Lrとかでtも.1モL,JItJ込jlu.E_)とAt'トtLr.+Jt.trこ
とがtLtL.r-t.i_'T寸で玖･〉て)捕 .B人.ニ?II.I_′lい'.>tL-
LU_ーとがすさも.itl･挿キ'Jt'ご白骨でできもーと.:I.モくく由B
で十と1日こIていも tT.の点■5･Lポ′トt手事ちJhLで.tlかIJL
Stir'i′TIl_I/.IrJO入ILで&/L▲う:二'_･,ていも■■'-ll
～.}>Lt,こ人t.･q拐ふjttLl.･DL.丁.′が.tZ=ではfll.して､
I.L 亡も寸.ちTpエniLt!t'.立入できて.bl】■玉ti'_tlらTt)
エ03JLRtB/てヽ乙



ltnjTLI1

EaLやつl''･丑の上tl三組 を払ぐのでは'_{､IliI,の丈をL7/ト

JJ hl.←TもtるところがJ.いので.rLlfのGJZ;I1)てLAP(ことの

7)か事い まlJl舟の),H..さんのElをiLl:して.見L'IIてt.kTJ.しく

/.i.▲うl:tTJdの中をlちんと玖いてJJく F≠いい恥二n r,JLんでいI,

!,熊ナ スとプラスqiijlの人か たっていLのをRてJi川いでたりで
I/_I?n.下作～のごJLTnも,臣の人の作ったt.の.二の[ユIJ･lもJ.描

いのJlモ(i'tJ'を絶ってい7_りと._人のIA=.ll!t'itrものがしくつ

(.FZそLJらJLる

LiI)的和げJl

帆が古は;こし..,ちく行 >ていlJ-IJ.111軌1.'1.号..lTJ.その

I81-1tってき1_如 tやF指.ktロ..とが -Jlまでのd■LとVJi的tl

u'･)とH特に.点.SここIT'TT.たというZ'.出いfこr也 こし.1'.千

叫 LT･tRと巾T?弘tiをt.示rものと'.ってゝ乙-ガウスJ恥=B･JJL/一事
くのFHlや人TL'.t'LiZLL出4)品として.ーJLlr叫廿やI､ の･)

/.8日It叶J桜二十二とJ:J2ヱつ.





折が払LtJ)J).Aも抄 †4)t &̂十一Jt lIら止んでい

.(.そのt.P.きいt･.ムIとLEZi*t言JPtdTrって!I･',a▲l.q5Z

r】AIJnけ Lll｣′Hj王と人ときrTい+_か1'_N 'ntJそら(

iHwf1人5147E'.とOIlt.Aん/'r:)/Z!i:スナ1rYサスン

A･tLH .列からT,現LgのコンrEl-ふととL.i:tt★I●ihLりJrも

ナ<ス1レイとL'.つている.自分のスナ イLにfTLl寸tt′ナイ/

yがか(.lJll好的Jr.さIており.rE現カt.ともとIM/.ことLJ)り

I-ナA･とfITt･tlE,ふん(='諌Il七7テ †/′とし.AFTI1の中もス

リ ッパの11人もようl二していL .1じ//AJL事'L:̂つ'_へyトキh
rJFせ､入りrl:-近いJJにナ17t･壬だZ;し.指7F■7trJ乃qケ7-ft

I,てしろ.ま1_J<7トの下すI)にち1うどL-11う/LOgT 寸 ′{-

ペyIチープ～)を知り合い1こ作らせて作7.mの入J<-スtAFする

rJと.相墳キIAA.酔l二日分に分わせてTn 31てLIL.

▼ヽ LltF空耳で辞と ･戒に色とまう二二とL;せrJ= rJJ･iJ

!IちらArvTヽ ケfT室rl見L.コ t 1̀F.ttので 再■tl.i ト

とコーヒー カ11.-とt事Iち通人で.8{･で入I'.てJT.んで.ち.tEl

'Jハビ'JtLr=lL二･九tを_丘升でノん~Tを涼′一▼喝 I.且つてlち ･>

の'.′･-Jtも■,ttTい.巧しく1It,Ji人_'咽 i二■いて}一L Jl/

Jヽも■くと8のヱミLであJ).I.Ttつて.lLtLI_一書).こJLlでL'牡 >

ていて4･'.qUく'_つてしま 'JtlLA倉tl此 dL一EnJ,rてGいて

^L-



t!LtEZE仕
入qLJrlCL:Ll.スナ/ド7ナスのJ-A･ttn tFqq'か

*JtJJ)でLt良′JI.tが.貢全::に三方 >JLfJヽ l⊥4-_唱fPlケL<何姑

が しイT?ltまモして丁■1rJL411んようI-I_り.I,う･rT,杓
Ttl‡ら込んで∴I宅It呼U止んでC叫で..lLt ノT I′′とLI_.
そLt::Ill.そIlまでLltFLがtでbfltr_･tyJy朋乍何て▲ゥてLI.

I,<◆.f'イJJ tfスで/L:る■誠の花/､たt▲r_･trt,rヽ1:rTLr.り ⊥う

L:'Jl/.

大塔占打はt弘とのrI珠を示すJうrjものり11;■tbJLttr.

か :I_七㌧吐二代でtAっf_TAや諒のTJJtで作っT.カレ′′-I.ビ4-～

Itも▲1Iこr+→1㌧で広とのつrlがrIがSFL!で 1ヽ1架につT.がLq用
の小でrily争l丘ZLづlIることがで.IL,





dtからKt4 Lr=fノス=t･とC左目ちilんでいiLそのた

b寸でRitケースやTT一足 _:_ JuEの■書く･けりり 3L7分でして ■ヽ

i.tH ち･書>て.LL-)ランスJB がOJスの上.二ZEか1､.(.帥 2Jq

のT IスプLJl:I.7て.1る..そ),"ナり二11¶i:Aら11るL,のJ3{_I.･7

I_が.その稚魚ilQ)'jll..二甘Ilで*丘に従い.tZF:rJ.AかILl1

;こ'_,た.セナテ IンYに旬して.Lキ1･もJLllの九II,tでJiu で.ft

trqL八/=馬 †ケ∫7らii人でtE>てP.･ム

白骨F)JLh:i:い乙ことがタ'_､IT.htL.TV■放た旬'.ど.JF
■でち_ と1t.tよtjt,I_すJI'.(.の.1′三とんYJtiJLT.･'.～.
L血やrJFイヤ-'.と和 ら込ZJl亡母Dk対しV血書で..IA,んとで
._tt itthl旨'_とFl分でJ_ていLが,こ1..:すいて11地のJ,r,評
の〃T3{井のiiZtLTJ川.打己■Jtt考えII.JSユの中一のrl廿の





5.まとめ

I)匂主作用としての榔 成

■号QT*羽村 L人士ーL.へのTTr入官古.i,人唱i邑1_･だ

t,'～えら九たtT重をすぐi二自Lの空河として空niるf-,tfで

Lip_･かった 生活の中で少L-IAっ匂iilら立入.三河皇JンI

LJ-,tL.そJLt.Fn分に71-Jtバ17さし之とヽ IdFllt,持

て.タIrっ白亨こしてQ)fFiZLをJt/Jていく.TH,込flJ=そ

LLぞ九の祷i=iJFl分JLr)の野t付けが'=>えらJLそれか_''.IJこ

rl升に7<-FJf･クきれることで.tI_ちJ)自分の空耳⊥し

てC.1されていく●その上うfJ帖瓦ftFEI的rJプDt7.の叫で.

･k書にn分のAiiAスタイt･引i* Ir-lJrqLがZ･diきれていく●

2)僧Zのi2II

rrl''El蜘 :七人のプライJ(ンーi･q,) 人にJ:Jltること

叫仲山 :⊥7ilライ′'･J-Q)AL7L L･t3tがあるのでは/.-tt. Vヽ亡1Ln lgX))や叫 叩''lllm Iの

T 慧 農 工rJ"-nlLtの三一､三…芸,L 柵 二も肌 八るようlこ､プライ..-/ 日仏brM =もり

Illに上るプラtJ(ノ の～JL.7t

r一■人 Ŷ ･-7'lILLiN姐4,日己l何十ふ

川和を いつ.どの⊥う(- ユI,とOMYll 付

人l二tL.えるかせ山ら1た定で>4叫flH

叫LILh…日のLR.hLだけからは超えられす.他BとのM巧†川7

およU'.牛r和に対するコントロールというl札.勺か(,推えていく

必ずがある｡3t企y.I伽 ･ら見えて.,1/=ようlこ.僻村かある-_と

に上って.その空Uは コントロールすることやlJ分rJf,そ汀PI

すること.他人に先王ねなく自分E.Lいt占桝 IlrさLこと.人

叩rnir-のありJJi･自分で猷 できLrJと､r1分か1病0日 1J.と

rJり.それを鞘持.EできることにJ:きrJ亙れ79Lあると71え乙.

FIRLltこ.f茎おけ乙与野や人亡のrqL川 を介して､nftを

とII∫く凍4=ia三･L求のさまざまな･rqttのL7..ll己を左は

で.1ることもす箕である三言!ち込まれ/J指‡qE介シして.放任

の71台的切抜をIIILL.自性i-対して托i一統シリrLかl,そTlhl

L lfと蛇口伍の中にEl己を竃はできること.JaLの生鴇との

iL投ttを仁t･.これまで長い期句かりてltlJ上■Tて.U_･n牙と

の Rtlの中一~白Lを主任で>そこと.F!升Q)･tたtpJ=ZLLf.

I.i.への立地 の中に自分を三11でさLこと.EiLhd lL悦 .i.

LfGlのアイデ/ティテ(のき丑について.rこれ3での人JtQ)

ム掛 こそって行って3･た且去Ql五択{手と しそif人1Lも.-と

とい:一花血とJaLとの振合,お⊥U rこLlまでk.1人tE=1,い



る土､tlLh'Lい自己の.集えでFTしく文化fる卓fLとそ 8 1コJ

きセLとしう球在とて菜との篤紳 Jttti乞述べて】る

3)1人的q蛙の髭成

B;辛にムLfる世人府私法.i)モニ長点ni.i.人がbtだケ

亡してTT竣Ll対し~Iさか.†ることかI'､広範ETJ.顎か亡::ItJ.1

:-1Lるととt.._自iLrlf/テ ーTLが rl',トtLlSZ隻ttJの

肺 から■王きlj.､この他 作用のCBa lrl･t･ス.:上 って

そQ)Ⅷ 8-内分のhl斗析こして育毛したTTJLBIPT.i早さLLこきり

であるL一

人JJtJJaL:自宅に生繕していもと>.人 と1-JAヒの牙;二

･三uLtl何をか ◆て生】Bの中でii曳きLL,'=を''EL･.q代が出L<

LhfっていL.その人Fl一環牧のrquLか左官 t,rいるときJ11､

T=竣n仏■i(3とんと丑&されrJL.ものでS,J,L,JYLlm.1973∴そ

の抜jl1Rこそが人が呪境にja広しているlL空で3'もとりえLtlJ'

ら.しかし.そこからまった(巧い .現収の申l-IllltL lさ

せられ一い ことl~1って､人とEILAとのrkr-,LLI=rq件一j喰It.千

のfヤーJプが人きく丘ユきれる上うにr_･も.,その1-十ノ1が人

さいりと､そこから朽しい人とJR攻との同好ま州41こするノtl

セスも王F=,圧止され.RLこ見える狩ZでrrわItること､rJLつ
まり.人が山ら府城に対して鑑il的に#泊 か11.日に比1乙井}

で71 ド′i･/クさJl.るというサイJ/JL･JJrlr･2㌢.の一I,る -

ltは他人IIとってUJIJの1ロ七スであり.rlL I/トrJ frい

うL項牧に.tつて⊥:JやくまえられるものであL.偲宅でR･乙

こトの上玉托は.そのJうrJSt人的払三郎 ク塩のjB!ほ iL7J-

とL-あるとJlえる1.=7)う.

4)Si没全件の広がりへ

がっていL.官主TT牲t.鮫 仝外の生;丘の中でほZLづりて人L

ことかよfてS,･'}う●官軍を拝{_としつリLh.ILrtlt邸 Iの中

で､人膚石q生.古土fiとして安定した瓜淡!_とのようl:AIT'fし

ていくかと･･1牧丘から.曳丘/ttJのtI人ql訂娘班 ;1.7tRし

ていくZ･tがよる.



第4章 場の形成 施設全仏空批 山 する77帆 二が.,

1.施設空間の個人的捕土或形成

2 施設空間のゾーニング

3.1洪所における入居者の行動

4 施設に展開する鳩

5 個人の河三成する堵

6 まとめ



第 4章 場の形成

施設全仏空恥 二BH7i'げJ,のtLbll_J

I.施設空間の個人的領域形成

乍窒化に上る同邑卓としてぎbJtるここの つ に.各人

が琶心地のLlい月号を朽つが払 こt平に同じニb Jが F,I-/'jr)

壬'J.'入唱名同上のコミュニケーションの托如 叫少十Lのてlj

ホームにおいて.入店石はやはり瓜礎にmじこもllがt,Ill_･rJ.

兵m空mははとんと刊榊き7Lでi~何故としているこTが雌alさ

れている.しかしこのことはtl窒化J川,のm とA･Tえろの11ろ

うれ ILLJLかf.打って.それJiErLもjfしくない.)川Jで欄

空刑における柑T7I的 iL全的,FIxJAの'LIが人きくJiyを')-えてい

ち.

このことは､値引 ヒを考えると..L日工的jiのAeJL牧とし

て比7J=けでは不 t分であることを軌 ､1る｡札屯の人がまサー

lfJでjaごすときのことを考えれば.r=とえtAjArJ出色があるか

らといつで7.hLで自宅だけに烏7まって竹 占しているわけでは/I

い.それとrD)雉に.セ基という#.t･引llたJで､その外Pのさ

1きまrJ.空欄に行動をとう正､ITていL.t､(1分のiB知し1_･守一川と

してどのように叙射 ヒしていくかを考える必繋がある｡とくに.

入T.(･糾 仲 の･L･々的秋沢や,施設はからのrl埋lくり税別I二上っ

て､'17占が施設でm州 '完&',せざるを1rlないことの多い1†壬で

は.温良で桐のfiの(1Tをftはます王寸XT.いものと{ぇざるを柑

/-･い●

そこで.島LZでJ馴こおけ乙人lI顎のqI.tのtTをRLl

で､JLi王宇田の偶人釣新城形攻 というtR.h"を巾入Tも,

t亨におけるb人的71捜形良は.袖を蛇介として&推挙

PJと荘けし.内分n身と申J&とのJTlわりを11攻LJ-1神社仙TT攻

や形成していくことをxlLで抜放化されLという.由肌的･Tr
ほ的'JiaPLであーた.

二1日二対して,施設乍仏空mlこおりlj～人的71也形成

().字MのさまぎLなJQ所をfq用すLという形でIiわれL.血

佃r̂JAに対して●きかけ.自分に/t.-わせて拘PE的●:臭化させる

ということ.'lfjいが､Fl分で4巾を点訳し,..6Ffrの恥.JJやそ



苅AJLl羊の&:-J*

の場所L:おける人との何わt)1.･とをjLで.JG市の五一lやfE',=4

tf1分'jr)I~JI写していくここで.左壬し/=生iAq.ti･咋l)上

けていく貞稚こして凍える.ここで:i坑 内の=王ざま'+･喝桁

で.何を1るつい汝といる五･一tfの▲Jhl居るか.という7=こ

とL=江口し,1 の々人電蓄.ここつてのJA苛の魯 ･t兄い,I_ELて

いくことが.このCでの且点こ'.ち.



(書4-1)SHod によるtJL分rlのJ:JL

!:王î i. 一言fl:ミ;立 ぶ ,=諾 !!･t･-

2.施設空間のゾーニング

1)JSせ三恥とq域

SJTEh lh tuHgS4日こAtE長官tEJuの生L'IQ∋郎二13

いて.plt叫ZUt一m ･Pl叫相 .陀･m lP山K,ul･PNKF一化`

I.Ei門 ; 弊 誌:,.-･:=-1':･･::-i '" 既 は 附 きL=こそ足し一1･trこル;̀1ともと伽Jq
＼亡■ltLJLELり9剃 J-V･ti毛の外訂空FCの最強比をfTりJrすい二月と

照で千 二; 冨Ii;:lそ::.7号ki.i-い旭 丘か･･心 するときL=恥 ,I.阜土IEJ'Lが.日..d tlそJLエI■
....q J -.,.ーLbL…t....'1柑tiJL3g)円五言Tll 附 る ー=Lll て tエ?J･

p三㌢ こ.～-'･H roPt■t■dーのある音別壷 の Ittlを恥 か｢している.
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;こ平面上の 1 ラ ン に 上 るの!=11で.ユこく.そのJALIJ3日1.互いの比rZ;任 や 苧 町 に 対 するコントロー7LlJ,ta)TJii･七つ入IL

でモ̂ し正 され た .こ こで･三それi･lflLtてrr'qtc-Id'LのJET,i

拓.こな城 外 け して 分 rrt行い､帯強ごとのtTiをII.tAriする.

LPIVateZone

人T,i方■人の所イ(物を打 ち込みTT稚する7け攻

入lAE本人に上ってコントロールきれる

bsen FIVate王One
は故の人は薪に上りn先b'Jl-frl和 されるy収

そこを刊JrTする枚故人措石に上ってコントrL-ルきれる

C.玉ent-叫 kzone

J.:/?仙ドグ.Iil的かつ郷rq)fTあがITわJtる託は

LプログーJム空rけ与恥 ニutJ人のr-(ltd?fTZiL,7TLJ九も)

Vi母L'のa Lスター/フに上りコン トロ TLさI.ち

a.pLtk 三01で

内た脚Fをこ外在汁条の見JJ.:RかIJI息;2相JA.I

JLnQ)TEJtスタブ7により:Jン トLJ-T.さJtる

この紬漣分ilにJも許7日&のLFJTi rrl､Jle-H一h'､

JF爪叶P･4亡.'‖pJVl.iETm-rLblに さ柵 .TtNK.hLh '､と'Ji.

こllC_他の1･･くつかの野地 AL･抱月や王位 と 人当[:A,の

伯 一-1)を吐秘 書鮎 JElにZSける糾 ごとの 玉｡L=上って･4-f2して)･る.こJLをp-てrdかLことZl･こQ:･q

一人皇たりiHの比tZ ZZの祈れ と_て､FY'qteのJlut的nl多人品枕主1tの島n 8エ
^･B 老人環tJ良甘

C I書刑■Zlt人ホーム

D tl宅人木-A

E モ人月設

I.⊂時事.E名人dfFf･に比べIl''_'すわ.三.いものの.ltiがFI

～.さJLていも他の鮎 rA老壮､D糞,llとはそれほと人さ'.

S_E3rJく､そ山上JI,I,m l-I,Yy亡空前のむITIがポ?,)､1いとい



Jlも

0 1 一〇■l

(Bl4-2)Jは 対■集且の中桟分け

は4-3)3年ごとiFtAと一人⇒たりim (JH lA)d苧H■JS投の乳性分けと刈応7･るg向

- - れ三 人㌔ 7m a,hL 鯛

pnTN Zm Pl l… r" .I. B;璽

Jm lq ､JJL 6-左前ア/rコ
h ptdLrJX 叫 ■山 'J-ビリ三内.耗Ef7t.mナー′ん.

食用'LqA

tT.Ill...払 て-■一

叩 hJl iE生.Lttカウンタ
宙室.番号dq)tI缶t

pL'bIJ( 31同.上rTdコーナ
デtサービスセンタ

在宅介主文はセンタ
¶Zで11



葦

う二tである {LLに対し,r邪 1抱の4 となT. 'ゞTul止山や

B .A.也のJtiiL.i.三岡号か一三･え >て少1く'J}ていL 十

.''わら.p叫ぐだm■-Pr也 ょ-J=*人1､も= _1iilの).尼斤

に上ってコント口 '7.きTLるよう'.･ 入信古土･.tの1浪 q々Z:く

il促されているのである.^毛t とともl~pjJhL=fll妃･の
-1.テ1サービスセンタ- ･在宅Irよi環七Jタ '_rb叫L.I
きれていこことL:上る.

2)書蛙と■在喝旬EI台

rtTJ-tll.古事粥 .二おけ,-_祐包bLt~LIL:乙､言tLq柑

廿の文 化 を小LI=ものである●･Oq 19LH で fJ.'し.u-叫

の入牢古のふ.~1るデータで31'-i)こLLikると.Il共のILa

ととい 二lたlてFrlqltの諮在舌和知■_てlit;もで.とt.tlbと

いうと強少l瀬 でありーこ7Li二71してだ n一'?】叫モ鯛 でJaごLT

印判カtiく/Jつている,つまl)J{Jl的(=丸てd'it11'tlじこもっ

てidこすという上りも.その外把に止がるtnJir'ⅦlC督押.:tLl

【B4~3)Sは ごとの入点毛■正tl合の付け て !.てT･点=していL即 佃一見らLtL.

Bg4･1-も丁には.各,.1散粥におり7LHLはrJlのきまきirL

蛸所の判汀は at力を咽賓で示し/=ものである.~こからも.)ち

川広nlやJZ:川のT.'J陶といった父¶1卜Ill､･Jl亡1-rTqの†1[MJtll宅かt～加

していることが分から.施irの連館 Lの10グラム.I)まり

HI/の1rJlや維持､牡trL'Jなどに上Lrr'伽Irに1cm■pbLIC',.～mJ

で促糾されることi･考えると,5cm'lP■､ALCの川fHl'6人r.川 の

(柁 什暮こ上るところが大きい′人u-I;のn馴 肌の小で.TT'ql亡

'即W 11でIlfJくsEn卜rmal亡空mもII=､そ-にr右LtLてl日和

iJaご十叫句とLて､そのtfitを増 してし7UのでJ)i .

そうい･'たま吋jLE,ち.Ai三というp-一日l亡bT'vmJ

rr'qlAJerrL･Pbl･t.Ed 一亡へと外fqにF.lJ･-JていくIiiしたtiJq

のJilで.人 喝 t;-のTrJiとそ1日ニほう空足のILl-がとの上'..ニK

Eqされている五･を捉えることは､入店&にと_ての色正三Fqの

Tl一寸i相 を捉え.hiiの空珂汁折にL]ぴづけていくtで4'f

ll･】†Z9と.:1る,







])ErY*▲■人の■tZ)dr仰▲●b■暮早7JL⊃-フLリハビリdLEJILAtJ†JLT文eJLtU
LJP
htJLコーナー

3) 旭1･■1■血k Ltf
rrlHH
k▲thウンタI
L.1tllコーナ

4)FXJLk れ デイツービスtンタI
rLか■空J3
o在宅介JI*Jセンター

伯 4-8)Jf政空間内のLlホ

(rx4-1)戸のいい人の薪へ書びに朽<

3 iA所における入居者の行動

.Iで1.Ltif内のさまざまI_･存亡=亡.PtL如しとt)よ

ラ(_･fTbが行目したり.人と向わ･･)ILl?しているのかi:ついて

J.ていくことにする.自三重恥こJ=:̀7_rJL)についてIjiCrで

t,AJL紬 を1.LLで{官を行っ..=lr/).こ_でeltL=凸妄11外

でJtL:･}tlで.肝 占 丘お上LrlンタtlI Xか ･らfIらLL

■ 7- タを LNtiI.4 両 ご とL=姐=▲JLヱEtfBの行Giiiえ,ら.

/ノ トの 托¢ !拝 .=入居 名 uヽを原寸 1

I)Fm tJ!

L他人の拓1

喝卒,L周はそこに屈性する人の加JAとLて はっさllJL

ユされている.仲のいい人同上のIT,分､m l.及びl'IT>てJ

t'1るということが見られる.千:･でr+･い人q)均介は.1̂ケ

Jtって.'俳句しない.珊 し1=いが'Jか'.かでL_t･TJい.由lめから

ilJr和しケい⊥うにしている./Jとと.J.即は ははからJLることが

多い｡

仲のいい人のところに浪UtLfrく

L'LtJく京Ji/.･t'を11布川 :< ていも人と111か'.IJ

FX.'JLl_JJ_1日であるがLrl悪いJEIい1.JIufのrlfI

をibt)て払tTることがある 2

･llじJ畑 のk母にいた人Ilr3のりの人でと＼rL.tflT
を止にfTつて11=.枚かE>人IJLでき',Plriの人と+

11くrJrJ.∫(いl'つLlL ーItAぺわーてい ■て

HtJ与}てさてくLt.I_Jl.:-LからrrくことLA7,1

とJ'hい(:Z牡tlTつまQT_たJ)していL.1

FZd;JEYの人とじ白tLL･1.>ささ･L,f ハ正せ･つ/rJ

T､Bから知･,'ている,dtヽ把か7,7q3で.七生T＼

tR･=てt,らし.二If Tt･L h舟でTl̀HI てl
r_Lかリ.J

lとLとLtq)王くL-ここfQ)正し･/､tthてIjウ.～
たし1人Iと'_･>TLi.とくl'宗の人とL')互いの
JL星をIiゥJ+QT_I_4 lA

と((:t=のJEhtの口のZ.･人■Jq _くしていて.JI
tヽの伽を†iさ生してJ】可サL′vI↑/I.三l

F=巾正rJ!の'JiL.ここ.:入居r上は事の rtAaで
;とサ+Aく'.･′~鼓tth}f~り㌻.'bi.て一与

え4-こちらのiEilri･てIv毛LとtAlI..･TJで.

向-う巾Zで.I.f了くことの).･i;I.I.I.つ 人.班

Jt缶でけLt_Qまつ!_･ヽ がヽて.ケ'.a:■毛N./一rI.,て

L･ん.'=L=てLことt.I,I,r90Rf と̀､十fく

rH.Jコ

jEEの～tの人中 Ertの人とL:.rlltlの出やl=士//



ので沖がtE･･,Trl>tり7.′~LT it7

絶入のBE軌二は行かfL.I4人tでJEti:tiもこと.三もまl･'J(.hA,I.ます138のTVRでも卓-F'J.I:一三..:I_Lか'-とJi事'l●､ltの人の■tLli=1こ/L=flく▲II.一tLt食いL2'.い..'34十の中でiitJtiLFちん●王′F大身zl5+,ill.._A人JZ暮R士E3空IL-してElJji10JLti納 rも14'.言tE)毛.!1きeLi:士ヽ',･･.I*の人官有E)とこF.i:JJLUL'h-壬'_Ll.lltiT.EJL:ITくことL=biヽ'_い.r■し(A.て.t◆

人L=i三l~と.17ききサてLTんl,んrかも JlT

FIL11こ▼'_い人の亡.:ろヽ上AlIHiか..1 二l

Tq '■FLLL=いません.TA(し'_t▲IL:LtLi

ナ●tのJEt.ニf7>'kOi.'.～rLことi_̂ ～Zt

ん●J4ヽ

･u R行きr.tTも▲lr.13_t缶.1はし'.ヽ It壬A
J_･･ているので,*の人のPitLtl.て良いハらtLや
らJ lそJLかも丁き/_人い ･Ll.t.)は.11こ1.このLl■
しい｡ 人では3-としてIt/J tJJ▲t..∫.7･のん
か好き1.1人かっ.iLL=わJlJtBLくするのLlttLLで(.
い.JJb

託tのkJrl=上がり込L-上う/Jこと.11王と人とLr-い.
47

･】L)んIl)他の人のとー7JへdUrLHtくのIltfl-IrJ
Llです.J49

2)sI･m -PnVZlte

b.店i:約7ルコープ

2→4呼のクラスターを形奴1るL･ll恥1.そこを1ItFIJr

る人!.Lの仲がいい場合.よこ堅-のtIJ.入り(:駁しての 叫的ら

コミューケ ンヲンのIiわれる空州としてた態している.t n I-

puNKrJとへ 絹I~出かけていくと>のけ合わせたJ).一輔I二

村 )てLlTr..TEにてLか こち}う=立ちよ し,rlJTL.i/∴

r玉の丘;蔓こして, 一人で何かC).E.出せすることもあけ.)り

公的r一宇恥こ1,'しての荘出生 苛 L しても托atしていL>Z!わ八

i.

矢用十LJJ.･ちのコミュニケ- ン ゴ/

JLttJとい人'=ちと乍AL･lAJlでI,巾 Atの坤や

I.66時'_･と.互いに■t●.●Ji7て dEご行く と

力事i.ASL'L王ら事､･てさて書号のJt壬もaT

も二tl.+,も 4

QL壬のFIをヱf_･ところで之亡,3十Lことt.I...ll

LJirgP]土の人と3十A空が事い 拡冨t IJ)ス

ペースでftP;JZ与1.7_Ifも Jl



一人で作文する

自分の群稚i･出(=ところでよっ-t7ItL,ている.ft1-r

かい .から Alt)兇ていrJいとlにしていろ UやJ
はひゥくJ)違うI=らn./.いかち事かんでもいいと占う

が.lY半も径つと.t .ヽA_.くってLlうhtfJトーと

さとさ止J,Q)とこ7)も稚1.ll

烏qの.YTにII)か t･9てLE■tP./'てい 1.IJ ｢ Ji

をBEん/'りす之●lt

c,lĴ tIlJ

リハビリRZ;q)正いてある空Plでは∴lt.塔Iit.と .ヽ二一人

で迂劫をLf=り､王1=仲のいい人QL;EIrちかせのh壬も十一プ

作 > 一一4)リハビリボAで立地 ン/J切を卦 ナて仲PV='けで鮭まって講をすることがある｡

は T4づ)広釦でJl合わtlた人と芸道

一人でjX桝 る

･ 人で'Jハビリ2;外のとこJlで取tV_t'のJYわしして
Lる■27

･鳩'J:クトのA朋更FI=Jハビリg那l二(.>て)り.r』 b;

E:I+クt..り')ハビIJのところで少し†',ドlる 18

PF1-tI.>てiLl.

Bi20)プt77ラムで昔で ■ll:いると.Lのq:ぺノ'

とtでt,二･)とさし.'=I:llrと ■AL▲入札でLL̂

もが.33号い(:&Jiやi7I･q.して)3LT̂qTLというこ

とLIF,まlJLrJい.コ3

偶'ill～の共用空恥3.近くのリハビJ'GのJyでLlと

り)勺ペ ンチ J:振放Lナて山ケrるここらみる21

附fL/Jl子で/.く ｢いつbdJそこ (リハビ'/のtirlで

L5ナん1 17そ~のJJがII.11り て EyI)r･iい IR

d.LErpl
兵Ftは.同のT 7tは､何三'.･く人が j:まってくる空何て^

り､そこに九7utTヽFを見たr);号rlt托A,'･-JJと巴.想 いのfT

jAごしていることtlあもがt印も/Jく:tかやってさてもさりを

N,事とする.春山.のFJ山任の苗い習NIJではあるが､この広Fqlにdl

Lていない入居 古の鳩分,Frfが/J.(JIu1-Tかか .という人も多

tl.鮎 Iqの 1uyラムとして 1年̀uやおやつ.町 lW 等LrLど

の暫し-1lIJとがliL)Lt.LこともS/も｡

坊ln-1パ日1人と会話する

･騒ぎIの又LIf?句lこhiでヽ ･f=と>.二.1g;合わや/_人

とiLケ↑ろくたI_･何とF.(tJ Lと言うことLL少'.く.

梓rAT,jJ'やつ'_･とで人一tまゥJ_ときや.血卓.Iるつ

いでL二店かわて/I/J:Jや九･TL ということが多い.



(耳t ▲-T)広岡て■壬LJ

(gjt小 9)広r.1で仏挽 (プログラム)

日のうら .とI庶 耗lI叩 ttr甘,;買電BのAだ¶

FIで3.:_ていも ･iこて IH同tR' Tlをq`

り t:舎いせでI､と会砦 /nLでさ=している r
lR'_brL}4つて)cJ一

lJ伽 IqOうち.ktZ荒LiH IPlt!ぺ'B爪の束耶空

IIで為 一Ll-いる.-'rT滞 Iiî ..I.LJlKl.■f;htl
ナL,ビip_I+･l rlのIJ":稚いttJ4'い1さ,はし巾の

うl;1>-1p.の♪リ ノLこ頼 て.▲珊 く1分f8号it人

l_LりテレビtRl_Il.LI甘;缶fJLL1.人!/I,T L,I､

と告ZiL'.りしてい′机 大恥一i･レどのJL郎Llll-Il

JJ,'丘-.1 う.I/.r) ･Zl-;こけ-■てナレピサLiも⊥1

;:'_>!_.そこl:吋L人はいつtlたま>r_人/_L†r+の

で告LSのIElfもRIH Lも1うi'1.I/.▲うでわ4 9

eiのテープpll:.it)こいE,_いとlTくJ l･;¢IIせ/.

人と r弘をLlllfヽ 掛 一市11.允亡と‥ くらい.

H
･r人tarとi(~､1そ このホトt-つと17･i~Iiり = Lt

l･Lもlので Ttしい-とL,(.く rい A溌しく■ = _

てLt Jここの人たちとLIII別NIAL亡いうわ11で▲i

r_い9.骨で氏 i竜を焚.〟.･J.L･,L.rTqしたqLて

IllL:(.ってくる.AJlITqでIliCJ)チ-7'-:二つ
.･てい.II_一.その枚テレLJのAnI7:こqLJaも二つミ:

1.27

:三L:′JははまTL5にこt.叱 り,でわ たが.tqH--渚巷

外{JXql三井でit=~IEl巾iiI.別 ､く'_I '= ^柾

でlqでJ=t]中ほとんどTVの書fLqrJ-.(･二サリで.

もの人とZkC･Ll.･が-'Tヽ tQ.ていも小

指事nの井耶空PでiI= rこと一lい',で.いつI,'
･,Z･TZる/ノパーとIi TVPH l.tZ..rr的17･r_那

',女gLJ'_～rる 57

人佃かn之する

11の1t,､比ね的長いrlMJ</i:fAのAJfl乍粥 Ita

ごLrいる 仔Pllj九人r71でり珂LL'() Tl妃たり

しLTいるIr幹的lL 払 7もし.TVl^んrJ.菰IL'J:

lI_くてLJIL､ 1＼り171'AJr托つてkrl･.L 27

LM,L3IJとんと堀'･-,dの六rHで耶'.Yで為=す~とが

早く.Id'fで4)荘fEIiFfr,/.pl_rHfい.l'用三内一l王

巧℡i故人rJりTV弓PU rL Jl◆:lヱrほか･')事1

1い て_1てよtT->(.̂ 之.Jt丘･k:合L･rJL'会話r

る -とtJ一る-..lt..{-くTL 人でQ)てい乙

lE

It■亡:P'= ･I-tE王ILr)At.7勺でTヽ ltJ.'
Ti Jつ

プロrラム

･AI宅I▲の共用でtr14.=↑● 11 丘LAtの1uTうー･

▲EBLJ,やつ 占上ri奄 '.rJ,1†L.:はけた人と'･'い･

け

rI:閉H ユjJZlHTかrJL.

甥QJV1るJtFiは 川にElほとんどliir/.い･rl-ルで

LlI耳 かtいの~ Liわ ら†･ん /(72MtqhJ でも.L■T

レビLうLきい JT-プルで77と)叩り'1るようT..

と.LL/.い.47

qEもCvI久印字Fで1ごイ'七･111とんと!J･ ユ1



(写工4-10)広印のtに-人でいる

(写Zt小12)BT宍tigたL)で一人でいる

-*ll:itモ5iの～さ暮L外;lJJIEIJか'.い ZJ

A■の具的隻R こ■L A_ヰrLや1.で′の特くら･ .A

JlH Tくことは'.いの･2 I--_l*の人 LLAlJ

一･.<r'.t､ J8

ナ 1～DFるAq苧用にl mJ.I.LbLqJ)ま7I舌

カ+.い 1～t

tl.ニI上火lI壬FJlQl方l~L>てn tRる~ともある(,t.

^JqJ<q恥 ･Lニー.lr.･い,T l'･L7少ま .こlA
TA的1-加わもーと̀jLt.い.1

蛸壷f)4)央糊やrqでIj r和し政人だIJt三与'二IiテL
ttt岨Z.-とLS.Lが 甘lk/い(.のか逢うの
ナレLJt見ることL..I),(_い.三

e.丑

nllJrTLrqの及il､辿nL=b'してJJITtl･BT)LiでちLつL

tE'LF7,I_て抹tT上う'+･堤所であL.その叫1こR【こJIかか事1)

はEiを (ち.ll=､Ja･Jすが し7に軒 くFIIU,･tTやすい碍粥でも

あF).その上う{_-掛 ､コミュニケーシ '/79Lirわ1､ていも･Ji

n'JIかごノのプログラムとして.埠.JYqが榊 71tl_.り)'やつ r水分

H.,さlう･lLされ.そのついで1-瓜 だ袖1'(ふ7MTわLlI=りす7.｡

IEl.Lわせ7.:人と会話する

JBEから出てくると lJtr▲二川1日も.tl:柱 ■て

ほ-つと払qそItT.てい1勺.J bがtl'唾JLT.A

tTる 6

1(寸のhかr.EI卦 J<ると にヽl.入組Am甘PlのtJ･

のと~7,;･いつIJん牡かJiも.rn叶V)ALlt'1ごつかq

い fJく､こういうとこち t̀H..̂itI)-.｣lLk.L二

三tかTL折lHH.'会LH もことtIkJL.I

1t)llJi.

I手市のtJI17叩).二11.11芯でJ;ヤJJのIH らし lB

r放たlJ,井のところでた.i'iTTir/ILTの 21

1AT完き当たり

L,L'Hl BLt美も叫たlIl-あ J7.rI'唖そ砕き.tr巾叩TI･

､.JeてL吋的丘.'AJしているql の空河でS'L 白11の肘 か

I_tLL軌色とZl)iうJT色をdi/''.･が:'､I.PV.どのq-1,か･t,

少L花井を毘く こ1-のできL牲TTヒ'(?ていL

人で1.･:ち

l川 で刷の人のyiH ･-,少し■JllIと-7･.n～′牲

IF){)PM ･̂ )) そ こl二村L でTVナ比/qLftTを吸 .,

てdごしている.い 4'J屯･巧1iRuL～日 でTTッてい･

いlL/147



(写★d-13)仲のいい人月士で■Jfを抄tI

(耳X 4-15)等品コーナーて嘆d

88下

鳥 下は空し的IJuはU的粒までの止格であL机 それ 'l

l†でLi/JEく､ ･人でリハビリのた^i~食 く72=PIてS･-.JI‖ L

たq)のいい人たち珂 亡ではJUlTもPT..一･'1コミュニ ケ ノヨ/Q)

f7L)lLも空間でもある

--人IIdLl;Lも

･摂ヱSLI萌おきて上Tそ事(.hlも事ITいもlJ■

いる.lT

q=くL7zL･ち鼻下を巾こ▲か･,こ 1,1でIi 'ごり=_

!.り ti=Jqか･､ 仁一IJO匂1そと こLL'/りで2

キロl=/_･も.柑

仲のいい人で ｣石にIl血する

zi(Cr.,&Itの人'Jノ13出々JGt.丘tr~ろで けLtv

4 'tもと/I.)ていL.た中のLlなt'L軒でJJ'を肘り

合ってJ;持いては(.口とktよいので.tIJ.･l=Tt

つrJいでいゥてLらつ●=3

qaの人とLま.たVや人イ'のL5'.t'LP･与b･.†て-稚L-
行く.Elが見えF.･いので.九174:I:･u=JJか■rのは好'..

どいよiてもらう,l人のJ､l=ut耳も近いuAい .

い こhのときL近くl:いてもちLI..いと.｣1R
FZの払也のuの王い人とlとくにれしくしていて.

1mこいてIlbiもLL-JJt･jlyの騎二と.いろいろJ'j世

邑している.,71

FSの紅灯の人と11.ここに入城十1,114のと牡托iZで

.占で仲良く/.っ1_._fLlTLや人巾の83'Jと.小川 †(7

LA,て 輔に11く,之～

丘yヤんtTq)的Ĵt'.叶lilt岬してい &,IJL-

とか多い.･Il

h.闇 コーナー

.1.LI*コ-ナ-は皆の仁王Ll_rmか らら1)と#Itて)I

り,廿かrち▲)とALtて ･人でjAこした い.川のいい人 七

人でq吋ftることI.ある.1=/=L,ill叫,I忙t:I_rl､竹のi4Z･

鵠T*[こあるので.並止 した空何てurJく､Jillかか一.I_人とJ

を十Lこ=もある

一人で岩=ナ

tL$1 ナーTの1く◆,L7そqi･'TIi ･I7

5(.4M･=ク).Lでjft=-い で&J･.てヽる 托i空の
BのtJコ + ~う ~ lP軌 l̀rIILのtll<
ているとき/? 古の人Irl)tEii.lt JJ9

k:'U-1JJII-'=人と生1JtナL

杜正 E;のtう.V.LG司で▼,f-=l Tもので 生山t

て.1るトヱ(おう 12つと20*くJJい瓜1る.その人

t-.】H t-ed仝(.尿とEil:/_つ.' 1*で /ヽ.一'



ttt▲-16)-J コーナーでaI)合わせた人と●Zl

(写14-17)Atで岬の11比 け E)グラム)

こたし･t'.ヤ■てふんで也モAとT4rltNAも小甘
II.て一うんとJlL,I(,けてLH_Jll.やれ■TIl}

仲のいし人と婚r工
事nQ.3bタLで｢也i.)一手払･一ていもPF:〟
人いて.その人とt.)とt.*UL･L_*王でttrt-i
二がち正し'=b.R=Aの書の⊃十でたTのeF!
r:tZtt4､.._+fち止′･bLてい乙.ll
Lつもifi:お手たいt･てゝも)_tCIA王JJ事い.

fL.でt持つIEi:Bのt王J + rさ 'I LEtB

it-･'19(ちiSLtq'tも ･L7

3)～en･■-PJJc

LJLJ,

fttで.i全にもまって欠 けを十もIlb㌧q:QT'j叶やγ

A.･7rr邑†Iや外からの土工詞'_ど.は.托 nfiり平~し/..ブ｡

プラ∴jT,iR供され るg こうい {_1Dプ?ふのはさLこ. 八

､-ll-てLl.･叫･:介1⊃せ1=人と会話 rL⊥'･I.･こともLr.L',ILる.

プログラム

例V,lH:T'JLEHllP乙 .JInの1ulウLlこurJも

ぺくfL: る 17

外か･',の野間十島J}の宅LtI ～)のlHftγ･J･ 仲

も〃相 打.Bll･rl.PA.lqの-/U′サJ.いlfb'!的
'こ1,-hrL.していも.2

切V/附きヤプー.I..良J2(,11事(.P A陀QJ純化1も

1uyラムL∴l jI巾やIIL I

鳥aq'1tly?ムIi.'亡.!17t)tT.T L̂t.千

tL王と叶Lh的 ILi/-い 4

･qQ'JfLけノγ .I-.KZ2(/11サ'.P 也L2r/tJゲ1
ムL:LZなるべく梯唾q;i,flヒ.ていO l■

･島A2nluプラム.llBItqL f)PMIや4'i.
生し史やAiit)暮し'.とのイ JヽHlALと>'.と一相
性_KJi:fJrしてLL 9
lIttL寸でγ-. ELごI114L♪ EEZJ亡L-r･′LL

yフ▲L'tlEとtll.fA生!?Ltib てヽlこ.=l
FlE:it'壬 γ L<JiZl!ラ■P.と AZIE}7ElyサL･

.1川f_ご!一事L:-ていと 良工cIEIlナL･りlTL

こ､(.q'.i-宅eti+JJLL-r こく
芝.}のプロ19J.LJfl LPr てい8 17
且h )1tJlラL.ちrl 呼旦r:I'tit;1'.L.r'

･I,dつIllLJt′l叫 iLiH_E)花tr,二1と}n

)ETi:■ミ書･せモ='i:JIロイ4>いウLI●L I

ll

人で′tてする

･女王で1亡母の亡:.LこJ･tLJ事とJlL ^～V

J'1:ゝ >てT-1JLと!-..･TlT､Jノf-ヒヽ t↑4.1事

生FrL;亡垂}い れ 二･)_ 亡か事､したくのポ ニLL



山 一 ｢̀ 号 ､｢

(写六十 柑)Jl空で一人でfTA

.I_からJtW.ち 心 ;.7り･1nAlb J･-t',心り

J,Etモ 亡鎌.†tA'J と 11LLいt て34.-し

て.L乙ElRか托l H】人とf乙n.1[1> E.･人

ら.̂ 亡仕事する,I-人'_にIlnll'_い ･u

8frq,iL号に.･7_こと131･J.く たすT'TJJ生qF卓t

早く1)t.T_qb･ち欠■■rH ftbこJLII■.

tiゞ ′辞魚.i+.のikF 良王もJLL> IlJ･tlL._

くJSEl,T)J,手fニL子 映りてlる.II2- とし いち

L.(.･.tl'31_J>でつ LlIいてLS> lq

t一事he■､:kfてTヽIIlllI ▲●

A.上令わせ(=人ヒ会話する

た事Li珂巾か'.巾f?か･L.允tJ二二て.そこでith･粥aL

l'七一人と生す~とJLjlも.lI

･■I.:tエAltで払セナも~とLムL.Lは唖ホ 1 欠食 L

ここ(ら･I,JH

tt;･へはゐiLJI子か I/い
･允t/_とで.4こナこと.1ナ/_･く.rkすl=▲そtTIとL

うき1'.7トラウノ■ン13巾Plのことという悠LJ-27

J良壬Jl

先生qJO}rtのステージで子11'LtTnl.Al柑/こ1=みのおTTz.

いけ.外相やイベントなt'の1ログシムlニーIl＼tlL､IL'乱 川 か

I,r+えE,れるプログラムの-沖であるt

プUグラム

たq-でのJ;Tb.いI=fh叶W)I二歩LllLでJH .'い◆-い

tI.iっ1_人と 血〟Tt良AのIllr(とrT3fIIIL.I
l8

欠食での托Cキ中山 :L!むJ;ロして iヽ.r仏のI〕く人Il

<･ち1.･日といかん･JJb
･骨で･t.RTtI七五Lと にヽIlJ.TkLlる:とLJJム.
411

沖の ･ヽL人と九F'_･とで権門BAJ･爪IIfと.いせ′∫

J:1る1うL二r_}/ 1

･允tでJLl.J･IAふITLA一社且}p王事E3=うことl一̂ん.
kT･応nて3仝8分のl旦那tLf J/V-I_ rL./{

′'.izfい ､L=P,'tの ~▲tL モIIE/IJ･Il
･'t.でL350人～it7'ん'.亡やらT'で ()-ん'Jq

t 1て1-r ltCabtタ/.hlのC 仏iこ; ) てL

Ill.フ9

人でJ17.す乙
-たすL'}仏.lI=iL書塀JJ6りして1,I-ヒ/'十も.Jl

k良生カウンター

friiuJのカウンタ にエ1▲il.が5.JJ允 JW)は!J･/_'づ



(引か3-22)允望カウンターでお苧伝い

(写iT4-24)デイサービスの人に披拶

lJやおしはり辻入.+とのお手似 tがr+･きれる乍rqと/11つていろ

お しはl)たたみJit州 15よそlたま>た叩けq(-1(われ.蕃tJW ン

/(-も少人散で周一i:している､

グ T,,-1で化'JlLT..かLL,会i rる

血色でのJ,Ll=りtJ.1.良.む功♯ふF.･とのぶTLこいl

いEl¥.約..'も加Lでtる.),'7仁いl~T.る人は(_-1･/-

い決三lていて.ふんrlで);Itqしながり化Pしてい

ろ :I

･tt*てクiLt･ftノI''+･とのJjT伝いそすることもAも.

h/_の耽.亡混みもする 三5

･),しけり及ふ-_･どのJ,手Ij:いにも.trlHt的.二をhEして

いる )･T仁いをする人IllLいたいlた⊥ ているので

ri′,掬tLIAが･'>サっ1=IJfJる｡17

･た昔ぐ 捕l二おLLl巾色やLr人/.t'と仲がいい.Jl
●こqlL三,11にt. JIffzlいをすTujンバーuあるIP性は

‡フてJ.rl.ft旬のカウ/クーのと171ぐj3しけlJ+

it}Ar.がE,令誌している.JM

L浴室前コーナ-

一人でいる

itlr)生関でIl.ム関口tf- 宵搾 約･花謡コーナ一 曲

Fの棄さ当/=りIJと.さま首jr.･)見所>:粧々として喫

叶してい/I.に の 三角コ-1-I:いるのか首ら市11

す.r=/'がいいのでIflで IL3. 人でAI:耶 TいL⊥

JJ .IrでZt-つといL･JJかいtL. J7

4)publLC

rTtデイサービス

デイサーヒスでは池場の人が',t糊的t'訪れ.中にl帥lし

けのJL人と会 フていろい7'誌を1る比企とIJることJJある｡

筏しい人と月ご ㌻

入場_一門にJiエIl:誌LIrEfがJ･らJY.に t(エBI.f!.チ
1のJJ,LJEものfJfやLjL fPd.,LiJ でいろ血塊の人

lL _17

･もとLrディル ビス6･EIllL､JilJ人Ihしたので.

デIJL I:'スのJJへ蜘L' て 花'.1訣 LI.I)する.17

デイサーヒスへI1号Jかない

デIの人と文政 l̀/1い【rあのJJ i.L三̀コ1/yLていLの

かと町う.125

n.外部空間

胤',/rtの外Biで糊で過ご4人は少IJ=い机 f8L]リハビリで



7-▲L LaのLd

(耳ZE4-25)掩良外Jq七一人でk歩

謝 ■1=l7.や,)下れてい7..1F比J'iしていろ人がい乙..lLも

恥 ･七人的.+･作 'i_であるが.これ土(き･か11で)捕_い=tしくIL

'=ことLある

人で作てする

小さいL,Lと舌㌧ ち;-ち.ニ[.1i >L.Iトーr
LJ.とfL-んそ t･

･外n喝でBかL,やttHLでLIT_母は事tllI r+/ll

'_ てモ了やJ十王IモやらIl- /●fLl 十スピ(-

)LS'･TTtlt･>uPい'L て.=.t'.丘t 丘JL二.I

▲=屯L(rH:Eやしや 乙Jl､叫の′ラン◆-rh.ll.

仝Kk話してニーj=T

･qslゝころL=捜士Lたてfl●,1日二tfLてt'ちい.TBJ3'1

1tF!.三rJiiiの外qをFも.r7く+.長崎L!叫 邦書で

)t'rrlく bklllI)と I_･で L,1412tliヒ朗るとも

王か 〉うてふつうてJJL.E)IJl-ll叶L二心EJItrAい7)

で W 内をEg与.19

q夕リハビリで.削liIZの叫Jlモ川だごろのt′■

7とLている I町401J･くら′･かた.i.抑 IJttこ7,

かF,.10-15七/1くら.･t')芯/_L･IM之.rH1でス

JlナIIて.aiJ).ナて).く 17

仲のいい人と話す

耶:弗丘の外qt打 てヽる!3nと･火れ;旺1 ▲ う

に/Jつ1_.r抜目)よく'Ji↑ 把のAl17へtJh}T出す

机 J,長も9J(コLY/(.ので 川&くF'いでJl机し

てくる 47

11は0外をrJll古イ6･dtいて11むし'Jかり. 榔 =til･ノ

ていも竹Tlと1く飴1 rJたい二Jぐ144'.ihO人

くt,いILん.拡Itrl;1.ヱモ▲(..l_-i.̂ でI. 外へ比/
ニJL⊥>rP呪うともら･(1上 川

外L'uiTかfJtt

外‡}fTカT.い,ふん3n ElLr'.ヽ 1

･竹にtlhI,'･;二手TかんLlと1う.ll

0在宅介搾二荊妻センター

仲のいいt nこ話す

･tu,JJiftと点してヽLJqL.trlと_とく･:叩ti叫1上白i:.･.･/_とLtd･･J,TILjg･･lrので 止す-

=O-.I..●か ､' ▲▲



(蛮415)R8arkerによるrfi勤セッティングJの

定7E

TT劫七'TインY rhthAY'm*1lLl.i ri.1糾bと

!8両の安正Lf=組合せであり.以TのtJのから
faり立つ.

lI空rl返される吏P.I的打軸 はn r"lmI

paltCmOnKh帥 IOr)
2-のIT了動をとり1くわ延のn鴇買J'

tlllletl)
1 0)二EJqの 放し/=rB怖

(sy"uz-10rr･hyI
4I与JLの叫M,符 (HF叱ur.帥 ■‖ぐ叩■LL山)

4.施設に展開する場

I)噂のet念

ある場所で人が何らかの行あをしてい1=r)はかとコミュ

ニケ-ラ)ンをとってい1=Ilするときに.そこでの人 Ja帝

行71.人同上の閥族･'Jとi-すべて含んrJIL.PLを 鳩｣という.7

鑑で示す

R_Balkrrl.物印的環JAとそこで行われる行‡〉とを七 7

トにL/Ir行動七 ブナヤンJ/ uLLh:I､M ScLllrE,｣とtl主尺倉を

mいることに上って.人馬tの生7占行助のrPL:見られる人rn】と環

境との問繰i･捉えている.そこには人rn)の'17助と柑理的JSJBと

が切l)姓すことのできないシスラムとして純化しているという

考えがある｡｢千丁抄L'捕り75TlPJ確l~場外づLlちれL'TTklRの中での

､代t王､吋随IJ)人の'Jifl現的1i刺を物坤的七 /テ ヤングとのI'Jlkr/Y

6己述Lようとしてい7'=のにJJL.ここでn川､る r嶋｣は.上り

個別的なアブロ-1であり.キ‡定の旭人TN人が'R附 二能験して

いる状況自作を鵜えようとするものである｡

人々がある場所 ある状況で1･.JちかのTilbをLたり､そ

こで比会的JIJ)操をI井空し/.:りす乙と.そこLl鳩が斤三挽きLtる..

人は自分から行動することでF'lI,Jヰi･邦三城Lたり.あるいはt

lfの鳩や与えられf=鳩!~別 LF-1L<こLLtJの描かとの⊥うにIh

均されるのかは.そこL=事蜘している人やそこでのirlbl,t.央Ji:

安岡と.なるか.iLL▲lihLZの_V-1さiI+三mの性謡に上って人

さくだJPを食HL.あるいLま必 こ.そのようfJl肋 .施設の1日二

郎 uニ奴r=)き11ることに上って.施IJ之の43Pllが正味/Jl1･,Lt-て

いくこともある ひとつH-えることは.'L̂lmJのiliiは完/flこそ

こに形妓きれる鳩を汝'iEするbのではrJいが.そこにどんな鳩

が形収されうるのかということに対してIlノこき/J蛇足JJ幻 iつ

ということである.そしてその場が._tLE,II空Fi;)のTiI:断層をつ

えるという1う｢ 端と空mほ は､どちらが刷 qでとちらか縫

取ということでurLく.Ezいt▲放り.を射 ヒし介･')絹JRの中に3'

る｡ここではそのlqrltJ.J終にUをrf,JtlるV)では/jく.それぞれ

の讐rul(こおいて.そこで奴仔ほ れるJAとの)JLtr即事を見ること

L=上って.人の'L砧rrgrbによってru臨つりられた施設内空llrJの

普味を凝えることを目的とする



▲1人的.古曲 rL･rv)AJLlltl､

h良い もi･J dLJKId■'n

Ll】虻qTl架I～ FrtWttThtLr

dL白■_更生軌t_i■-甲 .柵 ■)

(1ロ1ラL lxtfl-T-

L-1古紙 tzpv Tn

(白4-10)tlLい先王リch retaw

(Ea4-1り El的r)れ王リgrtLrPaCtrY.ly

2)ttの規型化

IJi 早i二かける人rE者の行Lt ､小L,'.･つひし1の山

並は.そttそれ つひとつ (ふるい 1̀それ山上､の坊のTti-良

している そこl~lj人 ･場所 17ありし伺 i:小河桔 1とのtJ.

が含まれている.それらのず玉Pうち.いく ･かi租ハEIわセ

ここで何 ら∫tt一名1-tの托芯か▲,JIF'47よう'_･1'11恥 一寸qL

′こ

a_1人的舌laperscrdacbvty

tl∴Jとl書で何らかの†占軸h-TLriかL一一Aごしている

均.11分で立ILケutll寸｢折 目柚 '.･TT允でtrlHr.佐一rL

柿カの⊥う･'Jカ･'._･わ鰍的fH.のか ･,､リハビリの漣lさやm T

I..･t･tノ上つとたいついてする7LLh T＼■郎 VJとJ'{;とL･､雌

するといっ/.･Jt丘で11校1..T占臥 あといり /､で外を比ていL

という1.のよで合か 〔いる.とこ1ーとの上･IHI別人榔 L'劫のJq

が形F正されるかIl.そq)場所川･Pの川つtrL'lll上/uとこ7)が人

1い.ln~嶋崎のほっ旅鰍 -頼人のnmがIr穴し'rnJIけすると

いう-J1-的1_1唱怖1='けでなく.その場叶が17L行為'/rrフt-

ドし.771 y/久を知止した人がその掛叫｢l'いてfTJJJC

rlうというJ uh肘 日的関係L'よっ†fJAが方城 きLLろ′

b放電なBA保cbscr由 廿0∩

島止IJlでのか/..･lr･1しい九人tい い●払 !をIT.ヽ丸し

/･り -1岩にIf,如十L上うrL和睦)とAごりLi｡あl･H l外戚

の托しt.某杖や/lL-人とjdご十均柑tW'-J._L'.Lで JITrT,iLり1

外の人がそこ｢脚 つるのl-.醐tEのrttu lだ牡と/･乙q柁し

い帆壬r)の鳩に,B;耶 ITJJ･のTl許上 )もLL'人目 蛤 的TJAと

のt.tLたFT.伽 ･Zであり.)師 として13.そのm併'LR㌢=

る h l･'J貫.良+14たす窄肝が講釈さJt7_.

C.目的的′舌動 耶 uPaCtrVlty
あるu的を兵fけ る人が1-! T.手のH的そJ';Lkrる

,I./,(二t.f拍する均し J / ′1- は比較的･4ELでU七的 rl的をIi

哩rる(.･/)のl芸所とTrIさが瓶まであり,1ほ のAhF7Tll外で何Il

の人か8･_三･>て均をi収 する -t=(⊥uとんと/_LtH ltr,'{'‡_.(

rL噂苛とtt会的t=塊が 叶･ナチにし〔おり.その1呈arに･'J'り

る寸rへそ定択する.lL1,.1上告(･'.ITC辞与盈Fけ ち1-L7..もう

ーhの育ふん道民することに'JL.



LFa4-12)日銭発生的私事リ叩帥 COITrTIUmty

dT自然発生的集まりqXnm ty

ある略凧 二人がそTLそil7号Tl=少上ま .1_り書ILたIJして

いることに上って白IA常4二的に出束Lが-_/=鳩｡仝nが p--の

行為i･する必里はJJく､iI.:鳩へ別 口LJ=り点111=りすること

が自由E--T･さる.メンJ(-はあ7uf?I,ll;lh-さLLるが､ある1人Lh:

=とには児なっている.常にその秘 Irt~いてほとIJるような人

が存在する(白す,､発生的丸まTJの柏では､人はその手L会的開陳

自体を選択するというよりも.別人がその場I帯l二果て何J)かの

行為を行っているうちに.場所をt'i介として†L会的塀牧と剛桔

的にrJM>る｡そうしようとR.えILliL脚 AJr.川係を選択すること

もできるし､そうしないことt.でL_l･るといっT=､人と場所とtl

会的環境との完結してい/Jい､掛 ､つながLlが叫の朽故である｡

eプログラムFrOqam

施設的の迷,,L,亡に1ってL.'LL伏されJllT)グラム｡人は1事は

を規定する鳩である｡

･也1ログ'/A

娃本約に/i･11が参加することをkl)られる-/13グラムL

晩も奴ITJ的なものとして.3Jiのft'JL13やつ.入藷I,イこ

立間に行われる各軸のイベントrJと

iiuプログラム

施設何から提供さLLるが､十Tlul'.rlmせず,ある 一冊の

哲正された人I=ちの馴 lけ る1LJブラL"なか(.か延期

的L=は榊 つれIJい机 お魚･お花 ･.弓逓/Lとの軌 11lifL

と.

f.1時的terrw
人か:hr'11上の供ILの州会い.鮎 王城11とのその梢限りの

負.よ など.rl手錠代U)ないと.Uわれる､ -点けの堵L

Tの-Fl的(;JrL､a -CほJt.較榔 ヒ5!的/J鳩である･た

[='し縫製的であるように捉えてもrLrT.lI:Li M ')か亦fJ-つてい

ることもある､あるいは-Pl的がLAみホなっr=ものが定型的で

あると占うこともでき､そのEzJ17Jtして明確にあるiJりではfj

いD二の道側 '),iJ弘のうら.Cが外からJrぇられた受動的lJ･椀

であるのL=対し､a-也tま)Jバれこ上る口上的rJ-JAと17ぇる



(蓑4-7)巽南と喝との対応

L､ 点1▲17' fLM

･レ､tt･lJ :ご `ト
叩~■

J>.ll-rIト'l prv･q
■■･■■■

L-P.L､Jte卜 Fr-
P.j=frln dP

FTOPJ-

bは-ll-A.A)iFtld

v コ ナ l仙 ll1-

たウ T,dP
I

たこ-1･ト pl.tT･

･~IH It'1 亡lL■t

zwtr 仙 川 rY,- ↓
Clれr

『コ]
⊂コ

LIT-I.Te
』___｡』

(喝Lh1B)リハビリ

3)空向と鳩との対応

これらの恥 矢倉を肌 .て､瞳:2円のみ空Gqのell.をTF
ウLIする=以Tの⊥うにfJL

aー?rvate

ryrtyEllJdt､l暮).亡brr山 l畑

日和 ･他人.-末Jtl=やすr耗如ilTえもJAであるととも

.-他者に大事11ですに中人的lこe!_しい人とLT同をALlでさる

JAである.そこまで叩しく'.･い人の場合.二は亡母的I:古r一人ら

I.･いというRの&さがあり.その砧浪花しい人のAが温射され

ち-とI-/}る,

b耶 nVate

居宝前7ルコープ

亡Irs亡rdnHm

そのTLh耶Jを火11-する入JEal=(,(~よるcl批 IClnlれの鳩

がRられるとことがある｡l.I;苛の蛙は ヒして､あるいは‡指 の

人たちだけで共イ】されL祭rulシ1.で.あるいl川 .J.･'かEI父mI

FqblLCfJt･の軍側へ17くとLil一柳 二flfJ糾 ,irるけ抽空州とし

て.甘呪付けがtJ:-Ltてい/乙｡

リハビリ空間

IY･r- .laEIL～… ,til.ⅦrdaILtrt

岳仙 ,/JL､ときに 人で産地をす7_rCt1W hdMlyの均

と/Lつf=rJ､また仲のいいNJT肘 と.が仲のq壬る 一-ブノ'J･

鳩を点けて仲間'だけでt.まもTq讃なJAを什ろ'と机F･L tn･

p"yJItであるが･肘 -･AtJき7tLでPTとい i川 1･溝かL,

と).I_とJI凡ていたいときLlHlいちLも｡

共用広荷テーブル

叩 nrU11mtJt･().Pefm lI出 lVLLyIrrttl'Tatn

),'Lが自～.と丸まって.そ1⊥そナTVん見//llFi叩ケJ

んZ=JrといっI-=恐いPlv4)rTLlを行いr+か=,'iT-.ILI=JJ+るこ

とで.出入りのEl出fj tTrn【UnTT.Jdlyの埠を斤池 する.その介

plには.一人でJ's{{i定んf=I)TVを見/_'りといっI=TYrJ,ruExlIV-

11､の椙がH･.成するが.その場/u･もTぐI=池か71'lLまうで く,-JI

一やぶはとし1=Lii血 的 T.･qrnC'rTlrTltJqt)と■iえる｡∫I-この18



託4▲ iBの形成

(匹4-17)共用広Ba

′､くゝ

(匡4-19)JiT宍e当たり

所では､!キ淫 おやつ ･習いLl'Jと.lfttの人6;古や.'亡W A

の屯より.こ参加している人lこと >てIiそのま壬L-rNInum LJLll1､

に拝汚していくが.そうでl_･い人I=ちにとってほTYlt･ldJ)か L

合いの生し34と11･'て.1る<この五mでrLkrdJJ仇の御 qlBi

rL二二tlない.

共用空尿量

FErqrtllaeEJWl).叩 L:LmmLJ叫 ･ PrlyaTLl

広打のテ-1,'L･のrJ;にあわ.隻Tqのむt合- ヱturいる

机 テ-Ill.におりる上hql･亡舵な1).ま[Jに比べ.叫辺的 ･作

LkE的なlLl正づIほ とることがてlる｡向 日~仰毒血していJ已

ことから.鴇への告加 弧 ilよ17frbで3,る`/.,ま{.ま洩り

かかったtlflとICm叩 ry/J鴇色方施 すも~=Juある.~一人で

P,I_-,てテー7･lの丸まり皇･Jrているという.rt.rlHtLL氾'叫 eあ

りながら即 買約 にqm 亡mIr'1LJV(yとrqt)lJi-'托つこどもで!る･

ナ プルのy_まりL:缶f2もTJDしていIJU人力bLpart.により1L.刑

にflミJbられ1=鵜合に.チ-1lL･上りも上IJrケ･t:スLやiいi'と

に丸まり､rrqgalnの御 L朕糾されるrこのIiか､瓜Ll杓i2Jlと

いう杉でrytt;I.州が姓糾されることもある･

府下突き当たり

L＼11･lJ .ALt･川､
Jl.和の'L土[)からちLつとせれて 人て外心旭ていr=

･LqJ1.-ドrYWIの鳩を杓Pt的HAだして､Tlを比/Jから仁沖1

るr岬 の相弔にしているRt'あL

可詔コーナー

pEr仙 ladI､1L).rk虻丁かILLn

にPlのkまJ'からら}-)とAltで)川 ､芯1心tEHIると

いう見能11外.二も.印 し'Lから 人でAJITfrl仙Ir'-鳩とし

て.あるいはlf･のいし人と_人てiAこすくk rdd川のJ8とLて

帆.られることhある 軍用として弘之してtlLか広;'.してい

るbりで.王IFく､上り叶 lN:/_･人の効目 ･皆じLことで脚長的

I_匂わりをHIらILがE,送られる鳩何とであもu卦 IIJlか･:.I.人

と'L.･よT-る/.It'leTTtFLrjJ)もしく山 下 帆 .7.m.･UtlのFh.+･=姓伺き

れることもある.



工
ua4-21)上玉

勝

目ヨ4-22)it空カウンター

｢藩~丁
目 -I I
上.___HJ

(E34-23)TJィサービスセンター

｢･-芋 e7T i

! l

L.____.⊥
(t214-2LI)外声望拘

⊂ シ:nl-一山 :

女王

FT(V.LJll.FYITVLIL▲d lM ､

ILi.餌に仝Jlをナほ とした牡1_毛のTT'TrW か比はきれる

零れて3,,7_,寸'_･わt,幸如一正itと'.,'J ･'.･り,T'J.正々のSI 1

TrTpAmのlJであ乙.このIEう(.･pyf.d 桝 ■りfTTか-.Ltlとい

う人iすく.その人たちLl_こってlヱrTIP rT'･T)'JRLtRI-1tていもq

tlr=.1が色｢己をJtつ空向と._A>てLも.その;it･ま丁,trnlPl-

y,相のLT.Wのkま勺を長けて 人でiAごLl.･t).あL川 1召人

竹に 自発的に】お手ti:いfド i･rるなこ.FVrtmhd■､叫鵜土f

u.られることもあるE,

*隻カウンター

qLTLlr)J亡11ヽlly

ここでZi電加メンバ-のm'jELI=グルー1L'Lっぐれ芯

の叫 alに.洗いものやおしはJ)i'上人々との13T･触 .lT7_がiiわ

11る8.叩 a亡.1叫 の鳩が那 ほ Jtるけi与rIL･いというL鵬をjt

llしたプル17'である｡ときにutrm-rw･JlCの且PIIの虻王JJを

起Llて-人でjbこすTrr3E'ruladLtltyのJAiか止られることもある･

d.pubh:

デイサービスセンター

亡loLrdanql

デイサービスは召H二地場のけ I/わし払コJJt柿の)人と

.l･.会う杜会i･lfえている机 人1/iHl1-bとでもj lン('･話を

14もわけでIjrjく､鶴岡Ĵ淡のあるのl川 か･'_のbqlTい ･/A

人ということL=fLる.その}うrJJ{Krd.-1仰 せ'i州 的にLiiIし

ていL｡

升ZJ空IE)

rkrl･mhd l､11).<k nj山･Ul

外[32=軌Ir4とJJくJxQWL.Jい/.lP_九にitJ,I-ふとて:Jこ

とLl少なく､かrJl)剛確'_色r4となLのもtr91人的':=小川J三

八て)3l,.rul'rt'IJdl叫 の鳩が5(同:･LIてい L.そこで溺/､的

t･托しく/.･つて,亡l(虻ldal1爪へとつ･'_か乙こともJる,



〟)領域のt味の丑在tf

これ'lQ)T,頂から.とら妄'も同 .,1rI叩訂城とLで捉iち

九がt/iM ､■-PNleとSErm-P･hll亡で.il雪印の乞ulがか'･･I)78

1Lることが升か乙 … pbtkが上にJil壬生71のTnL.I- ので粥

として樵われていLのに対し.*mt･T'LW｡.三人rE&:-上って兵

FflさLL.右続力中のさまざま'JJAijで人に上=て多Il'一十と1.1t

JjをしていL空何である.とナ.らの範はでも 人d)tt壬に上之

叩 tの喝かiLLJlll=机 sE7nllnqL亡のJL分l三feのkSrlとや

やたJLをLき1･からも耶注的r_･r7;bl.を1㌢>ていも71㌧m

Ftbly=の蟻か 二･三父.1.'Pr'tZeの15I)から相即 'Jにも心fr抑 こ

もA九でいるようである.

また､-･Dの穎枕の中[:/u場所に上 でtLわt'JJ･皇 ･̀

が夢ll.=存在していることt,分かる.とくにsrmlrWue,OIEは.

AJL･相 に上って)印 されているというt･.ごくiJl.旦してい7i,那.

埠Frに上ってそのJ坐われ))にfまかなりのJlリ~ ･ノj/があり.

さまきまJJレペA,の共11のきれ)3'_-比ることかでき る.lh児し

1=ノン′{-に上って強くシ1 7三･九たりIdLK rdalIm .牡 のヽ

11･.人l)がrjdは 比較的稚いつ なが りであっf=り こ叩 …

亡.mnul.1yL y_まり日脚 L･',li少し批書',qいて叩は的な馴 '

り{̂枯ら/Jから IK■SU一山'trVltyLAJりがか f=人と 刊n-JL:

余話をか '+ -ほmrEm'y)11と,そのfrmJIJAL~上って代 (.L.つ

ている.

さまざま/L人かさまさ1な糾.HITをで珊Lこ)JLてIJう

i-とで､そこにLi多111_･創 .がま1=らI'拙作するJTJAか肘hY-

JLていも,そのiB吸､31=別の人Ilそので叩Eーりし.1111rJり

に¢七づけ/Jからnらの守(抄 討ArFtIJ止L.ことがpl他と/Jる〔

それは,人の軒刷 りの多u汁と.亜li/)りられ1=空河の多川

tTとか佃Til'支えか ･rJからRfLtl･LLlh現LAのIlでJ,る'



5 個人の形成する鳩

1)各■人に討する視点

入店E qI乍 占のlホL巴わl:Jってきょきょ■'AJ IJけI

hr=鮫空洞IIわいて.冊 の ･人 ･人の入暗T一三､号Q沖 か

らJG所を呈f:し.そこでr分にとってCP,-3)ふる相 とLI/11･

何らかのざt会的rJ俵を捕'_.:Ll=hL'.･がF､その空耳に対 て

きまきまにFq酎 iり ･軒 モづけをきTコ ､乙,-:の1).+-tlJy

のt.古のqFふ平ねに上-=て.大･-1-Jl='柁 T.TT鳩 トのrqfもがだ放

され.各人がPl別l二認旬LIl込化したf=A であこす人的'.･lTA

fTt糖が形Eiきれていく.これを慮.Jt仝L'..空Pに対しての何人的

菰城のII塊とモえるこ そILは■人が頂1かこ卦 さしていくJで

非常;I.立夏'L世辞である.次には.人I.･ほ の軌 ~'U_Fl.引1し､待

人の一人一人.~Lldlrな1T勅環境のJjLLlこ.tr=‥ 粍エ‡一別ulとの

I蛇 r･7操について{野するL

o% 50年 IOt)'キ 2)領噂話在粥芹‖こよる'J型化

臼

り

j

T

3

g
z
37

､
-

J-~珊
袖

F
;
乃

9

b
57

は

3
;

~
49

割

柑

4

4'7
y
T'(Y

■Fn､aI亡口5-叩 ValCE)S･publtcOl山 LM:

(Ea4-25)95年8月-96年2月におけるJLtI古人
BEiの挿脚 在tle

それそLtの人T..:Eの子r事が見場の人JかJirl鼓/,つかLrlJ

I)ド.那 加111さ11/=空rdlの滞れ叫WJm伽 ､fJInして入る‖

阿･は.VE柵人JJ;井の95年川 Iql'叶2Jlにか日で,rr叫人の

'A地滞在時問の.i,1分である.IJ-し.そiLそTLの11鼓*i上-)打

/il=せるたわ(一､/I,nをI.qlPjのブログ･J/･ frlトIiJで･Iへ

ント 入浴/+･と1L=11とわ1Ll=叩仰 )除い rよ■L その/-メ/I'日､

伽 ∴ rl=5CM=州 にの諒tL相 和がIJJm 'Fbt.していr'-qPq⊥

7日.少なく/I-)ている性向L'ある.

ここが 1.人 -̀1 川 音'1丘J'(i,くL碓drtニ)tL･T.;ち

いがあるここかわかる.各人Ai石.113よそ次のJt川 L'*句)

れ1_-｡･,Lお.:,l句の)生弊こしている,( トン-I-JQ対 は･'一色

Lrn /Uのでか '､11畠として人拭^のタイJかI'tかltLLと'巴JJ

hもaJ..qをあえてttlHしているIlのて flのケースに･川 Vlと

して当てLL王=▲/+･t Le▲のでJ)ら(

BL叩 te瓶 聖

pm .lLEの.ZlIIJFdT以lJ沖 ･′zJグラム:･'1∴二時n

ll札 rrFで為こ1咋PM Ii一･.lIMLpq臥

b脚 te滞在型

vm叩 1､31CFI:が35%放 しで,か′q:mH血LT【JIPhhc



(衣418)鰍i井在的即日こJ:る村塾化

Fm te空 Em ▲lthlSOXJl上

8-pnviteヨ ー与-帥 ▲leが35%以上

～-/pLB 空 S-/他 が20%Ju

中Ji的捗的望 :一一ErTYJted35tJXlhLつS-/
pt此 bf20%u上

の副長が三0%もArlLh/仲川托r-L:対日IL州,JEの
5cmトPl､･JtCでj4='にLが多･Llt附】川.

csentd/地相

5eFruPJIIは+叫K,の.'dl･が20%･11上で.
かつvm卜Pl胤亡

の滞イ功くユ5%去J
.
プロYラムのされてい'.･LtE川で

も
.
軌t!(-y:nトEL州｡ある日lrLN'しそ
frjl目するヨ肘

tf14円一rLl'･470)
Lifqの人.
ILJtk.
芯fHJとして姓.iv･

せることも吋舵である
.

d.ih脚移動型

L-1のとれにもあてはまr/･Lい.
十なわt
･"mLPl､]1c

t
こ在が35%以上あrLか-)vm'pJhhc+IdJIN;毘(i:も30

%11上あも
｡
店左■こととまるl洞が少1

_いL._､
i
,る秘

所に安定し/=鳩としてととJL-とが少T.･く､
節城内を

嘲禁にfJ的している.

これらの肌刊化を鉛まえた上で.
各地人が施設空刑にど

のように叫を汀三戒Lているかを
.
11で日払的WMから7,やす

ち
.



yL<t Ltの七dL

3)A仏的好例

81戒女性.ErTVate才在型.片府

年で手持子.

41q11

/.～PhtJiE Vー-n'+ ≠t■A+i.JQ}i: +一一･人 ヽヽ IT_'いrJ(てIlJ[H 14

朋 J空恥L:ZhT(ることt'ムLi-.そtt▲IH▲Elまで点ご111Jqがg･い.b～)を七･J して)川.白けでtt句

川 ⊃1='J･1EIMのulb)細 さうつしたrl.tL枚のふを韻人/=りと,忙しくさごしていL rFl用がtっ小 '.(て

'llJt/･･g'&任.ニkl一て払8･するt川 t'rJL,JyP句Z17rLeV'て川 で^るが.しの上えと̂J ,て15巾.r糾 kll
ILくても 特句iL･ていLので空しい_川 B,ここl川 分の11品的 fe._LでLらってB ,it･もー的 の巾tl二にEAL
T41もこともみる･Ji絹で句会ePlくときI=[三VL.叶 も机 ttは Liそ/J.:二多くfJい.那)の克也やA,人川 l托ギ

rLtCHjてさて.仇叶比重の}つl:なる.:ともある.

(I,呈中のA糊でFqでIi.ftrケ岐JJ川 .吟に･l+レピケ削 ,一日 .I,もれ fF>P_/･tもの/.I.Aうのて.ナ

レども旦LことLi少'.い･外からの恕未や&i2,,tしわ 桝 外椎やγ-ム,AI1811沸
く托里'･土Biitの/U‥ Lに l̀fJ+恥 二手切していも,

I.(判 TのR桐空ql:出ていっ/-とき'.二Lこ･j;缶わヰ/人と昔を1る./_,･=叫とむく暮

まい aうことlJ少'_く,埼芯や)'ヤー,'.とで人かkま'1ときや,山か ナるつLtで(=hlET

I〉叶1-人11･叫 かりい いっこと7W いJJ杓 や7-1tfJと<･Jj･lいにやっている人とIltか

rJ畑 … I=人だけであるが11{1P･･･l二仙 -I_･J)附 の那 <山LJて誌をすることN ,ん 一

也や常が戦てくJLて･FK人八f作 てくIL/_-ウ.カーナノと1けてくJLf=りLr.･



P例2

87歳女性.PIVate椎 払 勿体

的自立丘は高い.桂皮の鋭

tLtrk ■ヽ■ ■ーl■キ ≠ヽ ■サ十テン.みF!.仝J ヽヽ■人JZの人SIl +ー ▲

i-hl rJ:一一 さlt ATtJTA (<4}̂Sll きNり I(+.い

rlのうち だFM 主に8分の7(也::Ilる.1ペ-/I/_.ど.こいA粒的I:.ifわし･L､･fPで耗Z詩をt/とゝ

L'(lJj手tLいすもこくんみる.允隻のnJZ::･ilo伽 .やりしてJ.つくIHi.荘旬で斗f:I,tLII-lI Rl,/一二と事

tT)留/,(-り･Bb･見え【くいこともあって ‡外をぶちj:ら歩くのILIlきい 1.1･んでT,い すで十から.日和 i=

i:l化 かりサ47ノuIち込んで上川 .白けで水をT･?ている r12とんとkiBL･Lくてか ･んで十J ･･I,T.tJL

十liしない.礼.ゼ1王.■1'のいいとiLi氏 LuI台地う.I/_ト LこJ

&A王の1t)′ラLJユ外で魂Tは 何て■こすl'･耶 1少'}く.と･',ちかと言え.fJW のEEM士の人と出すttf･が

多い･Jj:'ATくれのスペ スできH!郎 ･し,･･J).辞の瓜tA ′の人の… ,-hってiU,lH も.fE7FIJ人有の■ヽ,.ど.
●HJfもrILで いってJHTろ-と/.･事tL.

t-1LH ∬jElニ且tがl･Lので.1くZlLJてLtてくれる.6 '̂q叫 1且 f-CL功臣へitltでい

てくI./I.官Aやtt!帥 JrL iLbtのカ ナ/･JとLi J▲LiI･人 i:,J,てもちっ1=.



RAT 叫の形成

事i-3

75老女吐.泊 ,t･1JIVatC許在型.

身体的自立度 は高い.托EEの轟果.

/NPrl.Jt ≠h･■1: 一ヽ一lb分.山A.1 l VLb人心fHの七人 ≠1r■dLL■■t_1くr一{ l 一■I- ItT- 1J.;.l'J'u TL=t" 汁 ∫r

S.～ ↓_rq'-ーLー'lit∴よJLモEu7ilAt' IJ⊥ .llJlLUPlの人の人JtrlLT+人 9 1ひこJJt.⊥LTl FthILJ.YrnFYlp ¶

口中Li【1とんと店主瓜 の1 相でJU/とでJご1こ･か事 .6:i; I.吉良的JE･･･/.I:也.I.共同三柘でLL

和 をAIん1='り¶ 書見1-り 一書I=ll白･Tかt'革細 ってきて如 ,こともある ■一tJ供,(,･J･ヤJJ1,,.LuJ乙 ･とり ,

るL-lい .'･くても 人でfyっている.1.･;恵でjdご1時叩Il他の人(:比べて少,.tLが,り1.カ的って▲てH Lか k

Htん1JIlJ柑 J… hて■tlTJ汝をつくっ1二').川り軌で℡･1･･Ll見え心中色をちきりL ごつく-,/･'.～.71.51

/･A-1iin･は 行っている-▲一1也′ r･d台,}i･一乱れ =又川 てい･_が.■n ･bqら't/_I, eE.二をIILl.ニiへちIl

る1うi-rJり･rこtAJ=いもの･-LlJ外lこけL･.▲う'-･q相 が七てい= )･_.ここJ=人h･,Ti･:七/,I_tB句モ大
子J- に bE] 恥 二tJ書いてlる･T芙=F,… って上付 .王上の-とi書いていも r的 IIEJZeんr-い･_i
の一</･ときのケ丸 l

kYliTh t4IHMJr.･t'地元に七か ･て.1くjKUに宍Z,ので rH
の比lL川 [=い'･･LlりどfL-れ41う｢分かる.せ L虫lけJ.いて特LJ.Jl¶
4)f恥 :マスクtしてい/=ら､JLhやkiPILl/_汰.圭が rrLLlい 人ほと入れbL

r'rIZt,Siわり果てくJL/_I.

TZLI.るP_チ+.t卦 '1軋 三_L･七て †/_Ul_UいろJ.I_い uh てきてくLEる

で七十 klが速くI:ft'ていて1熊が超か :A-M.てくれるので モN)かlこqtして
いる r*もと はヽ AfJ広瀬qでJ LfH 渦 ,人たちが7,人も1才ってLlてく-i
Zt.柑 -ている4･ちJIL'さ,L古Ifいと吸って.



事例4

77栽女性.訳r11-仙 /畑 C

1pLuhTt一 ≠7oTり1仁一_ ▼ヽJ4- ⅥblF ≠TKl■iLU:rJLK<JーJLN= ーヽTrtll一一 .ノL.LIIl～ 1◆+Irlr lL-Ly★■■■

p･■l'､r I書 たiJ/ JL止のL･_'ざi{.'eqt艮･.か 十でもろ.呼は117かf■Tf･巾こAからこ っ

ちJナIi I- Lt' EtL叫 か･ むは IOilすると.こJI=Llで2日 'l:T.･る そM ･E,T.tiiして.3七の/･

∫,L'ト1レの･'･L'托.そJLからホた .て山手川 でも.

小量外のメmtIqはリハビII空P!IこTJつてJ川 .rinl.41;,/つ/_i,.JHt,リのと こ1,で少Ll的 rム ペ.チ

J:t州 Iて会誌することLあL,rlfqの人の屯1る共用管恥 1..してLIP屯のとこ/,で1hi.汁は.･もとJJ,HJ14,′仇

JJ川 向こうL=はけか'+い.｣允サでIln分の出八もことをLI L)とか ､.･人で宇山 -いってr-1IL{JA.I/.ll.).

ん'･'でJI.つ1,1'LはrJ任ん1=り､171-仁一÷寸も｡

JW の丘く(=11宅の 正.･人がt_'ってJ川 仲AL■Ittこ･__て-I_.とく 頂 の人と1.-I.互いのIbEn .っ

(-'日.p-.～.たYや入恥のL}'.･ど… u ･i†て -iElこiT(.Fldl見え,_いので.氏

■mTl:.'JJ,LTのtと■'/とLたまてい う.1あの人.三D川は ･LXTい い .

=丘'''と_itR く;こいてもらわ'JいとJ Lう一人のJ.uタ),5恥 :なるとナレt,
tq･'又 もEそれほと7u くしているbLlでもr..(.rここL:I.たEi-Lこと/lll

qるり八t'.叶退くてわJりqtらんし.ld入組で銘l引･u ることIlあ∫り'J(,

rJ･ん川 i相 升のTV札てるから じゃまに,_るfJ.なと皿っ1_.).J=qJlJかに,

i(ヤ て束てJjtけ る人机 tも.;巾こうのt-l;は.Atタl:ITか,.･い_I- ･ら

いろいろせ出してもちわLLr･.rr,)-うま･L,モL･.('三･T)･J疋VT_i.†で･.くい つ

LJ そ~ ●JJ､ttrO)切子｣でぶ十人1.もそこのカが廿抑†て.rllやTt.A



7L.■J Ltのt感

TTLI■≠lmi.メ■★ ≠加一~'.rYtlこ.ユニJJZiL_i.I. Ⅵ1■⊃･'イr)JI人へ､.FYT ≠lyTLA)(.A.一一~ JCF叫.J 一日.Jk-J._Lb. 孟云Ii号Y.rイ仙 l上る一一

i-h i_tllJ I+.TV A ++. - - 言 三宝:..? て J-→-i′し てい亡

～fhrT .tLITトホキー-I一九や rA~tI㌧■rElJl 人,Jか人OLI FlrVTurrnFrn

q夕 .ハ t' ~ bE]&丘{/外PIをtnC3回乙のtノ,･-/としてt･もJBIJO甘くE.い五･L･る 巾LIJqこ1,から.

lLI 11七′ナく小 .の7;rJら.n分でスフ･Jプti てJltJ)けておく,外tbる41-1 也lJ;ti人tSBかIJ6いるTT丸

井･rrT空荷では.･jじ(Jilr3'Jビー ･.aJ.* {誌コーナー n トのでき弓,=りIIt'.H r･ ,.Jl巧そtibとし

(=JJAiH ･1その7tA止の■fl･'Lf･し山て.自分事用clq丑頒弔L<BTの宍IM _lJI=つく>てt.1′i,I_.th/JA帝を

Cot.'Pに.この淫flFl二娃って外t見riから書中t吸 う1うに,.･る.九FIlで河のテー-/】して昔日 けr日 もヱう･.･

ことIjL/-い.Ji伯の 7E7Vラムにth I,iMJN判 にt,放しfjL､
u･姐にいる1りt･外をbh/-W !Jl蛸桝でd耳を唄っていることか事い.u･ti:いもと!.=LITVを比1_r,コー

ヒ~tせ んT.点こしている,せ.,かくの.Jq/.QJで.tu tナ プルi空いてスりッ′tO)11人 ,てqf,てL･る

7I五･の訪h![:上那r)込UlHA･こしLliとJLと 一'_い,LLL_/'のうら.iryiの人F吋とてなし(･J7Iこと:1･..､.

如 )人T,日 .-･J'1'1< らヤぺ･･}Tl.r･･.,い ､L.そ'tL.)も乱 へ ,ト ･いt人/.･事いJ亡Zl,てい･廿 托:･JL

;IT桝 qt匂っていもhlと攻句.二心 rようlこなっf_.佃 と.LLくZZ r 埠のJEEfへIr,

-LB吋 ,∫-羊もケ′てILyJ'_ので.10かく(..-て別 1_てくるJ
甘T･rLも綿 雪rl二L=Llとんと剛 ,_い.1ー Lで.iEJ77eEか ､のすI..･̂ ち,A,_I.A,

が℡事7 ていろ.テレビt,うるさい

TここLl出帆 デtの人が 七るのかPLふ,｣附 ･らm･,ている比hIの人がデイ･l-

ビスで祭ると.公ML1_ql古仏をLTっL･り1る.=デイのrA.I(11デイL･火luのはあ/J:l:
会えるV)が空し),rLJJ･ヒ占ってくJtる 州 ･.Y.ているとさ= 三托してくL.ふ.川 L′.Ji

Tイのスペ スで会iH していf:J.In'空.Ll=即 IeuIrtYLて相加 とうと n51のiEJt･
i+仙 IT括1▲1▲二'.?I/



平tN6

71識女性.soTT一仙 C/畑 C

藩在型.身件的自立丘古い.

ノ▲.■■rhヰ ■ヽltt ヽゝ■ ヽヽh +-一 }

S.PT) ⊥bT7LTVr+.A.lItll17 AiJt J}^ ○ 7KI二),tL'LI FYYYdLq JIFYIIPr■~■l

P,Tの蒜q'･:Lることiり /_･く.允tでの涼TLll月か早く/_TIi.粥かE,政事竹の,tL,美JtLfJ･Jtゴ～･.t:

隻叫 特･･V-q}.TuJ t･'L初♯ふと･it/Jr･もL･くJiAi仙 手t=い,,Ltl･ていL,^三一一El山に,.るLi9日 ･_･し.

J･'っとvTいちJl/-いt=511.のでつい如いてしまIJ冬草l三位屈のL･Jtと寸.監き′･小人で 日 と.JU T,坪卑し!_･･

九ゝ 日･'LJ,のうらりかなり冬Jtて)川 r書ILLたことt.J'るltLlと.てJもうち.川 でもやり Ti.lPJ 十 の

tでr-うしてT71g恥 托J,るの争TS,ていLと かゝ. 一壬のんUrJ佃 ヽ日 .LiF*Lささ,て.X的L:qaL:もじん-1･.

ると･ '-へ7g･て.人汁x式lこ'JりJL/I.qJt/_･サいれ 元7日:/.H rr一･いてLJうれ ｣

はPの'pL阿(･'大食でTVi･見1_P).ftqlが終わ ′あとlf･i外F'叱FHt,tLmで11･ケ杜,二･1-fL,それか ,lワt,
くまリ -積る･ruがfM ･･_ら臥Tl､人で十.78.1ころE二一二.)/･川 り1_まま1てLJhJ

いつI】 ･f･JlftL･･41している人とi51位全力事い たで与り･,叩.=Bの毛Ztコ + てJhLf=R.たで領を

AJ･rJB･ら話し{_qする-このrH ･I=L,.J,事LlいせfLJン′叫 lAもJll,たまってLJ
り.暮せのかケ-タ のところでIL 1･･qやせふ･_I.:一糸iLLていL,

AE丑外の異町王JICTr.1qI=b lい てiStする丁とt.あるJ,･.そJ,,!とI三･F巾で

Lこ'･tL.仝LL的 こ̀kの入店E;と'三一t･としr_rlP')J'tしている.rJEAH･Ih て誌Ll_

Jtt･J十が.でもは人化 し'J､ Aより関わりた くrLい一か ･r l.J一枚とrlケ一.′

i),がか ･11⊥,冗AAi･いつIで川 にJh ていん人い ･もし｡吊しいで川え.Jrあ
人JI)他の人q)ところへ点びlこ1(くU)l川 さL.t'い ､で1tl



4)f人q)li岐展Plの空同約的兵

籍Al宅間のさまさまt+･一七いhli,缶切人が日々の,iTLT,の

小ではJH=形成していったty人的rJ軌はの矧71を,Jl.していも.

これらのgl例に即 一Lu='Jl妓旋mのJ～閥的桝 は 以下に述べ7.

ベ-スとしての屈主

塔空-1叩l:tY)L.こもりo)李Pqとしてのみ鳩 LていLiJ

けでは/JLt･･そIでは他か二九1わ/+く､自分f_りのi細 乞

Iiったり.fL い人と苫麓の占いコミ1ニケーノヨ/がなされ

I=りLている｡それに加え､賂d'trtlのW lに行動をqJrていく

雑兵として.そこから山莞していつでも確ってこられるようrJ

行軌のペースとして.ri:'iEJIDl賢なm Eを放たしている.一生'i:

し/=n分のl岩場FTTが托tY.きれてい71'ことに1つて.その外佃へ

行カを広Ir､そこで他月とのさiざまなコミュニケー/コンJ'E

血じてFn件をq:けることが可能に/JつているとILITTJ)Lil.

Jtッフ7としでのJE空前7ルコープ

El呈kのア レコ1113.一花の人t除いて人のb:る4と

してl=あ まJ'さと))ILていr+･し.上うであ7ihそLLでも砿J._がui

人の丸ま乙乞何とk fものでIi/jく､7ルコ-1がパノ7 ･と

Lでのt紺 Ji祭/=している1=/JL=.I.占守が安定しIJl註JAを確促

できるとともt:IJj.lZlH二人が丸かこ触iることができ7uTrT11と

fJつている⊥▲,～hJ=

多技な呈枝川 ブのsm -ErtVaie

sErTIIFlヽ9･JEL'1人にJLつてさまきま'-･稚わtLJJがさLlてぶ

rl'. r̂lってP?I.･るかぎ11けが'/きfLている それそttの人

がIJ分r_りのしか.I_こJAそ井池 t.､n分にあっ1=塔17' コミュ

ニケ一ショノ｢上･て悶gz'･を仁こけていく触 -)としているー

Fi取消虚と領域の広がり方

mヾIPuleのU.r和は.11とんと'そこell抽 入Lj絹 の九 二

上ってPJ叩きJtて13I).F8のG.rqJl二血Lf=弧 の人ti;-BJP.ま

して他柵の入F石目1あまrI他われでtL/LEい.人中:薪の訓点の

拡大のしかた.は .JTl､ulc-丘も近いゞ'El叩 Iq Te一 m 'PJllN=一

亡fJつており､牧瀬'Jの吋-1JIPlqJeへの荊竣化LitTわれillト1

1.f.それは外の托nl･Fnd亡へのEA判は.行われにくくなってい

ち.こLul施設の明qLrl良好的空杓JA畦が大きくお7FをPiEtし

ているとE.1､九る



(&4-9)披 空荷のZF岐t･まからAた分n

lq小ZTJEIJA的コミュニティ空

⑥ー附..t

伯 4128)見且的コミュニティ ゴ

5)掩技空間のZ=現形成から見た入JE毛のZ31皇

T~で見てiJ=事萌を.繍 勺空珂L-1=:◆るJJの作りも

かご-､白星T _望･mn的コミュニティt!向EG;):1 ナL

M_ ･Fl蔓れ慈亡丑JnEこI,'J空OH 托朝に牙i:lI_ この分

Jn 見てfrかもとお).秋 和=納 疋封缶l'よる牙gLと..ll

もしてし'L'1.鮎 もこ正月払}古人のf.わパケ ノE)里靴

かfJの分Aである4)L=l子し.ここで:1島ユe)空tL.-りすも軒 と

糾 ナの呈いかI,の51'lJきよみ1=ものでJ)i

このそtしそ7･の到 =Lって.1人■人の作qlけL･flf8

4悦.まれ+LるものでJ･,I.こ11.1 つの馳｣鮎 7LJSいてもd

人L=上)て!!▲塀している,TT攻07式がJt',･ももの'71ある'Tを皇

l･十も_

L自JE充実空!(JF911.5)

rr'､JlC'SP)を.自分の安定し1.日屯所とL.て f可人相 1

･の叫として.ま1.:円しい人f=ちとのも人肌rJつIAがり阜)より

梢として､光夫Ll=EILAを形成していJ乙. JJ山旬の外の*Jlq

ll施設に上,てr'qEmmきれr=空PlとみILさ̂ .rrrqlc乍和との

PH二は巳 に的に人さPJ哩があ る.FrLⅦI亡(I-mじこも1)で･､るわ

りではなく.外にLl''るときにIifT【tmmH削 Lrrるものとして.

七味のよ._をはっきりと比よし/Lがら守PliL他い分Llていも.-lf

桝Iのようし∴ 白耳の外に自分のIL･:仙糊IFLのエうに脈Taされ

る鳩介もあるt

らmJZl的コミュニティ空 く事研4)

rr'切IC?､r軌 二つrl･がるtnl'-rm31e切 の Kが.そこi･

共flトも人'_.ちとの【k rdi.tlqのJAとして かrJJ)tdiの広い

Jミ1ニケーシaン q)明 と/_･つている｡{tり1外の叫即 lrrt･

FAmの謁 としてAfJ されており.色且の1でLlこのAIJきtLl.'

1m■-Pl也eきPlと. その外tlとの6:;忠があろ,rモ粗 !と

I;ll.二.外こ出てい くこきにl_'prTF■山ニー加TLか.ある日 E

JuL二む浪:-II.:Ft'JJdJdl､11)･FELJT'JEtJ川)のJJrttくこと

L'fLも

CJaAi的コミュニティ空 (事鏡3)

pr･qt｡乍l一.:つ/.がる9=mJIp-qeで伽 C.比†的 出入JJ

rIl一I_･LTL;1m,lm l)の尊とrJ.･つてL'JJ.r:'Jlと-ttIP･､火 ''

t二f:'打 稚 し/=り,m ･prlqlEでのGttl',伽 Eか.II;!iいr.Mu



⑤
(a4-29)自主外王Jh望

佃 4-10)入眉毛の粗製

'T■ 人手1 人IJ九 .ヽ)

とIl.u･Pl.､J･=とのqにそれほど人さ'_-JLELiA,ギ▼I/･土'.～

･T- L･m･TIJqtyの埠の外tの空取 1.やiir:FT'tTJd )や 'して

),'LされていLが､書の三粒 Eー比べて､frL･PAmのtZI.1至る

G:のt4 barjf十77は少'Jい⊥lでも L. r'.LJち.1乙zL･.

れ1-14恥 二おいてFntteからItAIKll看 る管 用 が比 t=n 杜やか

;二つ'.･カTってい7n

AE)1外舌鼓空 rF916)

自重のfrt也 L=対してそのナIlが仰 の唖としてJ,

'Jされていることi三自重も文王とJauでt,L帆 凸宙での,=在

Ll叫が軽く,打董ここおけLiBbや女.i一l.1I_人とRrJlか ､.

机 PldellI,妄'iL.'=ti仏所をfizLして)'らfJ,I,l二tn.-

rtLh=7EqにF4分のた点と/Jもgそそ!って燕J)していL.岱人釣

'JL一作文でた市との文.tということエJ)ち.m ptJtLで>えちtL

る宇土巾を.～子｢†ることに大きrjjB代 をH JTIlも.

e.閉じこもり型 (事eI2)

白や勺での中人的rZi払 他石との女TT.LもyJいことか

リ.1'ほ._の1=JA棚 はさほどrJきれで.1たni外への寸rカの

LL:かI)もあまり止られTL いLO笠での滋/lBi川がE<く､外tこLh

るときは施Ai'tで提供されるprDE'aml=も加すると,tく('いであ

る.

21取ヒし/=20人の入局者を､それぞれこの1粗当に当て

llJILとん+】0のように'iる.rr▲､･JlCもしく;八 cmlJtJllIl'平P)

0101-7 (･)礼.てnらt.T称的に書きかけてlJ分の1年をIは Lていく甘.f
OLIl書ユIZlZlt70609ll_1.27小.t7 q)S･LFI五七た盟 fl皇恥AJbヨl~比べ TTT.■P叩IP空mt.'J;

りる間接flのtH~自分を宅は1ることのできろm汝的･r7畑 的

17ミ>-′イ聖のlJS首が多;えを-t;′)て1･も.Ll壬Q)現牧rj.i

1..に打blL-fJされている自重充実7!Ll.■=化の比 iJ21†る

A'Jとして.三/ここjif,攻のあまJHJき1､で,I.,､C;i.二二L

りがらゝ'L7J何ここ/ur7コは,そのjtC)A勺として.屯b上げ

られやすいタ11でよる.工作としてiエそのtrrFl的とも Jえ7.

円コミiIilJむ【多く見./=きれ/_･ このことLlttTi.pqE

h だ.,D･TLhHLといっJ_中内的1-L共和三河が.上I)At'J牲tlそ

Tl_-すべ.さてb乙ここをま7tする.



6.まとめ

I)共用生見のJfti

瓦船方はl上▲iiと ':身1-●ミ立の落ちてきJI符PIZ-it

と人十 二におL暮らt量化1.人宅古の■室への引きこい .皇･

tEL.島設丁勺の岳曲をfTこさせ.剛 にZ:I;7T.の11化./つ..･

がLのてi3'_I.-かこいう潮 は.正すLI.A:LいLのでは'.I

かつ11珊 に.手蛸 qの点呼的{_-まtit見るt広里のp-､dr

空FlのL3.をヰこllI_-L7,A5〆J.TtでJ),:7.その外fILI工がるm .

Fr'Ⅷ【モボのtt仁平か1加している.亡雀化tl′J乙J-で.IJ

しろその外■lこrLがL共用全円の事fqが井1}丁トL,

2).Ti設空局の多様なt味付け

脚 のさまざま'.AB刊 1､人店か-上 〉て事Il'.代

われ方をし.多は.こ乏昧づけら1･ていL｡とく ILvITI.T...LdC 一

ヤー†一一Pbbdこいたる空珂LLは一1会的問休のJでいくつかd)レペ～

のyH.･る埠がgt伺されており､それぞれの入llL;TはこれtでQ)

177,I.Aや内分の/i-ソナリテIに鮎Tちされ/.･n汁のコ.7占スタ

イルに/Jわせfr叫i･適訳している.この上.')/JJJl･:糾 'エL仝

PJの吐札付桝上.必ずしも (そして人紙の増分)虹 のn汁舟
や帝PIホlこ上って12なさtt/_旅枕とは放し/ハ一.,

3)入居宅の生活の多様性

人Th'石一人 ･人はそれぞtL絹Jlの{JlりJ777･芯iit加

し.汀JAL田螺をLfr)f='し､JT吸をかむづけJ'Lがlp恥.11てい
i.とく1-.:ILまでの生活F.i,tも用tiの･L.ヰ状.七もPH+･LJSlは
カHlJノこ,711=)エiE島.王では.人h市のヰIAI.t仁多t一でJ)Lぺ

._i.でIJるri∴ ある人は.1しいqJt::lIL.†!丘艶rlLC'!t

岨出し所しい人珂-巧4tシステムをU.さで._tL机ある人;1'J

も･<く11辞のシスTムをArtすLか,あい ･r141Iで Iヽ.T･と

Lt:-.;E;王i:身を任せる!='けの仝餅 HF九と'lJてしまLlと

ヽ }/I▲:,::.AE相 のコンtfTンスLt.:lTJつ,tかJ'も｡

~こては 脚 で軌こおり7i.埠のL広のLカ.つま)

その3J市でf7:J行為や人=07rTわり'Jとの逢いかこ軌聖LヒtiT.

ふ{=.i7.そi,のgJ勺に=って 良lt王だ:ー)二itも7t･Tntm

お上y托会蝦 牡とのJI応¢仕方R.f!.がかljJlR'.,ていヱ｡

鵬 をJTTlとして空相 二fIr梢 てていZ=ト.･'111 i●=上



九ではrJく.集注･勺の各空邦がEの上'''1多tJH.･tjスデイ･し

そ1‡つ人Q;石に上も卯1行JtT:枚の形良'_･･との▲う!主えごい

くかが.鮎 のii辞 TFLtを考え7_i.で屯で/_:Taであると℡

わJlる.

4)多様性を拝啓する空同

列 Iな人JJKのLL:75スタイルJ'E上irいるのは.ltl.二親

智のIIalのみ｢あるのでilfLくt多rJeに卸k付Llされう7.teml

prnllCの李rilJが人 rヽJ牧劫をしていろ.そこ=LJ払^J,i伽 ;臼

分｢合わせJ'JSJJを正択吋能であI).i/_.さま写irLレベル

のコミュニケーションをZ択できL.こLu=対してJT■､11亡空印

で■1他でけ取r11'HLい碁食の市いコミ1ニケ-ショ/が可能で

あるが.そlLl)レペ～Q)限定されL･.7陀 の人のみとのコ･'ユ

ニケ-ン=ノである｡このM名.すrLわら.A.JTlのか 嘲.記され

1.:コミュニケーノ7ンを行える叫と.き上ざまrJ.レベ～からrl

分/.IJのコミュニケーションを進択できる叫とZi､瀬&=もに

E要不吋欠なt.のとしで存在することに1･で､ホy人が自分

らしさを民らつつも鬼没JT,*秘 二Aにして甘近し/.TC仔を依 す

ることが可能にrLつているとJJfえられる.

=のことは'ELl,普通の人にとーてふつうの日食生r亮の

上でIllに りIm11われていることであ7}う｡しかし､応R名

がf占化施設に人IBすることで遭gn の帖が'Llはtl'VT)えちil_.こ

の汚IBのことが'&_dLぐきなくなっていLとすれlf.そこを臼分

のrtJか .｣として適応していくことはtしくIJ-}ていく.し

かも･LJl1,､泥の紙Fl:上りますます道代の帖が対ま･ていく島

A2人小川 にとヶ亡は､なおのことrLgEFjrてP詔である.



第5章 評価の構造 入店者の紬 を乱 で放縦 糊

l 入居者の評価の構造

2.施設環境

3 個人的状況

4 入居移行の塀榊 多行

5.全体的な評価
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第 5章 評価

-人山;打の好肝を通して7.1_･札止環竣

1.入居者の評価の鋪道

地中まではおもに,人絹名･二上LITt社的fJG的 1,IT軸と

それlこともなう怠唯を通して.東男としての大紋茄のTP批 攻

のl羊Tを凝えることにすB J>正いてLt'=.つ三り'JJTL.ZI=乱必勺

で行われていることのうち.何らかの彬でtlにRえる応分を記

述し考軒を加えてきたE

本草でtl.入店昔によ･)て施設領地がt'う軒的きれてい

るのか.という.上り心甥的甘diを捉えることをHIT!とする｡入

居駒 場 h'Lの上目占の中で､施設の qJAとさまきまに識んか Lfi

がらどのように生1占i･組み立て.行血村境を形成し.それをif

妬しているのか.インタビューから7.!らLLたコメントから古や

する.その際.■人的行蝦 攻の.q抽lこL･Tを一1えもR血とし

て.L.Jiii～耽 .14人的状乱 1人uIn'Q)Tg卿 榊 .とい

うRfLる3つの七dTから見ていくこととする.

㊨ ㊨
(E35-I)入居者の朽戦中IJのZ7tにtZYe及ぼTFJi
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伯 6-2日 A繋咋IA捗77の出 (Z5枚.t991)

り 拒設JStA

高横 (L991日1､41T柳 瀬としての事は 牧JEL二剛 ,もT事

1子の型を次の1タイプにまとJ)ている.
lbiする観戦 ･叱川の引ヒ
2. it7b･施設の変化

3 tT占･行動のJhFT的な場所の史化
これらのtlffは親告セに上り.古rtJh ･l紬 に.t,_fけ Zu

･W 朋 Tから.1ペてが印 Ii-t化イ乙二･TJn桝 TE一分けち

れる.居住施設へのl卯‡というQ)は.これら-1ぺての捌 舶 rl

イナミ′クに鷲化する三次的馴 Tである･人皆石の!叫 へのii

L己は ､これらのfl打にttLでのJ蛇 であ7_.このうち｢1鳩ar

地理の変化 l~対 してfl入店El'丘状の余地LflZと人と/I(.

日常性Iか -ほはiC抑 勺に完hLしてしょうことを号えると.Il水

LE細則｢1地物 ･施設J-の川 Eか巾安/l･開祖と(.7..

抱LXrL項唖の特技として､施設軸のIiI総iるソフト チ-I

サービス プロ1ラLJJど)/LとW Li泊の中で丑裟な._Vrli･iI
つことがある,ここでは ｢】丈上欄娘J-1'JI物 ･島.L をPIも

乾し.粥軍的q牧 Il会助;7枚.祐yt的rK境の3■面か[捉i､

各何面ごとにJLlti-Wの.LfBを分析 していくことから､人A.ほ に

とって駁 TTJL攻がどう捉え=･11でいるのかヤギ弔する.

a福祉施投であること .制度的Tggt

特別長講収入ホームは老人軸比鮎‡に仰 ''づ日日ll･1.I;

蛙現場で3川 .そ1-Eju/.･rj形 ぐケア<,サ-TJスか■きろF,ll

ろrl面.勺.i占のスケソ}-んが肖 れ'i二.と'-,I紘.t･1ざま'.I

卿 や行先上のIJFRもた貯t~II払する.それE,はすべて人IS古

のu々の生活に省はlJrqt)っており.大さくI.冒そ11._'してい

i,それら111上条的巧攻のひとつ.二位丑づけることもでiLが.

とりわけu 'tであることに上る髭℡))の人ききをきん/=i収 と

して.ここでul.rJl‡約1顎堤 とJPぷことにする<

b共同生活のJJであること 社会相 .IJA

的である｡■A:)ほ Lとし/Ji蒜もY)人道11であIJ.そLLまでn
宅で音さ又ととも;∴ あるいは一人でtLnを止って.;U .･人.ことっ

ては.そのようIJ人人見で 一つの空T.7)の中で生活するというこ

とu､大き/JqJAの隻化でbる｡これ までのI上会的中上&とは

i-Jたく舛/LるJj胴 生l占JI-おけLti会約mか ;91人の七滴

に与えるむ甘t)ま1=大きいと請える▲
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(■5I)内果的斬JUi巧と外史均す現捗行

Pは軌LtJA拝丁子

AN'&白 の々 1々トj人.qQJも化をt･.人の

F'的V.軌二117.人朋 和収の剛 IM)
が文化tLも

,IqF2月WJfT

創 ほ をとりiく恥空Tr蝿の変化という

タt斡F剛二1って.人q 托妓qJrql～
JJがま化する

C･個圭型居住空nilであること 物理的qIA

榊 J長点且人ホーLのl{で-⊥W Lのところ､三人当∴ I

人か L 殻的である.不研究の1W l攻とした1iJEI3,的 ･#を

E]LBLI=蜘 /川 であり･そのもっしい和 である rRlで

あること｣がどれ/･11入居者の生..ill).盲をTiはしていL乙のか

という･O-にけElする1=めに･ま'-椛もその.Cに関して人町方の

市島が現LLてきているI=九 秒 t的LWAのlT政としてr耶L･I,_,

とr)あける｡

2)句人的状況

入店刑 場収のJh占/{-f触する場合.それ(,のAi芯現JA

糾 仁の買1='けではなく.個人個人のそ九才での生続PJ･ヤW lの

京虹との1柑帆 ll宅 け なわち佃ることのできる堵所)のィ.鞍

など.入唐比渦からの用人的fJ机泥が人さくA芯 を且はしてい

るとZ7l.i.われる.ここではJiaTa妓(:L>Tを与える升JtVJ安凹と

して.宅鉱とQ)何体 ･自宅i=1汁 7Jをi 托誌にけ十L芝生の

3巧面L=ついて首筋する.なお､I1tらのt人的状況は､1-,.;全に

見諒や活のパー/クブラウンt'としで丸山E.ぬものとして ･方的

に1乙苛をケえてい･E'わけでJirJい.約m的.rJlの小で. !̂E川

が施Ll現場の'Tlで′1.†占L,ていくにirFれて､これらの伽人仙リ､i妃

も抄野を受け次恥に劇 ヒする性村のものである｡

3).3uFlのgl攻防汚

Fir.)の止ILの上で考えると,鮎ZTT姓やtr人桃 だは,1こ

掛 二受化してL･くものである｡そIIL'}入店古のjt広が ?のrDの

nE什Jn･佃71払 ～に上る･,9っくりとし/.:射 ヒもあるが､それ

1_けでu/+･く何らかのLPH叩i･きっかりとLた'&救F.L･A:化も起

こるEそLtは1=とえば人I.(-BQ).LJI状懲の質化とい･'/_･人刷の

何におり71,文化 l勺'i的環境抄fTとけJ;:ことにナZJ であ･9/I

わ.息Jの大Iklq/J疋rf.'さえとしうTqJtのtrの文化 (外発的和

魂拝rrとITぷことにするJであっt=りすL,これらの史化はど

ちらも人の書f勉環境1:事37をrrえLi.のであ77.その柴化かa
alでyIナミ7クであ引 iと､人世:名と良遠LT.k竣工の問はt.人

きく更化せざるを1.irLい.ここでは大別 L掟の,FYvlAll†Jとして

それらの貫LⅠを携え.入店者l~J-1iるl7万についてモモ叶 も
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2搬 帯環

1)制度的JTIA 福祉施投であること

は 5-2)制度的ロlA 7相 馬汝であること a.主体性の別帆

71比丘はであること

主体tl棚 牡H カ乾は定 riAl

ケ7 AT.モた式7号白L荘qF

プログラム 朽け小丘主
役ZI aJtllJ､3!.lr如巾乃さ

白LJllj舶 I-面別みられている､昔確されている.的話

してL,I-つているという丘ユが牡られる ･Jir,･にキ7朗 唱tlさ

ILる種喋や･(7分の4-･Jに剛 つる正妃'L:irt乙~Ll/Jlの旦むがFi

咲きLtr･いこと'J:とか1,,きま=i'i珊血で自己は･,ii舶 ･W3L

されていることを丈さする｡壬,'J.もともとII･誌をきJlるとい

う受劫的な立場からfT血を別 け るこL_もあるリそういう,･=こ

とから.及恥を⊂7=って生活しなくではいりない.石山Lt乙とt.

I)に行劫しなりLuf/_lF,rLL､､といっ/･施設に対してそI的 /I

rFlEであることを受け入れるようl~/J･･'ていく そ九Ii埴設l=

入れてもらったことと.jlき†ほ にした.あるtLのあ._I E,JJの好

捕である.

股 の I:ft的な捜刑にエーT.rL符にある経の事丁地は叔

■ほ れることがあ るレこttは人唱古生Llを一恥 二枚HT乙t.の

であり､中人的にはその行か tAJ托T.･人でも.あさち/)ざるを

紺/JL､という仙 妃が挺ころ.

● こ Lrl1 枚心が貞'.ヨLかriL.ここ._lq⊂カち同も

/A.く.Jtq)老人七ノサーで凪Fi.FrV⊥つと巴>て出

てっ/Jつ.tLlが稚び州Lてlて焼つかまItて引 り応

手Ll/I J7

TTL材い17HtrL人らt.1iこうEえl./どこでい 暮り

るbt.rJJH_･かFl由L二rL.'んĴ で.1明らJtうのか

J,もblや,乏ttてlTtJLLIわんとtrこいTIIl甘

ん ･･L.▼●仙

畠設rJjPtぷにfJつているd)LLからJlll.lJiiLtを抑 J

てLh､け/A･い､J土1㍍ 掛 TLくJ,LLであ山 E､自iIJL.あきら

め.iLi･付ける.とい･'/.:形で.叫仔/.脚 Llt'上って兇糾され

るわけでEjf...いが､あるLEのIi妙l-対して自己規制が冊くこと

も多い.]

tLl:)Fl_I+,さんだ舌､らいつ稚んでい .い.･と.ここの

JJこ,.L～かりちrい+,･̂,.17

T瓜LfJLLヽ L!河手Jt,ri二い/･′与.ヱI特dEの >とっ

/ llLIすぎるとyI巧さんrt.･とfって.19

准f3I-人Ij忙しナさて l,i-':モL･のもまくI_も!三と.JT

l･へ.,<.ベちhqrものも.▲6

･lT見3rTtlけ/_まj'JのLEIf干し/JE,rぐ1Llし

ろ 人i:qtJのt.ql′_JL 11号で七･.でき･L 吋I･も
tJ･'Ji'といらいらaIのい 叶 tiL叫

べyIltln舟で屯t.LてJIE./_J)Ll_ち'JここIILる



ナTのL,Jt4-lLr*の6棚 でろJ.心'とがで.=tも,

SdlCh JLl'1-ケ'-..ldiコ1ユニナ

シ)iuJltr山IL.ll_ど
仙 ddに▲t i.晦AJ;kP'Jと■′I L'J.

仙 L】(ユ■ J上叫 rfJLZT.けえA.I大祐(.
.一巾●･■

h･q Ck TAuL-上iTI,1 舟BL
LヽcLJ亡- ■′1-1↓rt■Jt LJ'･<･J

TtTT-O■t亡叫Or1
7IJLIJ''もTT,iS<uC■■ Ph EQJE8.3上▲と-
It.'の01-∫,いて､17.I- 1▲I.Zh

/tlY)I. SE-ruE

Jl-ビス kuhll■Lt-J■

TT P亡rLCNICJJe
L'.111LbOJとしてttJIJしていも他のやl-JjいてりJ_
+ら I-Jilとめて-JlフグJ?I.と.IウニとbAも.

か牙か巾三せんので Y.tりIlてi.u 十一三0

次のJ ノノトではJF常 こ̀LI丘rjレペJLrのけ71であり/.I

がら･決 して山分払7-にしているので(i/.く施錠Mの r月ほ 紹

(=上で行っていることi･鼓31している｡

長Cbはrモ･召する牡前で.Flllr)t,*tfE,-rl分で

していL そのRZで71･C= 1 3し'_い.b
･fAJA印かbこのkLに(いて^っr=.山王Lてい

･'_･い.白汁でLきってU_軌 三.自分でiペていL 一

二からyt･,たわは何t/.いで.この-I+にJLJIQ7I.に

ら†､んと3って.I,TAと事托さtしてJBてLも.
いけな一一f=のかウ6

b,ケア ･サービス

施A2PIかF}哩供されるJ1-7割巴的/介助のケ7･サービス

ll.本来それらの弘一Lltを桂るたtJl=払 王に大塔する芳rqと(.a

べきものであり.施設での生続をJl吐-1る上で.か/Jり4.1!qJ

/L部分の一つでも7>･')｡

入坑前の1T古で､一人甘らしで自分の々の困りの･年端l:

不安を生えていたQ､食掛 二世謡LTもらっていることのtPE

的LlpがかILり大きかったりした4合,施設で基J>的rJdi刑を

見てもらいケT･･lJ ビスを隻りることに対して､きわ巾でlTJ

芯的なか価がな3･九ている.これはイ1:'Eでは満たされfJかっ/i

ニーズが施設rLE=よって浦/=きJII:という.取 結と仇fLEとが-汁

した,3分と宮える.

rliFのtl'っT=ら打てl,n牙でLと,JI.:りと.ここで

に打でもしてくILも.暮とら11とqt官からほってヽ

(_かNiわ'_･い.ケ131,QとrI'_'HQっている｡事.い

Lとヽと比べると､JLRと叶ごりl暮

iI幹L.し/_･vL.A/_･LTLらう.し,あら<ん年古q,'=
三･･)LLZ.Tモ芯も甘.そtJnのうら▲こlてくIiL.こ

こI.一事勺にいいところ 21

で'.二七i;?/.り八ともここが雌}､lL1.-から人IEてL

7J･,)IIの.うらにJlつ/J一.岨呂人もがとJJしっこ̂

るてLl.それがdi8lr.の.frq人が一人だLiでJl的

Lt/ちとそLLは,っかり･LINして.3'父.1人-dL.Fta
tJってくLLたりと.一一に人っ/Yち拝□卑n書斗Lて

る レからBんで耕しLbf,I:

鮎 の放映寸もサービスがbることにLって.肖分でや

ろうと思えはできることである机 fuJtにやってもら･')という

外.1多く見(,九る

FtZiLlL/Jくてい ･い.20
･… のけた暮3してt.らうだり.I,Ltきんl:kでJ)･しい

4E. tlこJ)くらい(liTJ Zつ
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(Jt5-4)拒投より姓仇それるプE7グラム

l川 T･T .卑生念 外tLH TTい牝,.ど1
ィ､左q サ-タA･T r町r･),･rL伽句･ )

1T事等･tI封q I.タ･邑守lH l
ll句号lJ=会･81ill卜 祐Ⅶ †･

小学生のL5q･･)

益I'のNF註ltEIが-てくJも tBl/i,が井 '九r五

url二IpIこさとかI･ IF･1く小 lfr栓4をかl･1_め
47

･方で､船 のサービスにf(Lr''n=自分のこと【川 分で

するといったEl己郡 空も､比較的n正liのヰい人名Gのなかで

lけ なから1号Tわれでいる.珊 的にIJIJがちな息aJと班の叫

で､あえて鳥設七のサービス:=仏ITL'/いことに上IJ..畷分の

にではあるが1･IJt･咋が碓侃されるという鞍qtに1'Lつている

･ノ-/甘LllEl牙でや/}.自分でできろbq)t3PlIで

dttrも̀托･t続もJJも机もr7rとま･こ′ r･.LA'T)

JLLで自分で手で洗っていも r7分のZE甘く持軌 -E3

葺てくれもが.こ3=}し/=とこ7日jtIPA憎りてl

てCI分でやる.27

･E]升の拡Jyl313枚のJ.けさんか実るが.IfTがオ

ペノトnr.一炊を1守って＼てくれたので.リハtJ'Jでし
ている■=

小さtLt'んとか さ一1こF,1ここTtLZLとる. 外▲=1r

hつとTlんで 自今でで ろヽことはrl升でLと7U.

17いt'のはあっち1~ てAJtl:かけてと.)でくる.も

ftド.7･'}くい､ハノか†13日介で洗車所のJJで_H .

外でJjJL.さが出るから ■もPでAl.lI
･PlんZ*[=1.ニーちLTて耳･'1J 8分でた11L.

できろ■13自分でする.沖や一三一B一首してくIかt

と,dかいとこ7>王で▲lfI分て洋書又も7tゥて.;Iてや

も.ALのところ'_とも,)!l幹の人が常てF,JtTZI

しくJLいLうに拭いて..まう.25

1けFFJlしない iBTZl.'Lかf,lpT£LrLくら･tI.らん.rl

iI7u3花村ltでくゝ ていL 他にEeも托わ/.いので.

UY んゝと~JJ目性リていも｡17

('>/V1-llA'‡t;くl̂ rl分のことは自分で<h-I.
Lたi:苛壬は′て ｣(.

･rl分の.14もfL j9t片 f々ヽ _Il､ヽ :二十 L,ここ,こ

Iてt-1空々_I.,さ'_んとするのALすさ.ち†九

ら.Lと化事T与.1'.L'.し-:lTtl̀JJい.JI

c.フElグラム

El.V生7占の中にp-iL欄 的;■孤JAA fれるプロyラムfl.'f_

T.T'u帖をサ-T-- トするものでは//L､机 あ71.定味で1-7.汁 .I)∫

ムと'変化J:E'ナえているLとくに､日1曲別的[=奮btは せられ /i･

1トー約 二与えられ7UltTプラ1.のJq九 人-相 自らi肘 伽'iX

訳 し､白外1川 の ĵlJlりやRJ,い入tLi'fえるということ.i.

ほとんどILさttl+･L､

恵那的1:朽わLtもRtLL′(L'-･Tt-.-ル血Uの上7'J.Yは

プt77ラム.不'k柄で行われるAL作の大きいITIFrJと.名作古
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てくJlるbq)として若しAにし､抑 †していL人肌 .る そし

て.施設の七とは 多̀忙L:なってそれ=,の1t7グラムかTLく(.･っ

たこと'r-代金I-tl.っI{り､別の払L2で1iわItていIJプロyラム

が行われ/LEいこと(:対して不diに'Lnつた))といったコJノトが

見られる.

･tT事LIFL人にLで.･も.17
･* 1-T･とIIPZF.那;●てILrITpt.事い.rl･J

(iELL(て▲い.1tIqq.弔Jtか11.J?↑ざて.)
'.カーが三一L/1い.LOEH-さ･らdrJI.ilt.ニ叱っThっ
1-の(:. 1が1-0)人がtlがし ,T= こ1.で! 1拘
りかむrI 25

mは■巧の人と*'-A･血V･'.'としてLI_が 人呈出増

えてJLJIv)人I.'fELかつていて.やら'_･くr_>てL
Zゥ/=｡27

JAITl,̀レ やサ′カーrJど このqlLf.くrJ.'Trlし
い■21

ここニ̀よる骨は.色町汀J二川J･/i.仲良しがいろ.柄

こうではい7'ん/.･ものをq'>たが.ここぐl三相しく八

人.TfAlt1,7E)J'?くLt人.允ぺ71もやりとりL/.

11と.ここでLiLfJい.6

一方で.そういったプT3グラムには大き/+･仰 書をLてい

rJい.あるいはやくPI持していrJtr､というコメ/トもRられる.

大王は⊥そけさというまじ.TIラ7ションLlTlSIt7

ことというまじ′デイの人との欠iAll書き1,:I_～､27

TTy':は也たこと1_い.I+胤 こもfT土ILい A:仝▼Jh
t)川l /_-こと/_い Il?

こ'は山肌 デイの人が止るのか1.しんぅ四兆ヤ17払.
47

d.提言!

自分の身のtllJのここの軒LIIi貯こぐむ たしてL･1Lfl

r-､Lでtlることであるが.骨のため;:LJtJyLf_･r)a.II初をftん

'LIJといったことが柵 として'Tえら11るレいうのrl､掻;2T

の生l占【-符イJ-のことである bj-えらhr=ft･LlをIili-こ/iTI_･り

というレヘルかE,InらTlT脚 寸にIL1は 見つり抵ilL'IITf.(こおけ

るf州 を比山Lていくレベル土である 応nrLL:人LL;Jることで

それまで′1砧 していT=lLIINか亡,岨 し,それまで†与ってい/=托

会的事相 の焚リ､:-rT血し/=人JJ;h -̀とって.島設の小で托//I.

柁朝をt等,そLLか他の人に認知きiLるということ.-L､亀uとい

う汚し'･.環LAの小で[1分の11倉的/LL.lPづりをiTlf1..4Jも車馬

としてJi有/Jモ昧そりっていL.

･ili77rtふ.ヱrる.ルQ)わく人ilやE,-i.･上いt･んし
Jヽ

洗.L託やJ,Llbt･ら こ>ちで35tl人分8AAr_で

く●･て11.二二でLi.tP7Hl少か ･の'C.tL･二や



ASJL Z7年の功iB

lJ; て iっ.'_･.lI

JTlのトこ'Jで,jII,i.I,いり 71人}川.rI,Jlの

できもーとで たす4117Jt?少しでいもHlも*,.い

う(,L'と患って羊 1と拭いてLlう I8

川 畑1おしはりヤーtl組 み こ̂うLて埠かん,.上.人が

8分の謀h/_と官 .て.21

･と‖】仏日允中書に1捕 れq.片帥 I.札と ,･=,Aも

のと･1'いぷん生れlt,I-八 恥 tで11L.I.JEV

L:ははと人と作りませ人.こ1 てた1JRが拝わるの

書け>でいるときが. 書のんJJ)出 る.19

品丘から与えられ1=LHlをこなすという以外.:､望人的

に現しい人の世iSをしてあげるということも見らLLる一

三LiとかILH二足･首ttTqFl.みんなで).r言りL/･り.

曲Li人が少'.･かっ1.･I,.E,､そこの4んですtLlt上之･,
/_けt'(今は食卓で)円いILで{/い人のと~ろへ11

あlMTかrJいtPLISさんがヰ々イ･FarLので.トIレ

{'ごAの粁話しlJり､H.qllでilってい(.2l

･UFさんがカリエーJrで仲か良かつ[_ので 少し血刑を

AT=lJしている.90枚I.が.Trくか ･.:1

中に止自分かE,鴇 きかけて.rl.(,.会を組&Lて&諒の中

で公式に諾わさせるという手範.lttiモて.口冶全iiこいう托 ｣

の もとに自分のi袖 i･旺EづLl乙Mも且E.れた.

f)的会長とLて､いろいろIIモすることも̂ ふんです.

1上人ホ ムLiIユOr七で拝bL事71では/-I.･で丁か

らh.人Tqの生みる奴り叫く事象ですカち L.:_̂ L=

^つ1_Z;としては.姓から入ってくる人が入r)やナい

1うlこしていく曲顔が^もと.'!■ってJす.郎 上fiに向

か1てLEEはHうんです⊥ AKさん.柑1lLで⊥(.て

コも((､い .LT



7L～L JTAのd+

lれ5-5)祉会的qJI 共Pl生′2,のLBであること

ギャップ 丸ノLい 白羽

tt空 7L官 IyT介的同位

8且 ′･こi加 トラ7ル 広之

lEa5-3)お互いrit集している人の馬主也J内CL

2)tt会的rZJA･共同生活の鳩であること

e.共同生活へのギャップ

ほとんどの^i三こttまでに月毛で書抜のJAで41たしてL=t

ており･とくI-網 じ空Rl内での如jI生7古という大きJ_･TtLiの文

化に対して.･L･PIめにギャップを志しざるをqf_･いい二､を!史わ

わrL/i:らT.L､こと,'̂にを7i'ことtJL､77かU'上がってくる<
廿でttんで1ナので.Jl寸のらLヤーJLりさILるのI▲
いや/･ので.マスクをして)川 1す.とく●-LT.glい

ているLl̀ではrJL-.大書の弁円生iiでr五･,.才'̂

ん上かでし▲う.今Ilt蛾れ-.今かりfE7JLとi･

に1./,LLからでtl社く'Jい.ユ0

･̂ (.'止空か1ん1うl'.そJtl_'り九を吐っている.也

呼に(.ゥているので.他の人の帯を訪ねてALやE.Jl

いi'ち 他の拡LiH二l- /_･巾LrLいりJl甘いの′ラ†

JLシーLbるから.46

L.tI正

もらJ}ん､itTq生痛をきっか 1としでl)人的l=71しく

なって.いつも-一一軌 '行赦したIlお貰いの乱臣をiTき旦するよ

うrjBl,Ef.lr-1仔が形成されることE3lblMも見られる｡_;J_･-んか

ら 一緒l~岩ご1ことが多いので.t】常生TB･の【卜でおTLいのけlF

がJ:き/Jt'のと1+･つている｡

JCさんといっつも仲良くしている.あの人(lutI耳も

たいL畑い ,い.こAのと′lb近くにいてもら1-rJい

と.)･か1'のtl正とかl分かちrLt･から.tCさんにJl
AてLらう.)8

てが近くの人ttめてLi.IIKさん.TFさん.lぐさ

人.～:才人■二手をつ/_いてい一てもらう J<ノ1とか

でち こ>とZELTrlHlTt.之1

･ulさ人と1..相は逆らけど.tpIJエーAで d t･っ1_･の

でむ計I:rJ?/_-.LJY5人1.T3.ると.ノブ▼t:Jpんで

JEil:IIも.ちゃんち†んこi･Pん(=りrる,17

おrttLの滞Itlをf戸主米する上うな例掛 3.か/-りtd人的

に視しい塩分であり､そこまで.ylLく/J小人の場合には伴rIに

Lがり込むここはしな い.耗rdかN'J:ll:なっていることでそこ

が lその人の祖はJであることがiEAされ､心空的な坪が汚く

なっている.

.i-'1十の叶で.jh:.JllJ_らん.まだ大分出宅t.いJ三

1人uJもが.TVJLJ-_･がらr79でBる.他の人のSE呼

L=Ii暮Ul'朽b･I.い 6

他の人と71qlj仝L､fl†と.JEtまでLfLLも人は･Lな

い.人の17とか4LL.Tヽ さんIT_王に94(!lIで 7_



7tsl打tの■暮
い 1にいくfJ11,3

い･~い-Lいf=" 裾̂.仝EU,l っの苗glAlそ.こ

とtjあまりない 人人々TW 臼fTのTV比て).か.,

じゃiL=/LるかrJと瞥･'1.り 18

とくI;他の人のAB軌 -JLUrIこ†i(▲う'.-･と･LLなく

ても.L3分の患いついr:と 1ヽ二兆円空恥 ･# んこと

で すかとコミュート /1/tとること*l?､乙I

~長恥-'井人中で市q且たり n P_!川 .fW lHLt
dL-TVもあるL･JLIP.こい/-くてもALL.LIIIj-し

くjIごしている_汝C)人のところ.一.i■ul:lTjt･_ い

人と拡十とさに13そこのQ-r17のとこ,,i.-IT.TJ_I3
かいも｡ユ7

外のp-プルL=[王ら)･t～い ･と行く.屯tLLニttt.
堺叫弔L:､女王とここくりい｡ll

'‡;E紬を怨むfiとの仕yIl特定のブ4･-プて行わ7Lてお

り､FuJじ人とr･･lLJ川Uに軽口佃i･合わせること(=上IJ什Tlく

ILつてい く. 一つのきっかけに1+Lつている.

･l1-1Tq)̂ l三./_'いたいtil=,耳段lLL.1ベI)rる

のはこr'{)l淡1g)人.ここの人IIちとu沖別件JlL

では/JLlが.官で嵐&特をtふ/.がF'JreJJL.I_qし

て.k止lこT.ってくる.13やつのLSもす(Y,輯7でふ

･ここの人Jg古に､YのJJ.'1.2Jl仝AtまでLも 他の

人のと~ちへはJLf;:行か/JL･.'}_iTt暮みのqhli

やつのI書｢甘とFFつ,Lbrも 1g

Zqとま3llI=托il暮L･Ll L ふんT_.でLzt')し/･r).

*11人iTタr_か-1_から､そーの暮んで11日5上かつ

(.,17と′くすは文書で1.2J

g汚■脱

JIJfは m ぐQ)y_王りも_そこ1-いる人たちと臼分との世

y･LEやコミュニケーションの スタイ′レが令(托なLABg.I-は.

(lt軽軌 こ加わろう亡は空わTLい.

いI_tとこTH:TltZJ)ち.LQ句のヒントf:+.･るので

1 スか旦たいが.ふ▲r_･牡rA･い方f h一".LI_な

い､=
祐11'-こトムと ♯死人(.:七L, 日渋T_の絶fl:･る1

うlJ▲ 11･んで 三̀IẐ E.iJJrら75増車ー_ていも｡T

レビLうるさい`47

.tLIF･のことながら.50人のJも阿り絹で.1さまざまrL匝地

山･'bka. スタイルを持っT_･人.･L.々状況も/iく粍fjL人が

i71liしていL.伽 嘲 しくF.･つてJ!JI.･女.JJ.の6､ができ7.1lli

ではlJく､托しtl人 印しくrJt､人の止粒舶 tで.さてく るLあ

えて筏しくLrJい.祝しくf.･7,うとri巴L)I.･いといっ/=コJEン

トが多く見られる.
･RJfL･tl/い人のとこJ,へ;3あlq77かこい.Zl

がq)人とはこれの.=tl!L◆.あまq書tL^̂1 1 廿



715王 訂tlの仇ii

ん●21

･住んでいろJJ=･この人1･qcTJヽ 約 かるzl･-～.ラ

4)人Lfわ士ちんけ･JHfのモい人い:LL Jm eHT

きAL=しか ..そlt力対_t'J人い ,んが.JHL.Zにな

るのt･AtLい. -人でltLt としい ,LいLのtLも.

お茶のふかけ主な･人かト,ZiL三.blTI札しくfるのLi
Ifさでrjt･.46

汗しく入ってきたノU三いる1LVJ Jゝ 合 〉てら人もん

LLから.UFさんL!カ 1-ルLこ血t. 411･.･らね

払1るh,fっとあっちのJJI∴･乙.17

まといこ7るのL'ALさん･'-･†'It▲ 5LJかqL
でてIITI･'･.土･つ'Lq.Nt､Fl･.I.i･.-/こ勺.tJPZ

LてヽA_と1分でこっi′がの1'てLiう.女とELAl

qrrらん ▲くさ人lH Flく･'いJ:ll'.二･～!.IJ,つt,の

柘肘へtTうT.:ことr上ILい.いろんなil帝でタパrJ

てるの'C､⊥く会う｡会うと205rくL'いL517..19

r節 に人邦Jq操の トラ′Ti･が起こることもある,.ll_･符

ゑq)iiう人同上でI1.1'面｣はりさ合っていてt.どうしてL仲

良くrJ:八/Lいと禁 じていることもみL.とくI1 人吉の人さい

前Pa石の共同生TFJに13Ilる人FrtJ帆俳形血の托 しさ析 /かびL
がってく る.ととい 二､楢笠であることに上ってあえて人rg伺

蛙の トラプJt･l=身をさらすことなく､おALt批よそ屯 りrJから

jBごすことが･T能とfJつているこ巴わttる.

トは人I尽 >てるりとも.為しいさCJ/_いt.人 1Sヽ王

さん Jh81の全t:､473Llr'Leゴ>/ILlど引1放ち

tLでlt_t如しでいい .tlP.がさLl.･勺LltJづと Lf

われもか･l'uh>ヤ'てJT,15

自分の牛をl隷ふ:･つLI,L･つてBpeに持ってrrきま
L′-t.I.-_FIはこ比じ-'_い 千人f_I:',.講 ,̂~n生
し'.･.つて占われI L′1 -i.-.もqが>サ てB つ

てくLり ⊥=いいのエ: i,わF'3.1JI} つでJ.t好つ

Lll.'い よう.~LL3失中り日てJ ～Jll._ll

L.･q M サ 4'′ケスIi:甘E7JAl･E,7'町かI.I:か

と℡ T HLLtL'r･でi.r 他の人から巧で^んf

l_け ･て言L>ILて ,女というの11いつJで(.-'でも
あさLLL.tLんでH1.20

1ものもト '′_･といつqい+七LHJ.JLでrq～tlJJ こ

のiI巾人L=il=苫哲が杜り'.い.Jl

よん王りP丸くしとらんt.ん.いろヽI,も-1=J)して.

.lJtいい .I

･-つのfSiKを分け L-って允ぺる1う1_JLも 人くらい

いる.help.こけ?てZEL/11181る机 でL.7人IHl

LrJい.^5り関わrI/_く小 ･思いです,,大政Hl

仝叫<えJJがAい11▲.'JLiタいつ)でも軽い二川
てヽb人い .るし 8い ･で十わL.LIん3qqP 人

のとこT'へ4Ul:汁 r)Li吋きC,rJい.19
人喝LTの中IlfP支え′･.吐かのJLYこ̀tがq止tT11

fA'ことLL三上んとLrJL･､兼の人何Jで現し(/.Lこ

J._Lil_い.kの人の1うに あまqぺtJtぺち, F ･,

/Jl-,f､J<7n:いる人が多い.Il7

･科に仲LLLLlいま･tZん.け且くL/.I⊥う.二Lていl

T l虫o)瓜机二7T-I/Jり､JL./_rlすることはbJPlせん



755Jl押領のfI茸

4m m lたまにーPJ1.7tLl'.いう(,Zヱ▲く･.･くJt

l l'机 竹れてIらLjhj'7L/.くJJ･りLf. 41

苛しいことは少しも'･い ･ト して･†人 ftl二仲良

LlヱJlらん一号･,んtJ-が tLJrl･･Lih月 てt.る

のL･'1払くらl■L･や'･'いれ1.也の人にILい,ノ､･ろ i･

JLと9･上丘とL･)itて.A:圭やlL.-.1二.1 人や5.

･',*･tでも且と;,んとr̂ か狂い･;汁 ,_･L.tinJ人

とlrqlr)したJ)とかIせ せ̂ん.kd)JlJH _/ 一二･.
いもん.16

(士5-6)物性的ZEIA-■玉型属性空間で3,ること 3)物理的環状 ･個室型屈性空似であること

Jfや店住空間であること

プライJlシー コントE)-〟

自己jt定 LEr一撃'ji LIIr iLZb

L:芸 の'生 計:㌔ tm 丘

rllか王的制約

A如 r接伴されているとi_+いえ.臼宅Ht†三十LLばかと

lJ顎らLlたスペースであることU.すべての.1叫 it,込人にu

甘i'Ilえ,lB墳形iki･基本的L'桝YJ1るfdlである .''から

経ってい1.:京Itや化せILとの.V.い入れが.貰い物でん､物IEP的な

棚 ')によって持って架たくでも杓ってこらJLない.とくに自宅

から入IbTLてきた叫合.この物湖 ')ち-1掛 二上る和1&の一十-Jプ

に先ずA軌 二血di十ることになるU壬1_.､紀悪路えI･1って屈

左の血1丘が詫少した鳩I_-.京県を込tTLI.･LlれLll..･(,lJく･Jつ

たfqもあり.人Ej;才にとってJlfEスタイ1.の繋史を余仏'..くき

れることもある人 さ/J環境桝 iとして悠しられる

･JJ恥)は tのILl.叫の所で).FLl)LII.i:[=あら

仏祖はもつと人 いヽてl.芋も)､ヱいでI.Jl

一並べJバlJl分で荷LgL/.仏qt持ってj/か /=か､

才与,てこち1trJいので..いてZってJ3FFlJしい L.
ZI

あとrLLほもム>二が.大きいのでtJJ/I.49

(雌 yitく{/つて ち3-.とfttiL='.･って_1･.･LL

/_. 'JIJlは也/,･1j-'て央(=がで十1.㌧軌即 !たく
TL-1ので.持って1,かLtlL∴ 17

1プライJlシー

由各であることによって九･;'82lr和が白JJll=日の'Li占空周

であ ることが認1されると,日分の1ウイペーHLfrWJl･対し

て他古の祝牧のIL人を虚 .コントロ ～し▲うとい･'JLTn が

tBいてく ら｡Jt朋空PZからのだ'iの入りLコに1̀取 二gラ1の空

が入ってお)つ.ここからのP.攻をコントロ t,TLlはがいろ

いZJととられている.1=1.:し呪硯を完/Ll二遭LLILでLi･'Iこと

は.枯u吸出にJるって兄TE)九で いるという'GL慾との/'レ

ン?.もしくは のぞき欝はATIが･Tz･'{ナユ′クするたわのも

で.n糾されることがある.



れ5JLPAのuLI

-Tq)か'入.上九･二/Lる.平の人･-かか入ると,.'.
1I

一貫のEは T)･二.=H lも土･('自分で ･_丸み=んもそ
う j7

丑の【lE?し･1｣ のJ.L=41ペヶFのJJに顎かIがI,･す

のでij;しいf=f･.ft)かユタしカE,Rられるのが､や

/-'かE,･4･某の人でとこFも己さ込tT人がLlる.ユI

･J#のHtlLは外かL,のぞかれそうで.NlニケIQ)人かl.
もから.JJ

空のナイ/ユりIdくとこr･いかT.JJ.EElLi一日_
ち うが.J小

L三のnqLLl'rgLjLh て L3m †/JL･人で Ii･と

tj ･fE.-:等d)人がZttをPAくのでLt{_･ので.■ZZh

人IJ=河.一てL.tて見えろ1うに上tlFIFtIて^り⊥t 2

･今句の1月かりに ろ.ど.?力の場人..JL/.T3tlか=17.
て(批nTの中を)恥 ･ていってたIL,人Q)で.モ1こけl
r)Lt 払っfJ,貼っ/=E･坂下の.1加 tまぶしく,.く
/JるのかilかつナrI.･111もJtTの.t人かまぶしか-
r_か 丸lこL･'_･いI I=していた.)9

祖母的rl他Eの良人 ､こくIこは にn分が武鑑にい/.･い

と.さに)痴呆症の人が入ってこr,れないようIこ,松をt',.S.rjと

の白恥IT動がとられている｡'R肝にtZ大 してこら九で1ラ lJf

シーt提rEされている例 もある机 そうい･?/誌をtz:えM くこ

こl~Jって不安玉を覚え.他肴から身を守るという憩 ､でのプ

ライJl/-をユが耗まってい く仙了も見られる｡

･(ドアのところのLilL si人lJ▲.'かJる/.■でT.),･生か

らJjサTからはからTlあもんから.何でt.ともや.でT.

13らんとこlfっか巾 は抽んでから.ほt'くとこ′♪○

見らLLる巳うんですかLJi.繋'J(lJりILl_.せ丘

I･'らあ7_'ゥ1:んです1,ね1.稀XI.I/Lつた上うで十.チ

号7)何はPは向l†>許し J>人rJ書.tM ,I_Lz:ら AA

てい..'わん.* ▲-雀の人が人･>てくると河も.2
-人qlのところ■'臥 iJtJiの人でqでもq.,てイ◆

ズラ十もので.ひいHIl.てしは る､JrかないJう.一.
20

人りrlの仰 王恥いの/､わLLŶ さんもLているかlJ,57

桝 のLrq)IB)州 ~TTいれ1-行くとさとか LJ.'ぅとく.
'11'人 ･てくるわHでIlrJllが,人'てさf=?うLBq
L でt ら .Ih

ftilStP?のて.t■ほ '.I.⊥il●'AH l寸でJJく.

kT_E)人が.A.てこ'.い▲うに.叩

･):のコメントの上うI二､人にJtする.LJで桝 柵 だけでは

/JLく.Llや臭いとIt-'1.･ことlIりLでは'S環壮士コントロ ･レ

L上:･ということt.見E)Jtる,

PJl旬rJTJJ(こ上土L多い｡見tも一え･'.･いLSとうナ

い ･iiE.::おいIJ破.&してくるb･ら.17

^llt'PIIIf_つ いいん,I_I,l声を#りLとつんほとTY

でつもそうで.】9



丸SJL 打BのfAit

)自己決定

1人軒雪の称Aでは､東経のレイ7'ウト.i TFl-Jtま_,

ており･自分のtL'1~上る夏空ということil指椎的l二小町集で

あL･竹重であり.正砧的にもやや争姑のあるこi:Iこ上って.Q:

宅.'の辛Aのt輝 を (ある陀管 ごあるが(粉 で在ffのいい上う

にLk定することが町BEになった｡ま/_･.nV,tら何をIlら込ん

でくるか･という荘択経をt-3･えられるようl二IL'/I,自分の

スタイルlこ合わせ1.滴 基原牧i･lllLするこくであり.これに

J:ってIj;号の寺rhj一体がr3分であるとともI:J i'壬.qlJAのコン

トローTL,主体机 1分であることをiELLrること.二/.i

'ペ'ドのJA市･i白升でlた/>(; JJIかIn51でi./,Iこ

し/_.だいやすLl人.I

･LtRl=8分で■缶9)いい1うL'Lf_.TVLll手I,追.･.

Bのキ拍子IJ息子1-1h てさてもり-,I_.,I てI T

いLとzgblt/=ので.足指rLi文書恥 n甘L.そVJF)
ベ1n=dLる｡エコ

オペJJJIFけ)で拍LPL/･.LuLけって3/,カ･,たが

iい てこちれrJt.ので.してAfってJHllしていL｡
ll

Jベ7ドのとこ7>にナ ナ '.Lこttuぺ7トLlt,1うY

ふう▲Jl:こよ ilエ■Plらせ.'二.5■のチ-1,_.1 Lの

itんrtLりfいたJl十L･-Jl亀1ざる.巾Rのl工帯の

息子L=作っても ちっ1=.111･t.+1･II_か(,,y叫円し
てLI.'Ll.こrLL_巾もtlJHl比/_いとJ}てい(=机

/Ll ･-,てやかん1∴それ'.ちア●LJノトよこせって
書ウてT'っ1=,ペ′トの上で胡程をくんで･FtiIんI_
r).一7

n常のmliは一つの日己大功の形哲であt･､bZを古もか

l-ついての自己決起JLが尖btLること11白Li77'域のTT27T.･火h

lLることでもあL N',lZであること.:上って人に'̂J:)ユなく刑

''tをIた雀するこtがで..iる.壬1_-､七唱.lu牙/}けの,)ラ･Jク

スLI=空Frqであるの(=対し､射り讐Pl.こ山てい(-,と.1人削 ~

,tiることであり.タ拙 mの4YJlbt･Elていくことで.rI分の中で

の生I占のメりハ1)をつりていくことlこもなる｡

Ji拝一巧FXliユー7ィ ムの⊥うrJ石*与T.'.11I=f/.･

ら{..い.~こてはtL鴇七七て,Lろ.Zil

'-iU二､･るとiL二に上ユIl .ゝ1こ て.･(.Tt -こてJ

YR6L'I/(.IL.18

他Gに久よねすることなく.自分の11き'.･坤ml~自由;こ

IVを見たり好きfrことができる とくl:総や即JJrLと.皆が揮

ていて ~人でjAごiLかない8日叫をlJJJlでコントロ ルできる

かp-汁 は.かtLIJ77:荊な粥視てある｡l{J.1ロYラムに碁

蛤せ-rI:一人の吋q&_･コントt7-んできくこともtE箸でr_･け九



ば牡しいL,

F]iT 人のk即 t･ら･iftfる--とい いし 自由

に出筆も･自分のKJFでIl.Tl'i=qd}テレP_小足と

良7tもまでい･rちくlB叩 くらtL.涼しいl･ら.27

事尊nl:いたときt三､10Lljででt.TVt,I.てい′.■

くrJつたらそのIZヰちILLrlと*･して化がLllて

LLlll･1 ^るけどに 二で･三'_か'J五和 り■!,JいI.I

丘女中に日がtわもとrLか'JかELI'11'_い.)人,Lら

七号にテレビみたいとさはテレとJLら化も.ちJんま

LT17さ(.･の.市hl叫程l二人ウていも人とれ LL,いそ

4 1=,2I

テレビはたまl'､JEJbとか行かないでAていも.qlt
朋がすき 細TEtlL;がすき.F'健にL=Tのが,J かつ1;

ので.tの花のd'スタ-をAh でいる.=Ftたぺて -

るときも.1人でテレビで正枝している.ll

1人的な串Ptの活軸TLt'.他人からJt九､他人とは,iう
tl分f='けの世界をeA表 し.文人で きもことI1､ 人 人l=tSlJの

空冊が与えられていなけLLlfできないことである(サーク′レな

どのように節でする泊動もあるが､倒人的なTT,弛i･,i絹の 淵

に取 り入九､十渚Jbしている自分tI身と向き合うことができる

かどうかという.#において.軒7;-d)せ昧合いはまっ1=く托･Lつ

てtも｡

･軌 はB勺.JE車にJ3分の作品を持ちtこしてt,らって

k.}てい4.ZfLiKIL/.A(Tも.6暮句をLでtもので

'8い ｡ゝtt一小 ､T uF句とRぷ r【lIJ/,.Tj.I

TVli即 ,lq見らILfJ Ll,特HATさrv古池も/JL･2-

3分でやわらやつ.IB雄でよのFJ>づくりのかMTき.
ここに紫でから'J:Julせずi:と.:で什つても丸くrJ
/I.fTって化甘柿のT仇にもLTる､即 t4tlもと 水 で

TTtう.lI

fl払 三&tでr一見る力がすき.弘ひbくJtてるtら,n)

k.地毛との触

b茎では. 1人になり/=いとさに -人にrjltる､他の人

('究 kねすることなく34こすことができる.ということで何よ

り九鬼でリラ7クスできる空r叫として騨髄されている.rdl宝石

がい/JL､ことで rtlLLLかrL-EJ. うことに対 してIj.｢外にい

けLtEl如 ､ろLJh tっ[=共Lfl空和のJlが非常にgfになって

くる.

･ 人JEtで{でいい.18

4人LEJPlq九か文 '二ではうるさヽ 7rJIJの出入り

[}ないし.9Eだ 甘Suすごく話です.がJエールl.-

J人,lT:hl/I-,た.牡tDlirlしいかrL INrlいよしlJりと.
25

大竹の払q-/_LとJ･'-J暮いせん乙L,ん 一人1ごと久も 鼓

し'.いか何tL91ども.'J-;=拝しいことrJい.ALで1･'

かりいる.*ぺてLTてl_'っかq.†=二川 II.'▲blいる



爺5王 94のIAia

dE ト ^ ,

tE)～･■J入JtuF)のAtl.tt

L-12

rd梓 者が宿る叫合･家族が kてく1.ても粉 のプライ

ベー ト/.･空荷でu負うことがでLt'JかっIIり､何重削 ･環 を

･tつて思うことが言えないということはtF易に-E汲きれる.育

族やBiしい人がふて身内だりI-fJることのでさる空恥 糊 付J.

九でいることで､コミュニケーシaンbr･.孟BL..日蝕 一払う

ことをZiLたり､き畑i･解放することが叶正に'Lっている.

一軍の人か菜1うと巾して▲うと7.4.や '.い ユ三
･他 向き4)JE尽-JQ)でI■tがち.･7とく･',い.でもt
のtq!暮iLkい.rUYJ人と 二人でい/=し･iのでニr)

爪泉の人ききがいい).37

太iIJl下瓜 資本､仙IJ.～FHlい 人ほtr人ILtlわ

lJ立ち甘わり来てくIL/_ けのtIチuhl:いrJ川 ･ど

手に屯もよう(=オかL 甘.■iLLl/_rvいて■L zo

吐かでて泊1･'てい(.lJ壬gfついて.3Eq71川 で

ていく.古▼I:◆■EFtLLで.おガ畠t30分でも･}てjt

る｡お見FT,i:Ii入れてくれる.{払IjJg281'っ.I
託のかけJJllやつと勺JtてきrJ. LJ

J.遭抜性

これまで-人打ちしか抜かった人にと･}て､島設lこ入坑

してからまったくヰi占思いとI占′(ターンもtt略も児,'Jる人と阿

号で生I点Lf_LけれtJrjら/_･くF.=ることは､EJ分の生7B･スタイJL.

や考え))/Jとがすべてil合し/Jく/JることであI),』常｢スト

レスの揃い状嬰 とIL7Jことがギま(.九る.偶'峯であるこトに

上って.これまでの生7品で足立きれてき1:自分の生.5スクィ･L

を トー瓜だけでも)和 才でもる

･うらI=tLても今まで 一人でx.1_上も ニー下 人 tS

てL.滋しくr_･いくrj:'ニいるのt.ここにいる4)I,4
27

こ 'は4人AC出でいがん(.･つてL,こJLLぐr'っと一

人で栽/_から｡16



7.5壬 PF書の捕逸

3 個人的状′兄

1)棄銭との雨掻

け 5-7)最KとのBB休 (ヒ7リング列Aものみ) は Ii入k渚 にとって収も近い同臥 こb･J.I.つともエ

,ihのLW-1 人丘 い入れのある人たちである,手続ととq)上:I/..伺わ()を持つこ

Jl:)耶 g:よでiFRAでくれろ 5 とができひ るか･ということ-i.施設別 4,0)昭ulltに生1占

,三t,I::T ,f慧 千tRI:駅 く し̀ろ ■,O に" きな- 乱はしている･地軸 なつ- の恥 この

首桝 いない 2 地地では･加 地 Jjo)入店者が多く.rpIQ;してい1=叫行Iii.i,

ろん.そうでfJい場合であっても掌牧が比†的 近い粁AL,こ住ん

でいることが多い

牡に117を見.=来るt.:けでIifJく､塀,rtl一､五恥 に比

延そしに来てくれることがある｡正文/J櫓の持ち込み､.7収の

入れ伴え.部位の紬除といっ1=レベルから.･F･にlJ的 ]決まっ

/=喝朋に来てJlのB川 の世話を㌻っかり行っていることもある.

卯 仙ト rm 的ともに東庄のええか申fr..1色味をわら.鮎 三に

入居 し且iiのサ ド- トも受け'.･が･''.ケアの頂として13在宅介

護の要点が入ってくることにfJる.

lqtll甘Elr射 二行くときqと喝.ニIILl/.1い篭も▲叫 か

せるの11足古で分かる.il(120のと.._Lt;乃LIL/_I.19

三界が近いのでLlく来る.ち1･からやかもんで牡Zbtt

くのがさ1き.仝軌Q)水や花の水r･･撫1/_-勺.才同者を

4EIL二l作れりtrえI:考てくれる.2)
･lnllarll:ldE見てくItL..也は.PJZ;･7tqL:つとJb

ている.タ*の持とう㌧Jâ 川もみの特.=ほ注力Lち-i

る 丘IZIのLiLヱtq.J'其fを1事9てIてくれるので

LYきんと分りて允ペも｡'u

fBtや各がtU'ここも.舟｣山l>けいいる.くるこl

はIJMiニ2持てもくる.弟がI'吋..tL人tLら･>て3

TLでさ/_･.10月にJ且心太もJ)るので出/_～I, 出ろLt

もかどうか.H

i:は188の石m.ytの1ぐPで､Tt刊rJん⊥一今IlJ}

父さんとJjE?さんと2人1.IL†.hfigbA ligR=二】BJ

羊てくれます.3王

Jj-･,'-ての87がTJぴ/_Uい7)A(.･ものn育 てきて

くJtる.u合っ1=ものを=-できてくLtも.弟l三あま

り卑f_-い一三〇

人厚着不人も地元出身で.官扱Iu比較的近R･書に資性ん

でいると.ほ+卓見に必)iTら並び1-愁てくれる-とが多いE

Il創 りなつながりを感じることができ､胞は嚇占の JJr心理的

r也繋rJ往封とrLる とくに.)こLuItにつ//かる好や付孫rJとの

紫杜が常てくrtlJl.手長でTAを良っf=lJするこ_J･fl.車し



れ5* 肝盾の紙書

みであり､人きrJ心の支えとなっていL.

Fといユkc)Tl̂ ウ1の(一人 目l)mんという

=とLL/-･いh え.そJ.ll:い7-如 =･もっとよく朗 り

ん.1㌔夕べは く'.･ てかご也と井上や ,て.-J:

+N て三んでt ･い1 8うんT,けど.17

1父ちゃんがよく弟や甘詩tiILlてくるJ kにくi,∩

かtし み`甘地/,てLもので H吐ごとl･9るわHI:
brii.{_い｡9

bJl丘tが梁も.軌1畑.夫と_人で旬llT,てく)I

る､4 5E]fn-い とてくJ､1_- 井t.托■･LtBL1_

この■ ･･I=ときに.り′ ftとbって.川77'くJtr.･.
15

･見Ir･ヤいとこrJとLIJヱtLr,lいとたてくLLも.7rt
かけて(,1るのがqlLい｡2l

･名ムbl A;也 .甘iril二也がいる.暮沢の帆Ei もヱく

ちよく栄も.AiIもらEくらiく臭て.rttJlって＼

てくli/_'.古

手Jit■つIれ頂 LんI lは らI.人から.f色と写A

▲-く臭も｡l･'L'L,1人dh･(イ Llうl二人き-.～+て
32

6人丁とも｡87･2人り打力で生7占｡HIこ-人と中鉢l二

一人.細かいで,/･ELこ架でくILる.27

･虹F37!しく貞ごしている.息子が払ねてさてくJtる.dl

穴のqll亀子が頼F=-.41

子鋲LH 人 †蛮4_,†立.Jt野.埼玉,q■ 自廿か

ら晃てくれとLiAいA:くい.tL:ヤr_･くちp/_か'.五･

号JIr･いL 甘/,LrrJんでも捕ってさて(ttbItと .

21

かfJ:らT L･も家族が皆止(にtLんでいるとは取らfiい.

糾 せ的に蛾 が耶 Lでいると.どうしてもそう租廿には来られ

fJい○

lAllfEしくてJ')りモf_･.I.1t'もt■I人L叩jれ

てい心から.3

･ltu 人hi/･ので.13丘/_J･11人目 ?.fJtl.4

dIl三人官.lZまにしか･-.(-･い.&花i･1ギ'て､て q

+分力､1とめて軌 二■っていL.P_bPlもし/. ･>辞
し'.･から.tJ
'eJkllrl古Jfにいもが ^まり巣ない｡Jj>'4つの方

のが 一人いてJ.:lTL史で(Itる｡I.･JL二鉢かこも
Il

は L'ゎl九 ,ろいろとILJtしてい1=宮払t.､人尿名が次前

にkZ2に/-･九でいき,生活t,rk左してくると.手放のJJも安七･

して以脚 王と仰繁にIlb+を兄にもruく/Jることもある.一見

見よに十っかわr･Ltん/=1うに見えても,その評Btの･iikとの

コミュニケーションが文えIlILつていると.それが次折に失わ

れていくように鮮 じることで､a.丘への逆心bL王に影野を及け

~1ことが考えられる.

tの人L=J入っ/･と>_-ち上LLちLい号て ′ねたと



甘皮かLtんでいる lD

且い J-i･が托してJ)L 9

I.LtL二ZII= ■

も '.んJf-ん-I.､'.っ1●ユT
毛のftl'_fL一見1ナ■Il'_lうら.=J(毛てくtl

ましたiT.■JiTかE,iî LJ)千._E'_JIZ E'41

1このごろtのものt書▲ T..17

人が )入居名の中には.平良も々内t.19たくtlf-･い人

がいる.入官点はJi21コミ1ニチイの中で.fJL･L;i仕事t･し

てい.'jA告.liiその仲月の中で.書抜の1f在tS/ま巧拙 せT

l~ar十二とがで>てい.'二人[=もれ BIiRに入居し､tIの人が

辛&と点ごしていLのをJZ,るこ.jE;=n牙に書生が･'j･Iと

tm させらJtる.自分とF5日ニ上うーニ烹Kがい'JいqZii=あL

人が少'_･く､他の人/rt,は);はt壬.tJ=上ってtJtqJに支えられ

ていろのt･見ることで (あるい.1そう℡いこ人でしま:Jこと

で).(1分の菰2Z!>3を花のていってしまうようにも即 )JLL.

lR洩やから.PIqlも氾い ･'Jいし. 人.tLIこも38･

モてく11たちとLt/Il十和しかろうと℡†が･･･46

7:thl丸r_い.訪ねてくる人tLいrJt･-JL止iJAB.4J

2)自宅に如する書it

品Llに入坑する即L二.すべての人がこLLまでのケ油のP..i

'bi･)ペて切り楕てて､Hもf.い4膿 で入店してくLわけでは

ない,繁族と同桶していf=人1=けでfJ･く. JJiらしを昆りて

いた人の中でさえ.tlL7>多くの人がJ'TまでLt人てい/=白'こt

そのま王の1久重で放してきている.そq)ような凸での1J'さは.

払ttl二は叫ることのできる叫耐 IbるとB }ているかと1か.

点五t,拝のほ'iEとして2こ1しているかとうか.とLL,(_etLで.

kiZへのJlt=岩FE;:I_事t後【ざしていL.

事乱と伺唱していて腿 に入居 してさエ埠合.円眉tt.

L土中でt.ttんでおり､暮が現在も事として放牧していることに

I.･乙.El牙がいrJくてい8壬'ig巧さLl.いつでL ～-た=き･~

冊で出迎えてくtLでilと科し弘 との交よが再見 きしる七･う

滋L.bかJ)L･-)).i設11本PlのtではfLくtittまいてあり.

いつかは壬にI'iることがでさらというJejtか■くことblbrl

そのq合.LiLZをtfkとして鞍小 ･ていくた-I)のfT<牧野丘がJ)

より並1+..'.trとに'JL.

ltiit4:.寸の巾こうt.そこL:kgEがふん(.･J'る一千

位やち斗′･ら.=(.,.･.7.1長官'_.ので.flり人ILの
こ7ノに}宅l:dろld･'_.そtTLlエ:/.A,>て･lrJさ･うT

3ら1_･L.tいLtL1-..;e)主もそr～1の■もJ)i

L.ここでlibってるの(lE=の人′Lt1■LluJ.I■ IT



書でil白!TのJS■も>のIl'Lてヽ L *4上さij

ん/.芭4PEで.玉子十J嫡 さん/･ちかふん'_け Tい

る.持ってtL土ちJI'_='.-さTZ.･と巴 >ていく.

tr弟に仰 円の1,1.ちゃi!I てい_L' tJrt)II

t/_かち '_･̂てもF7..陪1軌 ZD
Miで.tE]申gL-&てlI_.EJS小J}【= 人でき1_

巾で 払be.LV･I.い.こここいLのVLtYかしい.

ZL暮の暮Lll～-い.LJ

ここへJ+t)fM t)I.Pr'_''FI)てBr- r jZだ

い}._JいJD〇三十. ALT)官二◆LIHtLtEEい■ん

で.tヽI_とき.二qElやきん ▲̀とも iZ)とtttEだ

Z.lIlニr_･1てしまう 且TJfZE上し果て(tLl,.TEL.

tlLる.)lEFlに_1 lnfilて･'_ 三l

J:JEnfi書J~3:がある,J母さん ･̀ヒe)⊥rFさA.■n

i.火事L=ありませんU.事に=一事tZ･1白lこLlql

王↑ 暮上正17とLSM のqくらい.丁とLHtEいて臼

がいてヒJLで.･三十 Aの羊とも.▲l

tL=屯■t)石El.釈E)Tぐ下で.FII+▲上.Liゎ弟

l＼LaとbLや.今ふん'Liさ1..)て一.力の千三人Ll

l官 女の+一人Li古山.fry.12J､ ◆L=jJ'Lさん

とおっさんと2人rTL.†● 三ヽ

人けらしの人で.入信枚も自宅tその‡ま(:している

人uSく見･L-LI石.多くの特会.い')か平にJJろIと出･'てい

るわけでZirJいが､i:には,itて1_-ときの～llいthや.11王さま

TL苫労をLTJ:がら子ともたちを故正させていりT.1多くの巴い凹

かilJJ九でおり,IJかlJか処分はで /ヽ.L･いものでJ)i.,-(･と11

1=ちがいつ瀬でもいいように,JJLtlはその後Tとも/･Lの:I

かLl入って欲しいという.LP.いも込′)て､屯lLや水止r+とtHlノ)

rLーいつでもttJ)7J人世て残してあL~ンL多･ ん人L.しく

[11どもr-･と｢1って､少なくとん'三m的{+I/Tナンス●11r

L}れてい乙 iiかJ:,It)てき.'=苓払'-ども､l拡ZiJ17日 込め

I+いがちhんと｢町 _てある｣ことで'宅･い /_り.3B缶に上ウ

ではその絶鮎 に持 ち込壬LLていく丁ともあL.
zEと正H.ニiLfと1,がiJi=言丁(1▲乙 tTLtim,

11りたま王iこして▲る.tLI.Z}かqkんで芯rtJ

.'tlAIT入ってくI'_･l.A子JEL.LtH.'1_'■上之Il

くらい. r_(･と>I:Jtの′′ナナノストqt:L34
R!.･てくIi,T
衣1書,I:だぞ.生まJtLiLjIA.生と王乃くらlこ京
;:1る IjhtTitfFfl■てr!>ていで(1L盲こ
:二.tXL汚t.匂ち▲とそ'71壬_LLともで 書だ47

日L･たせjJt'_J)して(ltLi.4

そのFL: 人●ら_.qtqJ+オ(ノ⊆tでILヽ&てL-

1■ Z.LときL三叫J､会.書と.)て+I.J3ffと .L r

のt-ど,七生でl̀li>て.4り汝T▲4

1年近く7'生月.二 て̂1,I__I.が▼Jtのq心Tt'.L>

T.牧一らf･tモして.牛貰q̀ か1,JNlい■て̂

れてしろ4F'_の.管.二〇拓でも▲i.◆JJIJIL .

tilしわと..T一二ユR.=Fti:ユA.ニーr 2ElA



iqたつか.i.'I三glL '(.II.Aく･りfOtt･'=.

てJLぶか三色うで.甘さf Aるんで十 三l

-+ヽ･.4で骨tのJ;L'̂ ち･JLとtttqL で甘 ん一

い,'=.ここへ主て土･ち臼IJ)TZEltJ ilた.カJ

エー■C書1■きんVitp)てくILr.■ b人IJもてit

れていつて(̂ I=.枚が.qltlfi.lT I/チ-pJ-ノ1

して.･之.=5
亡舟の事i:そのlZ托して.Z>る &壬tM してtて′

iiもそのIii=してAL /=3にfi_TJL主AJrt

IIl=い二㌧f生きgiL-套でくltこい上れi､也～IL3

い.FllL呼んで A.二LlTHLt1 4†
Jl呈il広丘･ウニ}-.Eht.LtL.t仁が7t でも
ここ止茨LLトー.8毛'.･AかtJBEL-ltさr_.狂･-J'
LILTrTjら.44iて-r･さと上がって･たところに
J/.tの1,大きいうt一'_のヱ fJL三)もJZH _f一'
ん●)

･7-王事A.=文書亡くして. 人書らし.t▲のよ3
527-8年に姓てIJ.Xやttで(JJIITで力かつヽ て
4りも上)i=-.～-ll.lZ7>L/･ち.Jt.q7.L q
F=に1年RL.tで.それb･ちIl>て.1′⊥ FL'ilri
′こも.H

Fr宮ttとヤマン./ヨンなどからの入Lilの11今.あZ l

rl屯であゥてもす･)かり処分して人I.･lして..V_.JAJu-.他l●叫L

J与帝Ilr/く､施設と柊の旺官としてここ[:'jthせざる隻u/Jい

ijJRL~rかれることにrJ:ち.荷物をけちiZlんでI占Aiの環JAを･形

成し.'jt射しようという丘正が補い奴帆 他L21ユ外[=･Lの托IJ

所シ/Jる端所があるときqJような心のゆとりを岱じることがで

I/Jい1うにもuJ.われる,,

･で19と粒りJ;らしで,kケn分して人>たかり.*J-i

とこJ)(ま/.い.音兄･I.のTlこやっf_q.持ててl''り

Ll=.書;:い(.:ときJ.tL3111くらいさLちJiI一山て

い′-,育丁ろLL'_qJl托 しITり Htも自分でして

rr.18
･引っALの‡!の帝jLqilffとFCの人士lて(LLIJ.曳

.王4やらナノ ス^ち.&い ･という人L甘 みLTTL

l I_.こHLの人tlL,r'3■IIL;いつ1.'t主人で

'･人が.こhtl十と といて他.itZl書て'_.A:--r
ちっと.･=u,いL,).+ん1.叫

ことえrgに.三宮丘が巧-てL'qいつでも～ることかで

きLJgRtLtある亡Pl･}てー▲ても､蛸;:埠つて/･Lと,q牙の

屠場萌が'Lかっ[=り､することかfJかっ/_一寸､船 lJtへて較

正的1.-イt'J色土【田立っ7=りと.欠qJ_をまして■3(:咲)てく

るこ>がある上うで3)る｡二九も王たみ互生:･てn宅の女Lで

あり,.qLZll外にtitiill-A(.乞tTLてtliLていこうとLLう

蛤 と_心の終 り帝=しての Ittつま堀1LZJa荷としての.LTip



t失ったといu/-.ISちか局托して-､る⊥う.1且H Lる

F月ヱti:ltd王事てさlU .rOhがt･L. ー

~L=全Jtt書入っとqir.i:三九!一-ですが_8O

Lもところにt才人J._てbT'1てt'♀倉:1.y t･_td･

人tl.付つてtZLとLLEでiん一.IJレINtrIJ

せん.1こL:LL'1万q文章です.*事Lt<十fいて

__ラ.fi主-_くt.I_いて十 下tで●=1

-1 か■11て王flt.f:JYち'.い.q ttEtL

J事生_こ8℃L:わー>て史′･JLでrれその維 3̀1事と

T_Aiせん●おJEr;二上ft-_くLf+CqL'JE1

分fT I-t･で寸土l.ELFL'.ZJt.qいて,巾でL,王ヽ

也_r_qしてJLt(I.LA./Lとも.この=7'言のLの

L･んLl_-P

tここ事eqの環iIからILl)く～い巾t:′,｡ー'から

ttp平Lfから,ここコ〉4:匂 '_I.Jfl:irlrl )tI

IILJiゥて持つEつ/I.+tJt言>'_A,fl.Jll..I

nLけらrL.ま行9.I.っ<書とZ.(_'日だしん.･■Jf'l

ん丁いpとゥたって 1ともU l'J_lt-t',い

け 〕てさ1_メ,7tとも(_'I.LJJkともl_l-(_'t.A.19

とくi二一人育らしにイこF'支台生えT=[=J)に人岨してき/=人

の切丸 &42人屈の他に正純 とLではrr供とrplri:Jという

h紬tあl)fIも.このとき､入居都1r)分の書から子供のtへと

いう桝 Tをたどることになる｡たとえ'-k鉄であ 〉てI,(とコう

上りむしろ¥もtであるがこそ)い王までtl分でコントU-1レし

て.:u;宇和から他人のコントロールする空Rqへイl勅十ることに

上って どうしても'j(よねが出てきでしょう｡

･3H=いる1りもここでbすかっでtJらJI_'/川'いい..

いいとこへあずかってもら で.ありかとJlJ川 がと

う-ここ11いいところ.)3*1lrLJ:いしいし.^吋が

とうありがとう.6

ので =ニーれ毘'l~人■ている./Tljここがn'/Iの

<9

･fm人,I/=とlLlt尼でtLeで,でt.lit)ところL'H

くと只事T.叶E:(I_･･'一人｡ここ■こいJ.･rflくしてく

いるし.は

3)JSaにtITるE:主

人耶 二.持前先王星人It-LというkZ2'.入好一tる~

と.~ついてのeTrtt'Q]事呈左in しているか. .:書うこ亡1,

しく;:ノ､駁P.辛;の入Ag;古の生誠l二I.fをEiえていf_･1うrt)i.

TIMtま七人恭一L.:二Ji_.古のIE土をI暮すことを■拝 i'C

止し.Jiiiの中.-自分で■きかけて唱Jか Yを†エ曳_I.･がら▲応

I.ていく,■正人帖も自分で た空し,0分でFTltlのt化の即



乞把atしていることは､その扶47jL牟 ~ついてLrlもHtl

'Jつてlfうことができることと見違があL.

(.iLLJJ.上せモチて■てL･r tF:dt二とめて
LL を.勺と書Iて A.tらし ~L tLが44人〝
tLi十もAも.生i&のtR再 三ここ.tltのtLliJE
t暮1できて -ヽi.■lこI.lfL言.■T

hH.こ.I;銅まき老人七一エ･iq幻JA足弱丁.もって.
定tiの塩では二.･t･とこ1 していLと.れP的I:出て.こ5:ること
tCtLとしてii.I_-Jb､白3.や3かけるユニ'/右での昆札拡
;11才-.､LことにfJる.

ここもしいか'J-と上ってt+_lJJ.ど ,tit.てL

jfl と士.Lパこいてl,.占 い.It一▲hZ-,･しい.

としAと. ここ'.lJtんLでJ,Jt.乙I･l!t,.I_t･て

しヱう,官;~かえちI.'.I_･''人●JLHt'そのIJ凡

てA L いつ三でもJTIlんでLJうー1.とかQで寸..

-~にtLd.1､1年 f,い巾こ1r_〒r℡てい1_.こ}

ちl=TJPl=it向こう り FiLてくらい.この~JLA'

L.'克て1年くらい.一人だl†11とAいーとt)'.一一.向

･p}に,2人くらいがAいJ11.向こうにlJ▲人JlI号が

いる●つ

特別克;fE-人ホームがどのような叫llrか分かってお(>

J'.lR!Lと収容施設 絶指て山のようなイメージHiいている

と.n介がそこの人Ii;か こなってLlっfことで.あ さLr,/)

滋恥fjとの器†芹をハちTLがち生晴をLrいくこと1-IIる..その

枚施設のILはI=fLれていくことで.こ:'いつ/_イJ->'[1払机

:･ttることが多いo

･tp-_A巾か何lJか今+il■EJ/_カ./-.人=て lヽrと

きLZ.これか卒名摂かい'.-.さLTい ･14/..こIL

で自分t.Jttt･L.'J-.と曾いL.■一IL9

ここ.こいもElかL=rか い.荘■6枚=事■勺▼_ヽ ●lI



4.入居以降の環境移行

tt'弘 もい.i鮎 からk蒜へとQ.帆 現l抑 i･W _

Lつつも.そrLttJ,Jiえ制 とのERIhJ)bがを史 t=もか ､

とt化していくか､そr,ですっかり伏 してしま･1川 Iでは'.･

く.El分の41的収 の文化とt.っ1_11号的tu tI>1ヤk:号の丘

N!I..'え'+との外隻的融 折 に上hそQ)貰亡.,~シフも >I･托圧

がTU且>11るここl_なる.

1)心JItU.の変化

(A 519)身9trlEIELdlの史d:

KltlスケIJLE=.tも9.I年 ]1JI■点 !絹 の文化は.;王とんとC)LAe王10)JJ恥.:向かI｡少

と 96生6月q点の吐tf Lrつ大和 こ軌こ史化していく形てt!洪fL柏倉もあLが l王

んでI一を茄わたり､AI太のモ作7T.せこく/.･l)といった.J小トi･

き }かけとLてやか 二卑作托転!.rt化す7Uような■三でll叔さ̂

ることか多いJfT為か切取さJllfJt徒刑がiT.1り､それ11mン

(3'*くhr.LJ3}･'産●二虎TA:･･Zざるをり'.くさると習うAJZで.∫
ン′(クトの払いFTL弘的な状況であ乙.頂牧丘に柁力 (コンビテ

ノス か低下しつつある前陥入岨名が､そのコンヒTンスQ化

の択 Pとい･lJq塊椎TTに直面Lf=ともに,とのとllこそILをJt

8印 すスケ~ルによる94年日 月L5 り也六､柿しいノ､悶 収JRの間接を形虹していくのか､これLi
古と96年6月Elqの比蛇

人_uJ.u一組であるし

･u ･̀旦1/.･ て.け什IJttん.LLEttかLl(I,b昭Ki

んまで す り-1nRから)歩くのかや･Jとl二I.IJI
L'_.^まり外:L洩らLliセ人 月が=いも人でr
Lt古い.JL胃 しひL･て)川まナ●=1

-■.二人1-.L=E/)はど1Lようか上世り/ 那 /l

ん一人41'Lてき(i.EFのJJZヱ†̀ん◆1人且1/.く/.}て

Il_ 1(lj'_I,A.1書
′､FEして1つやくAtつて7.1しこ.Ⅰ◆11く り L l ～

q罵:こ..ち上0号IIL:(愁て.ンとL･ frで↑▲ AT

13すぐそこ C:Nで).jB乾して三･らTヽ さん′ L:)
_I/d!UL:11つて{_い.L二王て書いていくr]tlJl'.I.
.1ヽ

A正員eh=王くて.手芸L.{ 'Ttr.い,,燕かFrbL中
人でといって王手tll-て>'_l･'.■I.九那t,I.(
て.tlh lニJt近い>て'.い.)7

一九生でのお手JiLL= この~)'巧か■Z'Al'rいJ)Li九

で&:十 帆 そこで我tTLの11.ともBlで1が.欠t
lTLlいつとE,人ilで(.lT

･こV)tも'rt:ん一生QJH .JT一'._+事r78で外Fll早

舟二と..t声L'こく'_.}[_.■▲1ll8Il.くらでもFl

t_,-=が∩艮t.qiうrJ J_●17



咽 5-5)丑圧せえに上るJE王tl肌のfF化のM

上 96年2月.i.96勾ニ6月

2)静圧培え

HJ=が路わる L終スさせられる)ことは.入P;古の'肘Z,

L=JIしてさまざまな何軒 ニおいてJ/fを恥 .L'1.

鵜亨の周辺の人桝 攻が更化し◆･1=め:～.それ王で!二托

･TきiLつつあった人何同年か失われたr,.それに作い内分の乍

薪パター-/を菜化せざるを何ないことがある｡

引1,4LてからrL勺もJF印.:いL-と/.E事(I_ql

L/.:.*均fの が̂事く{_ウち<>て.J外に出ろの

Litご虫のときとJIL呂Llいると (ヽ{いです!t.

=ユ

ltl3人.Aはよく克てくItT=が.雌 が)くrJってJl
ほとIlてら^rJくTJつ.已.′〉の人はいい人.=I

Tヽ さんLi8-Ft今年rJくし/I.Jlqiしてよこ,i/■V
l'17つて/.-い.そこ1で書いていくfHiLEfJL.21

届'il剛 -の環JAの変化 とくにTI;キミの而I的 r抜く/Jる

と,い7}い7)と枯ら込んでい1=宗爪が入らなく/iL)処分せ きL

を紺か ,か.少･'jくともレイアウトは全く.空挺LfJLJれ【LfJち

･1･く'_･る｡こiuよI.;--iのrllL二苓かれていた.人と物和的環牧と

の問蝶が全く饗化することを奇稚する

引っ尽しurjE技に芳こてbらって.J<1nl坊/JA人LP
I:もoaL/=机 こうLrJ)がいいか/)-とElって,

1'･l拘llJ{あtハ.りまL/I.1い.;JLyrく'Lりよし/_.

25

引 ･色Lq)的Zlせがitが来て1'ゥてくLL/_-.でいぷん

tl樋(I/FI)1L/Iが,f'いぷん判れて 上ヽし/I. ノ

7711軌が持って架T=がでiが､辞和hLI.く/.}1=の

で.tS>ていか11,まLT_ ここ七てhLり切uさすとこ

7.はいがでf 巾IiFSきしLiJ人でした一17

･L3L/}んと二はじ○うI_んで. I.､llrlこ?7:仏Pも･モ/

とき.1人.'=と片山r/くて阿りまし/.一AのJL丘のbbt

人きかっJ_人で11'.･いてLj与か.抑jIOtですLtS

JL-2Rlfかり小さく/.1りlL/■41

庇Iが托 させること自tI,についでは入居功の抑 二はEi左

抱がほとんど{-･tlが,せめて紅曙の場所の足掛ニJJLで暮▲l分の

色tがあるに性でも叩き入れられると､せ活のifJptlが才托さ

れ.朽しいfTh恥二りしてい iらG i､を托LJI寸ことが市SI二J'jる.

十Lコ何l■JLq!がl'TL"_I_.IJtt.じりT之の一･吋.=tZl.
さIJ すぐ比ちJLもとこち1う/いって 27

Lかし､Flらの監とと.iまっ(=く悦tf.fJく,芯岬fiえさ

ヰら九(.:という氏i}/ごりが蝿もと.臼分が臼升の41丘の111で

あるというきttが失われ,隻数的rD粒を受け入れる(=けQ)/F



血と'Lr).軒LいrEfjEに対してr分,I.･りのJFHJlItTること

がtしくrLる.融 の言とEl分の王†I作t村立rA′'あう=い

わ 一二上って自分の主仏tiを†-rて'.Zゎせていこうと.1うJI些

byJrBI}qJJが主iと-1りがtJである.摂星の耗U .I_R4Lの

t化口外上りも.そ11を壬.†人tLさもを11T.･11JLnT.t亡te攻

攻の方が､上りR貢が這いのかtlLA/_･い●

TLLふっも.こい.1人f ◆■JJ' ちr_'< 二二二t

tjtらEtt4E;fr)で{=A,I.I jA.とFT一書t.

Jbっ+=人そ,ill.1ヽ つて耳rlLもとJlサL'LとF>

んと●6
tt′ノ人っ.'=亡きL:,i.う JEuをIQItlち人も人かと

tゥとっZ=.ヱヽ
･引･=tLQ=.,噂i=[_tLl}:■でし.._が.大書'.JiBJ}▼q

lの人t_.つか中でLIA.小さい正雄t:･人ら'_-･4･

E'でTか1_.1い3人ft.(rLQLL.'rhl.ここt=TuL

r.1くらでLiうかrJいもんIユーユI

fHJLLO;L!にtEI,二Th与ても′'与で.Hも言わん

と.Y二へ姿わつてII辞よ.群にITJ/n y′:PIセ

んbん.自分-人でPlLlうJILIJ.46



【図5-6)入店考と施設rd嬢との相互交渉による

朽よね珂l点の形IiE

5 全体的な評価

1)人と環境との相互交渉の型

ある桝 は､iT脚 JAを JJ的に現'正Tるものとしてぬ

く｡ま(こ ある環境は人店名に遭拘控を提供する.人Ji.削二上

るコントEr-1L･をかtLりサポー トする収IAもある 人信者I=上

る環)良の辞価からは.環収のき1ざまfjPT軌 こおいて人が花Jh

にrqわっている.そのl犯わ-)JJに違いがあることが分かる.人

はその手まき主な8I面でTS塊といわば交渉しながら的イJの行勅

現収を形成し､それが評価として現れてきている.

1一方的な規制

施設環境は､そのれtJIRFJl市場 り会的環境 物理的卿 良

のすべてのmUjにおいて,入九一;古の行秒見境を税別 している｡

人店名は.物理的なJnlRの制的l~上.I)て,施設のBiLIIJに上って.

あるいはJtl同生活において患じざるを柑ない4'1ノブによって.

-J,-的に削rRを受ける対数とfLる<時にI}日加Jという形をとる

こともあるが､行動のrl山班がせばめられるという意味でrb】苛

の括火となる｡この淵曲のみが喋だっていると トータル イン

スティテューション LcdTrnarL196])と岬は(九る由 一的現場に

{Jるが､柵 にはさまざまな仙痛lこ13いてmTti.失跡が行われ､

入信肴各人のj=_仙ftが催促されている｡

2.逆沢肢の提供と花沢柾

ケア ･プログラム

允lF 入浴lJ.どの原本的生.RA_rか)るFb I山11IdC〟ll

FtrSLn)LCarclま.盾t姐 誼としての小水的/Hft能であり､人FI.首

に土日ノーカ的に与iられるものである｡虐碓1占舟やコミュニ

ケーション目的のSclrC.lrCは.人々 ほ のPIに上り拭い選州 iが

認められている｡1=1=し.それぞれの仇敵においての進前払は.

プロプラLに r劉 汀する/LrJい｣QL m ト であることが多

く.相伴的L=そり入れる人とそうで/.･小人とに 一睡分化される

傾I的 ;ある｡iA鮭的にJt'.xけ入れることで./I油の),昏々 的rJL･EB分

を支えてくれているという安心感につrjがることがある.i/.=､

これらのプログラムにあぇてtEt1rLJ'JL･ことlこJ:って.ELl分の

1体性が碓促されることもある｡



役割

施設に13日る旺制は/=いてい.JJfはいのl市会という耳ま

で払i2用から選択肢を与えL',れる一.こitに拳畑することは 息

.Jiの中で一定の社会的役qlを唯たしていることにr-1る｡二LLま

でにLtふmiLた環牧か(,施設への人Ei:に作い､これまで何らか

の形で社会と関わIJi土合か[湖 行きれていたは割が失われると

いう 役那f事行Jを紀妹することにf+ら (̂ lln&u n止 ＼'】.Lr1.

1卿 )｡施設の役-nを娘たすことで.これまでのIt仝LlI)は仰二結

わる､新た/J;汁会的71アンテ 1ティ印 ItI浅 rZu手f王とt.･る

こともある｡中にはeEら飽きかりて､施設の鹿州托ではない巧

1=なE1分の役割引舟隼-1る⊥うIJ人Li:Gもおり.II雌的環塊の

中で自らコ/トロールを6T伐にLf=ことで､この投網が本人に

とって7Ii-･GIL意味i･1.きつものと/.っている.

･汲藍とTl脱

入居名r;=二のiL釧 'lru紙については.人騒石自身による

コントロールの放しさが卿 Lでいる｡とくl~Tq領r/lXl掛1､能

動的に選択する人とそうでIJい人l二二純分化しており.そのru

緑を ｢選択する/しないJという 月次 -が質求されているよ

うである.それi･選択しI.･人の場合.臼'JIの施設J1.1占にとって

そQ)fR苦悶陳が -̂きな缶分を占めLことに/A･る｡それ以外のl姓

合.社会的問掛 二おいてあえて他軒との仲杜をとることで円ら

1ノトロ-ルできる人も4･にl山 ､るが,多く(lllIITでコント

ロ ルしきれrLい1,のと禁じ.それがけ仝nt)即 克4)+'ヤ-/1(I

つtJL･がることも多い｡

3主体的コントE7-ル

個雀 という物甥的即 如 .物理的なもげ)rlあ71･として

も､プライ′{シーへの11処.臼己tた従rL 他石との甜学rJと.人

fLt;古L~上る主体的fJコントロールが雄雌きれるt.で屯y_'f紺

公卿 芯牧が入信GL=対 して州 蔓税別i･Ixlえ あるLtfi還il己を

迫っているのに対し､拘射 り｢即 つJt/=伽'#という環唖がク7

ソヨ/となり.hlJFLE的JR唖や比全的現収のIL'Lほ的/A.影ではFW

されている｡地名から焔hさ)げlこl■l分のベースfl-Jfることの

できる鳩IfFとして.以!られ[=人のみとの17人を1了うー生瀬馴 11と

して､あるいは外のItI_非 と(.t切りALきitf=rF'JITl'りのン]ル

ターとして.またある鳩(,･L二は.そこに自分の上作飢f.'Iltr#r-/



filJT.fそれを攻 し出す全局こl_て.それそれのTlり力で白骨

のコントt1-ルの及ぶ空何としてit■さtLrいるしそ九.1掌れ

円::JJけL行JIや人成 算についてのコントロ tF'.1tで'Jく､

{の外書の世界との内掛二村Lてd)コ/トt7 /.もTqiii=丑:i

していも.

2)iL応と好色のiB窪

入官方がJiiiへ入店してかちのJ&ZE点汀とそ1パ~!H Jf

書の退任を.別 .-1JAのTTh項圧力と入塔古のコノビテノ久の1

含 11}ヽ 101lm lt甲いて､モアん釣に失tで''･L.自己.二生

tL-L,.て.[=I‡を.硬耕 力とコンピテンスが1Iyトしてい1=

と岨 rL.(粒 4:はEl宅においても71プHt.TltrlL噂台

が多く,そのT=J)に入店してくる人も多い1,7

岳正への11行ム絶.これまでの化み倒れ[_TF攻とuまっ

/=く追うqlAlこぶか11ることにTL11､人伝PHISLnqJAiJqlA

rtノ)の73い状聖として幹額する｡その的l~,T3L:る心姓的ギT I

lが入店時の;f価とfJつて凍れL.大輔は点から.'J7似 こけft

L/=り知ユせけるなt'して結わへのTq～かrjされていると.こ

Q)+Tヤノブを軽妹することができる lFhq.血119K)I.
その校.入店者は施設l3枚とさiき1な袖IL安lpL'Jか

ら1氾わっていくことで.自らの行勅JEJAi･hj放していく｡/の

Jr塊押Z瓜 1.I-1分に環境を7 イノトさセようとしてIjわ^るI=

/).現地吐力Ll次掛 .:軽托され 4'ヤノブの止少が王手征に現れ

1
1
脚,ー

:

∩

唱 5-77人｣E'dtの4張度カモデル



(田51&)83i舌応のたJBのサイクル

てくる.それでも残っf=ギヤタブはキAl71としてFTL幹される

が )1=とえは.入店畠臥 且詮か r~iLが羊前沢かい'J-.き

ULいよう'J.これで自分もfi故かいな-.と且 う1うfJT鳩

J*てあったり､｢ここにいるのか恥ずかしいJというイノーノで

搾えらrLてい1=ものが､岬 が 援って毘攻にiq)LLに /_1,･い.

r/,～ではもうtltてそんなこと思いませんけどpまわrHh Lい人

･+=らILっかJ7..lt初Llち}つと斉しかゥI=.でもまわ11.上い
い人-1か lJJと行脚 gtlとくし11三:的T=JA).tt内定的IATb

さttる▲うになっている,I.3叫tllによLと.入店石のコンビT

ンスt二応 じて項攻に義広Lうる環赦 力OT紺 が定まっており.

形乾き九/=行Iさ環境の環gitEJJがこの範囲IAM=1よJITるのであ

れは,入店Eii義に'釣/L行動をとることがで>も.

この適正･jaLaにおいて.'7… きかけ-qLAYi成一｡f

l5-一････のサイクIVかよ安rj役割を恥(=していL.入信方がどの

上うに職 に対 して詳価し.t外的にrl)わっていくかというこ

とが.碇娘への去応にとって.色安/JプロセスILのである.

託ti!if･えrJとの項峻fi行lこ1って.こ111で作り上ITて

きたrTib項JRか杉官を受け､そLLが壱しく文巧させられるよラ

な鴇合にTl環 月払LDは上昇する 王f=､卑称に能が耽Frる11･

ど(=上って入場Eのコ/ビテンスが下がることもある.こJtち

の外食的 rq脚 ')環塊捗rrは多くの場合,ギヤノブを印加させ

るJJl句に飽く｡Illび現収と関わっていくことで手TJ加:見境を仲l#

嘗していく鄭tが7-Tわれるようl'rLるが.'J /tI'テノ又がT

がった堤合には環岐旺JIQ)者に･レベルも放下17Jfr).即 在q=

JJをそのレペIL'王で促推していくことが以冊よりもtiしく1っ

てしまう.

3)坪田の■入善

この[<は.穐王■ヒ7割二I那 〉るきまきまrLf山か.,HAiにi､き

びついていることを小Tこ阿叫に.f-IL5illrlf仰 主の糊り竹(.･

乍化に拘わるものであり,ひとに上ってH,.F,かA/+ることを小

している..ある入店Bの場合､々 JJ,托しケアそそIltJりれiZt

l占がtiII丘た1 '毛軌 こ上るケ7J-L･味rtをせせえでLLl.･とさ.

そq)不安を解ITriLでくれるtf也としての丘ilLj.r人の).lL汁45

tt-かりJを受IIJlからも rここII人 _I=ちt郎IhiUさJILで

i.トから音んでuしいがLJと瓜畑 に;r価されている.こ寸

u自宅のqJAr上jJが詫かっ1=f=Jbll.弧 に人はLI_-ことでそ



ILが軽丸さtllJことが斉ilに払U,)t=いるTrrlえもGま(.･あ
る人blf.三.W t丘と自宅とのi'･r71i大11ざ■_+_わか.
1とこも行くここ>.ゝから､ま暮せ::や;_'t,tLJ_i. HTL･'.
がらL,､蛇 の生171tr全点でL烏うて'J.いと久f.背 に(.･る.よ

う/.･ものであるとJftき11てしまうこと1′乙.

A如 こ.粁Fに招してi止 すべき{:i.押色ilTJA-り

すLき三ざまrjtJiを含む(I′一.あ･=たjilIJlすL肝itまっ

/_･ヽ そq)まま更けと/)ら-とがでさ'Jいことかか とヽうこと

でt,i.rここは.I.､ところ..rいい息ニl~あ'rかっても =▲つ

てJ といったコJンh三上くtか1こたことで上るが.そこ.El

分で玉1TですることやコントローP,TもことIllLTL̂LiE,/.那
合il.るここがある.糊 との文.ll.:LってR堤を作っ=いく

のではfJく､見如きiLLJ=.=凄:二対してrJ分の中でJ)Ln分をム

iち/).T=JAt-'L.Lわせていくことで. 見71チIレ!.rE拡◆l

Ill./rJLもよう.二なる.,とくに大塔TがrlJ:,/_,.JiiIか【J寸-ど

ス中位映されL倒 J灼/_･J砧 でS,るとんrJLてい乙1･'7I-･JA合､

この上う(..･状lE.二あると言えL亡ふと!､拝iqか小てくLLL次

の1･)は､応船名M里Jiiiの占慨 に対して.lkt的/一曲からrえ

でいくi:だがあるのでは{+いかと巴わセJu

わVLきちq.:九人としてL･/.･.17.JLT人とれIlてを斗コ
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